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徳
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期

ω
徳
川
政
権
の
成
立
と
九
州

戦
国
期
に
お
け
る
領
主
制
の
運
動
法
則
の
発
展
方
向
に
お
い
て
成
立
し
た
豊
臣
政
権
は
、
所
領
の
拡
大
維
持
と
い
う
領
主
制
固
有
の
要
求
の

実
現
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
領
主
間
矛
盾
を
醸
成
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
方
策
の
一
っ
と
し
て
強
行
し
た

朝
鮮
出
兵
の
失
敗
と
秀
吉
の
死
は
、
さ
ら
に
領
主
間
矛
盾
を
拡
大
し
、
こ
こ
に
新
し
い
統
一
権
力
の
在
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
大
名
領
主
相
互
聞

に
苛
烈
な
権
力
闘
争
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
関
ケ
原
の
役
が
そ
れ
で
あ
る
。

豊
臣
政
権
は
、
戦
国
大
名
に
対
す
る
武
力
討
伐
を
通
じ
、
新
し
い
「
幕
藩
」
領
主
支
配
の
方
式
を
と
り
な
が
ら
、
統
一
権
力
に
上
昇
し
た

が
、
全
国
統
一
後
は
、
こ
の
支
配
体
制
を
維
持
・
安
定
せ
し
め
る
た
め
に
、
全
国
統
一
過
程
で
、
ひ
と
ま
ず
瞳
下
に
し
た
が
え
旧
領
安
堵
し
た

有
力
大
名
（
旧
族
大
名
〉
に
対
し
て
も
、
み
ず
か
ら
の
戦
略
・
戦
術
を
果
敢
に
貫
徹
し
て
い
っ
た
。
文
禄
年
聞
に
お
け
る
石
田
三
成
を
検
地
奉

行
と
す
る
薩
摩
島
津
領
の
検
地
、
同
じ
く
増
田
長
盛
を
検
地
奉
行
と
す
る
越
後
上
杉
領
の
検
地
、
同
じ
く
両
人
を
検
地
奉
行
と
す
る
常
陸
佐
竹

領
の
検
地
な
ど
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
石
田
・
増
田
氏
ら
い
わ
ゆ
る
五
奉
行
に
代
表
さ
れ
る
官
僚
派
の
大
名
は
、
こ
う
し
た
形
で
集
権
体
制

を
強
め
る
こ
と
で
、
「
幕
藩
」
領
主
支
配
の
中
核
を
な
す
豊
臣
政
権
の
維
持
・
強
化
に
つ
と
め
た
の
で
あ
る
。

豊
臣
政
権
を
支
え
る
こ
れ
ら
「
集
権
派
」
の
大
名
に
対
し
て
、
秀
吉
の
全
国
統
一
の
前
後
に
お
い
て
、
軍
役
動
員
や
転
封
を
通
じ
、
新
し
い

「
幕
藩
」
領
主
支
配
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
な
が
ら
、
独
自
の
知
行
割
と
検
地
を
お
こ
な
い
、
自
己
の
領
国
支
配
を
実
現
す
る
た
め
に
、
集
権

的
な
中
央
権
力
を
余
り
必
要
と
し
な
い
大
名
が
あ
っ
た
日
。
徳
川
家
康
・
毛
利
輝
元
ら
の
五
大
老
や
伊
達
政
宗
ら
の
領
国
型
の
大
名
が
こ
れ
に
当

る
。
こ
の
う
ち
、
毛
利
氏
は
、
そ
の
所
領
が
豊
臣
政
権
の
基
盤
と
同
じ
く
西
国
に
あ
り
、
か
つ
秀
吉
の
四
国
征
伐
以
来
、
豊
臣
政
権
と
の
関
わ

り
合
い
が
深
く
、
伊
達
氏
は
、
そ
の
所
領
が
豊
臣
権
力
の
も
っ
と
も
脆
弱
な
東
北
陸
奥
に
あ
っ
た
が
、
上
方
に
直
結
す
る
海
路
の
便
に
乏
し



く
、
遅
れ
た
生
産
条
件
と
在
地
構
造
の
後
進
性
に
規
定
さ
れ
て
、
近
世
的
体
制
の
確
立
を
遅
ら
し
て
い
た
。

以
上
に
対
し
て
、
徳
川
氏
の
所
領
は
、
天
正
十
八
年
の
関
東
転
封
以
来
、
豊
臣
政
権
に
対
し
て
東
北
と
ほ
ぼ
同
じ
条
件
を
も
っ
東
国
関
東
に

あ
っ
た
が
、
徳
川
氏
は
、
む
し
ろ
こ
の
転
封
を
巧
み
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
旧
領
時
代
に
強
く
残
存
し
た
家
臣
団
の
在
地
性
を
払
拭
し

な
が
ら
、
近
世
的
体
制
の
整
備
に
意
欲
的
に
と
り
く
み
、
独
自
の
領
国
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
っ
た
。
徳
川
一
門
・
上
層
譜
代
の
家
臣
の
多

数
の
「
大
名
」
化
と
領
国
周
辺
部
へ
の
配
置
、
江
戸
廻
り
直
轄
領
の
設
置
と
旗
本
の
形
成
、
後
進
地
関
東
農
村
に
対
す
る
現
実
対
応
の
徳
川
検

地
の
実
施
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
独
自
の
領
国
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
っ
た
領
国
型
の
大
名
と
、
む
し
ろ
そ
の
領
国
体
制
内
に
模
を
打
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
集
権
体
制
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
「
集
権
派
」
の
大
名
と
の
聞
に
、
政
治
路
線
を
め
ぐ
る
基
本
対
立
が
発
生
す
る
の
は
必
然
で
あ
っ
た
。

と
同
時
に
、
こ
れ
ら
「
外
様
」
の
有
力
大
名
を
五
大
老
に
任
命
し
て
中
央
政
治
に
参
加
さ
せ
、
秀
吉
子
飼
の
豊
巨
大
名
（
「
集
権
派
」
の
人
々
）

を
五
奉
行
に
任
じ
た
と
こ
ろ
に
、
豊
臣
政
権
の
構
造
的
矛
盾
が
示
さ
れ
て
い
た
。
徳
川
政
権
が
政
治
中
枢
部
を
す
べ
て
譜
代
大
名
に
よ
っ
て
独

占
さ
せ
、
外
様
大
名
を
一
切
排
除
し
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
豊
臣
政
権
末
期
に
お
け
る
こ
う
し
た
対
立
・
矛
盾
は
、
秀
吉
の
死
に
よ
っ
て

い
っ
そ
う
拡
大
さ
れ
、
苛
烈
な
権
力
闘
争
｜
関
ケ
原
の
役
と
な
っ
て
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
、
豊
臣
権
力
の
も
っ
と
も
脆
弱
な
関

東
に
所
領
を
も
ち
、
独
自
の
領
国
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
た
徳
川
家
康
の
勝
利
と
な
り
、
こ
こ
に
、
徳
川
氏
の
覇
権
が
事
実
上
確
立
さ
れ
た
。

家
康
は
覇
権
確
立
と
同
時
に
、
か
ね
て
の
政
治
目
標
実
現
の
た
め
多
彩
な
活
動
を
開
始
し
た
。
み
ず
か
ら
の
戦
略
・
戦
術
の
実
現
に
着
手

し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
戦
略
・
戦
術
は
、
手
段
と
方
法
に
お
い
て
秀
吉
の
そ
れ
と
か
な
り
異
な
り
な
が
ら
も
、
基
本
的
目
標
は
同
一
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
幕
藩
領
主
支
配
原
則
の
貫
徹
に
よ
る
幕
落
体
制
の
完
成
と
い
う
目
標
で
あ
る
。
家
康
自
身
、
織
豊
両
氏
と
同
じ
く
尾
三
地
区

に
所
領
を
も
ち
、
戦
国
期
に
お
け
る
領
主
制
の
運
動
法
則
の
な
か
で
戦
国
大
名
に
成
長
し
、
さ
ら
に
秀
吉
の
全
国
統
一
過
程
の
な
か
で
近
世
大

名
に
推
転
し
た
た
め
、
大
名
領
国
制
を
戦
略
・
戦
術
の
場
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

家
康
の
戦
略
・
戦
術
は
、
ま
ず
、
豊
臣
政
権
下
の
領
国
体
制
を
全
面
的
に
改
組
し
、

徳
川
政
権
下
の
新
し
い
領
国
体
制
を
貫
徹
し
て
い
く
こ

九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
口

（
藤
野
〉
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四

と
に
向
け
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
採
用
さ
れ
た
の
が
豊
臣
・
旧
族
大
名
に
対
す
る
大
規
模
な
改
易
・
転
封
策
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
徳
川
権

力
の
意
志
で
あ
り
か
つ
分
身
で
あ
る
徳
川
一
門
（
H
親
藩
）
・
譜
代
大
名
の
彩
し
い
創
出
策
で
あ
っ
た
。
家
康
は
、
関
ケ
原
の
役
後
の
戦
後
処

理
を
通
じ
て
、
石
田
三
成
を
は
じ
め
西
軍
に
く
み
し
た
外
様
大
名
八
七
名
を
改
易
に
よ
っ
て
取
潰
し
、
そ
の
所
領
を
没
収
す
る
と
と
も
に
、
毛

利
輝
元
・
上
杉
景
勝
・
佐
竹
義
宣
ら
三
名
の
大
大
名
の
所
領
を
削
減
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
他
に
転
封
し
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
没
収
地
を
東
軍
に

属
し
て
功
労
の
あ
っ
た
外
様
大
名
に
再
配
分
し
て
転
封
す
る
一
方
、
直
轄
領
に
編
入
し
た
り
、
あ
る
い
は
徳
川
一
門
・
譜
代
大
名
の
創
出
に
あ

て
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
戦
略
・
戦
術
を
通
じ
て
、
豊
臣
領
国
体
制
は
全
国
的
規
模
で
大
き
く
変
化
し
た
が
、
と
り
わ
け
東
海
・
東
山
お
よ
び
北
陸
一
帯
は
も

っ
と
も
大
き
く
変
容
し
た
。
家
康
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
配
置
さ
れ
て
い
た
豊
臣
大
名
の
多
く
を
、
あ
る
い
は
取
潰
し
、
あ
る
い
は
畿
内
近
国

を
は
じ
め
中
国
・
四
国
・
九
州
な
ど
の
辺
境
地
帯
に
転
封
し
、
そ
の
あ
と
直
ち
に
旧
領
〈
東
海
・
東
山
）
五
カ
国
を
回
復
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
周
辺
諸
国
を
領
有
し
、
新
た
に
徳
川
一
門
・
譜
代
大
名
を
配
置
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
数
は
六
八
名
に
達
す
る
。
家
康
は
覇
権
確
立
ま
え
に

関
東
に
あ
っ
て
独
自
の
領
国
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
、
そ
の
も
と
で
徳
川
一
門
・
上
層
譜
代
の
家
臣
を
多
数
「
大
名
化
」
し
、
新
た
に
与
力
・
同

心
を
付
属
し
て
領
内
の
支
城
に
配
置
し
、
大
名
と
し
て
「
み
ず
か
ら
沙
汰
」
す
る
条
件
を
整
備
し
た
が
、
家
康
の
覇
権
確
立
と
同
時
に
、
こ
れ

ら
の
「
大
名
」
は
、
公
称
独
立
の
大
名
と
し
て
の
主
体
的
・
客
観
的
条
件
が
与
え
ら
れ
、
関
東
を
は
じ
め
前
記
諸
国
に
配
置
さ
れ
て
、
既
往
の

「
幕
・
藩
」
関
係
の
な
か
に
新
た
な
幕
藩
関
係
を
再
生
産
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
豊
巨
大
名
は
、
豊
臣
政
権
を
喪
失
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

中
央
権
力
の
意
志
・
分
身
と
し
て
の
立
場
を
失
い
、
こ
こ
で
旧
族
大
名
と
同
じ
く
外
様
大
名
と
し
て
一
括
さ
れ
、
逆
に
徳
川
権
力
と
対
峠
し
な

が
ら
、
旧
領
お
よ
び
転
封
地
の
新
所
領
に
お
い
て
大
名
領
国
制
（
1
藩
制
）
の
整
備
・
確
立
に
道
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
戦
略
・
戦
術
の
過
程
で
九
州
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
第
二
表
の

ωω
参
照
）
。
徳
川
政
権
成
立
期

の
九
州
は
、
西
国
を
基
盤
と
す
る
豊
臣
政
権
下
と
異
な
り
、
い
わ
ば
そ
の
最
周
辺
部
に
あ
っ
た
。
関
ケ
原
の
役
に
お
け
る
九
州
の
諸
大
名
は
極

め
て
複
雑
な
動
き
を
示
し
て
い
る
。
肥
後
の
加
藤
清
正
と
小
西
行
長
は
、
同
じ
豊
巨
大
名
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
政
治
姿
勢
・
路
線
を
異
に
し
、



第二表の（1) 徳川期における九州大名の配置

居城
慶長 7年における配置 慶長・元和期一天平日・享保期における動向

大名名 石高 処理 慶長・元和期 究永一度安i羽 承応ー延宝1切 天和一享保期
幕末に至る動向

I I 

福岡 黒田長政 523,100石 議I中期り） 年一｛岨！ω石川
‘黒田光之（473,100石） 黒囲網政（473,100石） 二〈幕末〉

企 l 〈幕末〉
秋月 黒団長興（ 50, 00）＜定着＞T

l ~（延宝問長劃40，醐）惜） J ir,噌！叩時（印刷）→筑前 東蓮寺 黒Fllil諸政（ 40, 00) I 

直方
！〈延宝3年東遊寺、直方に改む〉 。（享保5) 黒田継高（肌000）（返） ＠ 

久留米 （才師日6）有入馬殺封氏（丹（2波10宮，0知00山）止； り〈）定着＞l I G有馬頼元町00 二有馬頼元（210,000) ニ〈幕末〉

筑後
松崎

(jf;和6）立花花入梅封宗次茂（陸（（奥109棚，6倉00ょ）iJ) 〈定恭＞！ー
: （寛文（分8? 有馬笠祐（ 10,000) 〉（貞享定）有馬型祐(IO,000）（返）.1'0

柳河 Ill小吉政 325,000 入封 ー〈幕末〉

（三河岡崎却
。

三池 元和6・没 （元和7）立花 10,000）新封 〈文化3・種善陸奥下手渡に転封（10,000)>

小倉 入（丹封後1i津J:~ ） ,, '1〆寛＇Jn永転9・肥後熊）本に、／ （克水9）＊小牧If;（，＇，＼：、1'!(1入5封0,000) 〈定着〉 は小笠原忠雄(1州 00) 一〈幕末〉
調II川，，＇／；.夢！

’l、古新聞
n (540,000 （矯勝明石より） 〉〈幕末〉

（寛永9)* ,J、牧原iじた（8入0封or嬬0)！努
（寛文（分11; 小笠原真方（ 10,000) ＜定看〉

中 i章 竜野より） 主： （副主11）小笠原長胤（80,000）（没）ー→

豊前
I （元禄11）小笠原長円（40.000）ーーー一＋

’t 揮〈亨官A零元）小＊小笠繍奥宅金磨ギ原人除安品長封長店包志え｛奥丹（に（：後：0総山富0仕助ω裕（lよ~（役0I) ）ー ＋ 00)> 
（寛永9）＊松、ド!Tn/{(37~Jo日~i

！（判2) ）〈定着〉 ー〈幕末〉

竜王 入封（ 三mより）⑧・争 I（寛文9年・島原務領となる〉 ． ，〈幕末〉

品田
目 （究家15）車入後対杵〈四克築木Jに醐却松封（伝）英4離L，⑧o分t』勾ω）ー樹：：・・ー封〉ω一。一一診－1歩lI 〈覧.Jt9年 帥議領左なる〉 一〈幕末〉

〈正保2・
杓築 （寛永9）＊小笠原忠知l

〈正保2・三河千＇／ FHに力日

,r－一一ーーー
（正保2）松平英税（32,000）入封〈定Ji> ーく幕末〉

入（橋封磨内よ I)) 日 Ill木下延｛を 30,000 〈定着 〉 〈寛永19・木下俊治分知25,000> （究政11・島原藩、 ，〈幕末〉

亀川 : （、（寛氷山句、問山務（ 22i~~＼l~よ・ ⑧－－－；，， ：天領となる z→！（対日2-i'¥ 'I千日日と1,;Jじ） 、 慶応3・熊本務預所となる）令〈幕末〉

中｛章儲
入手 り） 元（万「i好削奇寺代領官支配地とな 子 ， 

（入~I封後高岡より） ' : （寛永叫同械を移 - ~ ＇’ I ＜力治 内 左なる〉
，〈幕末〉

豊後
府内 竹中桑利 20,000 ， 〈寛永11・没〉 I 

! : （寛永凶日酬棚i、m野醐生） l一：：夫万〈明自治暦衡記と2~な投〉 I 入封下壬より） 松平忠昭入（封22＜，定20着O)> ーー-a>I 

I : r一一一一一一 I ・近陣分知山船 ！ ；与〈幕末〉

高松 I l岬（頃寛凱制叩氷刺畑刷I悶附9則） 桁削仰川lド十M川＇＇刈B忠心H似仰仰問山山22払仰山2丸υ仰川，，20却0 （万治元 ．代官支配地となるj
('.t[i&ll・島原落、

森｜ 久{i/}:.';I:<;槻 14,000 入（伊封予内より）

慶応3・熊本落預所となる）多〈幕末〉
〈定積〉 I 》 I - ~＜幕末〉
(;.::fU 2 )* ,l'jJII,'，入ι総封~6美O濃，00大01, ー合I I ＜明暦JC・通清分知12,510) I 

日間
1より） 〈寛永天t領寛0・下総佐合1ー・1Jn松（70・000)>⑧ I _J戸村i、〈（天和2)*I松なp］；τ1るllε1入；白形貞矩封享に（（播：転O・磨封，代O姫：官：路：支，Oよ配00り地）） 〉一一→

：一＋ 永と1な6る・代'ff支配地となる） 一一一令I（寛文5・一時熊本藩預所となる） I lゃんノ、号1・I R 
（明和4・郡代支配地～代官支配地）一ーー益吾〈〈幕幕末末〉〉

臼科 稲葉 l'li並 50,060 入入（（美殺封封濃後八幡より）
〈定着〉 ＋ 領と ）一一＋

佐伯 1;利高政 20,000 〈定着〉 〈幕末〉
日田より）
〈定着〉同 中川幸成 70,440 IB ’〈幕末〉

豊後内 稲葉通孝 14,150 入（美封濃中山より） ， 〈慶長12・没〉 ！ ！ ！ 

【註］本表作成の史料については、第2軍第1節第1項の註38参照。創立徳川一門・議代大名、⑧lま廃藩を示す。⑧はスペースの書店合により空欄の当該個所に記載したもの。



第二表の（2) 徳川期における九州大名の配置

慶長 7年における配経
国名｜居城’l大名名 l石高 l処置
佐賀｜鍋島直茂Iao9,902石l 旧
鹿島
小城

建池
唐津｜寺沢広高 l12a,ooo I 刻I

肥前

平戸 松浦銭信163,200 
平戸新田｜

大村 21,427 

日野江 有馬 H青信 40,000 

島原

福江 五島玄雅 15,530 

熊本 加藤清正 515,000 

（天草）

人吉相良長毎 22,100 

延岡高橋元種 50,000 

日向

高鍋 秋月種長 30,000 l日

佐土原
妖肥 伊東祐慶 s1,ooo I l日

薩摩
鹿児島 島津家久 609,533 I l日

大隅

対馬 府中 河信金電. 義智 ！日前内10,0

｜日

！日

l日

慶長・；c和j羽一天和・卒保期における動向
慶長・元神期 : 寛永一俊安却1 ! 承応ー延宝期 ！ 

〈定着〉ー寸参鍋島勝 （慶長16・ぉ7,036)1 I Z鍋島勝茂（357,0喧6石）

（慶長日）ら鍋島忠雄（25,000) --L一一一卦｜（寛永17）鍋l；間関（ 20,000）＜定蔚〉くよ000石は正茂領有〉 ’ 
（分） I~ 凶・＇..t I I 
（元和i'3；ゆ鍋島元専（のち73,252) ；〈定着〉、i
（分） I I （寛永I6)L一歩鍋島直澄（のち52,625) ＜定着)I
，一l I （分） -

r （慶長6.夫草4 石加H地）一→I＜寛永15 草40.000石没〉寺沢竪商（83
！（腿安2）＊大久｛呆忠臓（83,000) 一→I＜延宝6.
: 入封（帰路明石より） I 忠朝、下総佐倉に転封（83000)> : 

' ( （延宝6）＊松平来久（70000) 
；｜ 入封印訟佐倉より）対〈点字3・来春分知68,000石〉・一一歩

」 r＜元被3・乗邑分知60,000) ー－ー－－－.；’
l 1<:,f;禄4・乗邑志摩鳥羽に転封（60,000)>
l ＇＜厄緑 4）＊土井利益（70000) 
I - 入針志摩鳥羽より）ー』

;;ii，＜寛文4・鎮信分知61,700> : ¥ 千松浦棟（61，初Ol
（厄禄2）仁
I （分jt争松浦昌（10,000)＜定着〉

〈定着〉（鹿長IT・ 2叩 3石） ！ ； 〉：α永3.純一ヂ分知1、宝永7年遺付〉（〈一E転〉（元和2）松倉重政 41l,OOO) よ；〈覚永15・勝家没〉

入「（大和蹴り）i:（寛永附高力忠更綿密おより）→！総・）騨抑制） ; 

: Ii : 入語（；寺波福知山よりl
〈定茄〉 ! ,, 主i＜明暦元．盛勝分知12,530) 一一一寸

（（鹿長5• 320 
同 T r f<:it永9）細川忠利（54白000） 
I l'l 入封｛重前小倉より）〈定潜戸長l
！ いlー一予細川光尚（帆0附 I I予細川綱利（叫附 { 
i ｜！（正保3）与細川行孝（30,0刷 〈定着〉 ！ ， 
｜ ｜！ （分） I （寛文6）（分ll、 ’ 
I Ii, 、 I 与細川利重（35,000）＜定着〉

1:1＜覧永15）山崎家治（40 Ol I ’ ～ 
i l:i 入封｛備ポ成羽より）＋ βIr<寛文4）＊戸田忠昌仰ω） ー争・I: t ＜ヰ永問・家治、讃岐丸亀tこ加転（so:ooo)>R I’： i 入封（ニ河田原より）！h‘ , ... ，，臼I,I＜寛文11・忠昌、関東内に転封（21,000）＞⑧l

－！ー晶天領となる 一一一一」 ll 
1 ’ （寛永18・代官支配地となる） ＇~天領となる（寛文11・代官支配地） ． 品〈幕末〉

－＋＜幕末〉

天和一享保期
幕末に至る動向

今〈幕末〉

今〈幕末〉

今〈幕末〉

今〈幕末〉

砂⑧〈宝暦12・利皇、下総古河に転弐

( ijjOOO)> 
（宝暦12）＊水野忠任（sonooi ’ 

入封三三河陶崎より）
〈文化14・忠邦‘遠江浜松に転封

(60 000)> 
r（文化14）＊小笠原長昌（60:000)
J 入封（｜塗奥棚倉より）
I＜定策〉 〉〈幕末〉

（；と五時〉 今〈幕末〉

今〈幕末〉

一歩〈幕末〉「雌町一（ ｝ ｛（臨2）＊戸田植｛叩）
入封（下野宇都宮より〉

〈安永3・J忠覚、下野宇都宮に転封
(77,850)> 

( （安永3）＊松平忠恕（65,900)
」 入封下野宇都宮より）
I ＜定猪〉 ご〈幕末〉
~ ？〈幕末〉l日

1111 

~＜幕末〉

う〈幕末〉

う〈幕末〉

旧
一
附

〈定着〉

（〈臨18・没
（蹟E長19）有馬直純（~3.000）入封 一＝惨＜Jt永18・康純分知50,000〉

〈定着〉 ｜ ’ 
（慶長8）島津以久（30J.070) ！〈定着〉

4豊久の旧領つ寸〉・
〈定着〉（慶長IO・m，蜘） 一一~＜寛永13 ・祐久分知54,08φ エ：〈明暦3・祐次分知51,086)

〈定着〉 ｜ ／寛永11・蕗摩・大隅・日向諸県郡に605,863石 ¥I 
I慶長14・琉球123(700石加増）一司l堵、琉球の加増分を加えて729563石となる j『

l ’ I 

〈定着〉（慶長10・肥前内乱00石畑、門店寛永怯柳川調興の醐 1,00問、｝
1内1,000石を家臣柳川智永に分与.； l ¥n巴前内の石高lill,837石となる ) l 
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1
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〈

〈

l
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I
l
l
t
dデ
ザ
」

〈延享4・貞通、常陵笠間に転封
(80 000)> 

（（醇一政樹（7白
入幸:f1陸J,i量言議平より）

〈定着〉 ＝〈幕末〉

~＜幕末〉
今〈幕末〉

今〈幕末〉

I
l
l
1
1
 

:;tr元禄削00,000石以上の格を公称、正1
l＇徳元・1,565石還付、札制石となる ／ 

－）＜幕末〉

~＜幕末〉



朝
鮮
の
役
で
は
、
明
と
の
講
和
方
式
を
め
ぐ
っ
て
す
る
ど
く
対
立
し
た
以
内
「
関
ケ
原
の
役
で
は
、
東
西
両
軍
に
分
か
れ
て
抗
戦
し
、
行
長
が
石

田
三
成
に
呼
応
し
て
主
力
戦
に
参
加
し
た
の
に
対
し
て
、
清
正
は
そ
の
留
守
中
行
長
の
居
城
宇
土
城
を
攻
撃
し
、
つ
い
で
鍋
島
直
茂
の
柳
河
城

攻
撃
を
支
援
し
て
、
立
花
宗
茂
に
開
城
せ
し
め
た
。
薩
摩
の
島
津
氏
は
、
義
弘
が
三
成
に
応
じ
て
主
力
戦
に
参
加
し
、
義
久
は
小
西
勢
を
救
援

す
る
た
め
肥
後
に
進
出
し
、
そ
こ
で
清
正
と
対
戦
し
た
。
豊
前
で
も
毛
利
・
黒
田
の
両
豊
巨
大
名
が
両
軍
に
分
か
れ
て
抗
戦
し
、
黒
田
長
政
が

家
康
の
会
津
攻
撃
以
来
、
こ
れ
に
し
た
が
い
、
主
力
戦
に
参
加
し
た
の
に
対
し
て
、
父
孝
高
は
九
州
に
あ
っ
て
、
大
友
氏
の
豊
後
奪
回
作
戦
を

撃
退
し
、
小
倉
の
毛
利
勝
信
を
降
し
、
鍋
島
直
茂
を
し
て
柳
河
城
を
攻
撃
せ
し
め
た
。
筑
前
の
小
早
川
秀
秋
は
、
一
族
毛
利
・
吉
川
氏
と
と
も

に
西
軍
の
主
力
を
構
成
し
た
が
、
主
力
戦
で
寝
返
り
を
う
っ
て
家
康
に
内
応
し
、
東
軍
勝
利
の
主
因
を
つ
く
っ
た
。
筑
後
の
誇
大
名
は
、
立
花

氏
を
は
じ
め
最
後
ま
で
西
軍
に
属
し
た
の
に
対
し
て
、
肥
前
の
鍋
島
氏
以
外
の
諸
大
名
は
東
軍
に
つ
き
、
豊
後
・
日
向
の
諸
大
名
は
、
最
初
酉

軍
に
つ
き
途
中
東
軍
に
寝
返
っ
た
も
の
が
多
い
。

以
上
の
政
治
動
向
に
も
と
づ
い
て
、
関
ケ
原
の
役
後
の
九
州
に
お
け
る
領
国
体
制
！
大
名
配
置
が
決
定
さ
れ
た
。
ま
ず
小
早
川
秀
秋
が
備
前

岡
山
に
転
封
と
な
り
、
そ
の
あ
と
に
は
、
豊
前
中
津
か
ら
黒
団
長
政
が
配
置
さ
れ
（
筑
前
名
島
↓
福
岡
）
、
豊
前
に
は
新
し
く
丹
後
宮
津
か
ら

細
川
忠
興
が
配
置
（
中
津
↓
小
倉
）
さ
れ
て
、
こ
こ
に
豊
前
一
固
と
豊
後
二
郡
を
一
円
所
領
と
す
る
細
川
小
倉
藩
が
成
立
し
た
。
筑
後
の
四
大

名
の
取
潰
し
の
あ
と
に
は
、
新
し
く
三
河
岡
崎
か
ら
田
中
吉
政
が
配
置
さ
れ
（
柳
河
）
、
こ
こ
で
も
筑
後
を
一
固
と
す
る
支
配
体
制
が
成
立
し

た
。
肥
後
は
小
西
氏
の
改
易
に
よ
っ
て
、
そ
の
所
領
は
加
藤
清
正
の
所
領
に
統
合
さ
れ
（
熊
本
）
、
天
草
は
肥
前
唐
津
の
寺
沢
広
高
の
所
領
に

統
合
さ
れ
た
。
以
上
に
対
し
て
豊
後
は
、
中
川
秀
成
（
岡
〉
が
旧
領
安
堵
さ
れ
、
竹
中
重
利
が
高
田
か
ら
府
内
に
、
毛
利
高
政
が
隈
か
ら
佐
伯

に
転
封
さ
れ
た
ほ
か
は
、
早
川
氏
（
府
内
）
の
所
領
と
と
も
に
尾
大
な
豊
臣
直
轄
領
が
没
収
と
な
り
、
新
た
に
両
稲
築
（
貞
通
H
美
濃
八
幡
・
通

孝
H

問
中
山
）
氏
が
臼
杵
・
豊
後
内
に
、
木
下
延
俊
が
播
磨
内
か
ら
日
出
に
、
久
留
島
長
親
が
伊
予
内
か
ら
森
に
配
置
さ
れ
、
こ
こ
で
は
両
筑

・
豊
前
・
肥
後
と
異
な
り
、
豊
臣
政
権
以
来
の
小
藩
分
割
主
義
が
貫
徹
さ
れ
た
。
以
上
の
ほ
か
肥
前
の
諸
大
名
（
鍋
島
H

佐
賀
・
松
浦
H
平
戸

・
大
村
1
大
村
・
有
馬
1
白
野
江
・
五
島
1
福
江
）
お
よ
び
肥
後
の
相
良
〈
人
吉
）
、
日
向
の
高
橋
（
延
岡
）
・
秋
月
（
高
鍋
）
・
伊
東
（
妖
肥
）
、

九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
伺

（
藤
野
）

五



九
州
に
お
け
る
幕
落
領
主
支
配
の
特
質
白

（
藤
野
）

ム
ノ、

薩
摩
の
島
津
（
鹿
児
島
）
、
対
馬
の
宗
（
府
中
）

氏
ら
は
、
す
べ
て
旧
領
安
堵
さ
れ
、
日
向
の
佐
土
原
島
津
氏
は
、
豊
久
の
戦
死
に
よ
っ
て
一

旦
所
領
没
収
と
な
っ
た
が
、
慶
長
八
年
に
な
っ
て
、
一
族
の
以
久
に
旧
領
安
堵
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
徳
川
政
権
下
の
九
州
に
お
け
る
近
世
大
名
の
配
置
関
係
が
確
定
し
た
が
、
そ
こ
で
は
豊
前
・
両
筑
・
肥
後
に
お
い
て
大
き
く
変

容
し
、
黒
田
福
岡
・
加
藤
熊
本
両
藩
の
ほ
か
、
細
川
小
倉
・
甲
中
柳
河
の
四
大
藩
が
新
た
に
成
立
し
た
。
徳
川
政
権
下
の
九
州
は
、
ま
ず
中
国

・
四
園
地
方
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
豊
臣
系
外
様
大
名
の
加
増
転
封
の
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
小
藩
が
多
数
分
立
・
錯
綜
し
た
豊
後
に

お
い
て
、
豊
臣
系
・
旧
族
外
様
大
名
の
新
た
な
入
部
が
み
ら
れ
た
ほ
か
は
、
肥
前
唐
津
の
寺
沢
氏
を
除
い
て
、
す
べ
て
九
州
の
諸
大
名
（
旧
族

外
様
大
名
）
が
旧
領
安
堵
さ
れ
た
。
そ
の
変
化
率
（
改
易
・
転
封
率
）
は
四
六
%
に
達
す
る
。
こ
れ
を
四
国
の
八
O
%
、
中
部
の
七
三
M
m
、
中

国
の
六
七
M
m
、
近
畿
の
六
五
%
、
東
北
の
六
O
M
m
、
関
東
（
徳
川
非
領
国
）
の
四
五
M
m
に
比
較
す
る
と
、
九
州
大
名
の
変
化
率
は
関
東
（
徳
川

非
領
国
）
と
と
も
に
全
国
最
低
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
じ
辺
境
地
帯
で
も
四
国
・
中
国
・
東
北
地
方
と
の
変
化
率
の
差
が
注
目
さ

れ
る
。
因
み
に
、
豊
臣
政
権
以
来
旧
領
に
定
着
し
転
封
を
免
か
れ
た
旧
族
外
様
大
名
の
数
を
み
る
と
、
九
州
が
一
一
名
存
在
し
た
の
に
対
し
、

四
国
は
零
と
な
り
、
中
国
は
一
名
（
毛
利
氏
、
た
だ
し
減
封
）
、
東
北
は
四
名
（
津
軽
・
南
部
・
伊
達
・
最
上
氏
）
の
み
と
な
っ
た
。
転
封
が

大
名
と
そ
の
家
臣
団
が
保
持
し
て
き
た
旧
領
と
の
古
い
支
配
関
係
を
断
ち
切
り
、
戦
国
大
名
を
近
世
大
名
に
推
転
さ
せ
る
中
央
権
力
の
戦
術
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
右
に
み
る
変
化
率
の
な
か
に
、
徳
川
政
権
成
立
期
に
お
け
る
九
州
の
位
置
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
徳
川
権
力
を
中
心
と
す
る
幕
藩
領
主
支
配
の
原
則
は
、
そ
の
後
九
州
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
貫
徹
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ω
幕
藩
領
主
支
配
原
則
の
貫
徹
過
程

徳
川
期
九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
原
則
の
貫
徹
過
程
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
九
州
大
名
の
対
応
変
化
は
、

帥
寛
永
l
慶
安
期
、
同
承
応

l
延
宝
期
、
同
天
和

t
享
保
期
、
制
延
享

l
幕
末
期
の
五
期
に
画
期
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

凡
そ
ハ
円
慶
長
・
元
和
期
、

そ
こ
で
ま
ず
、
付

慶
長
・
元
和
期
よ
り
考
察
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。



〈ー）

慶
長
・
元
和
期

関
ケ
原
の
役
後
の
戦
後
処
理
が
一
段
落
す
る
慶
長
七
年
後
半
以
降
の
家
康
の
戦
略
・
戦
術
は
、
幕
府
を
創
設
し
、
幕
藩
領
主
支
配
に
対
す
る

全
国
統
治
権
の
倫
理
的
基
礎
を
公
的
に
確
定
し
問
う
え
で
、
普
請
課
役
や
将
軍
宣
下
・
天
皇
即
位
な
ど
に
諸
大
名
を
動
員
し
、
幕
府
の
軍
役
体

系
下
に
従
属
さ
せ
、
幕
藩
の
主
従
関
係
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
幕
法
を
導
守
せ
し
め
る
と
い
切
に
よ
っ
て
、
最
高
権
力
と
し
て
の
幕
府
の
存
在
を

円四》

誇
大
名
に
承
認
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
家
康
は
、
領
主
間
矛
盾
｜
軍
事
的
緊
張
を
も
っ
外
様
大
名
に
対
し
て
、
婚
姻
や
賜
姓
に

よ
っ
て
懐
柔
す
る
一
方
、
幕
法
や
制
度
の
整
備
を
通
じ
て
統
制
を
強
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
幕
法
に
違
反
し
幕
命
に
服
属
し
な
い
も
の

は
、
た
と
え
徳
川
一
門
・
譜
代
大
名
と
い
え
ど
も
、
容
易
な
く
改
易
の
鞭
を
ふ
る
い
、
徳
川
権
力
の
強
化
に
つ
と
め
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、

諸
大
名
に
対
す
る
大
規
模
な
軍
役
動
員
に
よ
る
戦
争
｜
全
国
平
定
戦
の
敢
行
を
通
じ
て
成
立
し
た
豊
臣
政
権
と
の
基
本
的
相
違
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
戦
後
処
理
が
一
段
落
し
た
あ
と
の
家
康
の
戦
略
・
戦
術
は
、
以
上
の
路
線
の
う
え
に
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
中
心
的
な
戦
略
・

戦
術
が
大
阪
方
に
対
す
る
包
囲
の
一
環
と
し
て
の
大
名
転
封
の
推
進
で
あ
り
、
大
阪
の
役
の
誘
発
に
よ
る
豊
臣
秀
頼
の
改
易
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
家
康
は
、
関
ケ
原
の
役
後
確
保
し
た
近
江
・
北
伊
勢
に
つ
い
で
、
畿
内
外
に
お
け
る
外
様
大
名
の
改
易
・
転
封
を
契
機
に
、
譜
代
大
名

を
新
た
に
山
城
・
丹
波
に
進
出
せ
し
め
る
一
方
、
豊
臣
系
外
様
大
名
で
あ
り
な
が
ら
、
家
康
と
友
好
関
係
に
あ
る
藤
堂
高
虎
を
伊
予
今
治
か
ら

伊
賀
一
国
お
よ
び
伊
勢
二
郡
（
津
）
の
う
ち
に
転
封
し
、
こ
れ
ら
の
諸
大
名
で
豊
臣
権
力
を
包
囲
し
て
お
い
て
、
そ
の
う
え
で
大
阪
の
役
を
誘

発
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
阪
の
役
は
、
戦
後
処
理
の
あ
と
、
家
康
が
戦
争
に
よ
っ
て
外
様
大
名
を
改
易
し
た
た
だ
一
つ
の
例
で
あ
り
、

豊
臣
秀
頼
の
存
在
が
、
覇
権
確
立
後
の
徳
川
氏
に
と
っ
て
、
最
大
の
領
主
問
矛
盾

l
軍
事
的
緊
張
を
た
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
家

康
は
、
こ
の
戦
争
に
諸
大
名
を
動
員
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
軍
役
の
統
帥
権
が
「
幕
府
」
に
あ
る
こ
と
を
諸
大
名
に
明
示
し
た
。
幕
府
の
軍
役

こ
の
こ
と
は
、

九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
口

（
藤
野
〉
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九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
【町】

体
系
は
こ
れ
を
契
機
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
豊
臣
氏
の
討
減
l
改
易
を
契
機
に
、
畿
内
を
掌
中
に
収
め
、
か
つ
て
の
太
閤

蔵
入
地
で
あ
る
秀
頼
の
所
領
を
没
収
し
て
、
大
量
に
徳
川
氏
の
直
轄
領
に
編
入
す
る
と
と
も
に
、
大
阪
お
よ
び
摂
津
・
大
和
に
新
し
く
譜
代
大

名
を
配
置
し
た
こ
と
で
あ
る
。
大
阪
は
家
康
死
後
の
元
和
五
年
、
こ
れ
ま
で
の
京
都
・
伏
見
・
堺
・
長
崎
・
奈
良
・
山
田
な
ど
に
つ
い
で
、
幕

府
の
直
轄
都
市
と
な
る
が
、
と
り
わ
け
大
阪
が
幕
府
の
直
轄
都
市
と
な
っ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
く
、
そ
れ
を
通
じ
て
徳
川
氏
は
、
豊
臣
政
権

以
来
の
政
治
・
軍
事
上
の
要
衝
で
あ
り
、
か
つ
畿
内
先
進
地
の
中
核
を
占
め
、
瀬
戸
内
海
に
面
す
る
経
済
・
流
通
上
の
拠
点
を
掌
握
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

口

（
藤
野
〉

八

さ
ら
に
家
康
は
、
大
阪
の
役
後
、
「
禁
中
並
公
家
諸
法
民
」
・
「
諸
寺
院
法
民
」
の
制
定
に
並
行
し
て
、
「
一
国
一
城
曾
を
発
布
し
、
外
様
大

名
の
本
城
を
除
く
す
べ
て
の
支
城
を
破
壊
せ
し
め
る
一
方
、
大
名
統
制
の
基
本
法
を
な
す
「
武
家
諸
法
島
じ
を
制
定
し
、

大
名
統
制
の
論
理
的
基
礎
を
つ
く
っ
た
。
豊
臣
秀
頼
の
改
易
を
例
外
に
、
そ
の
後
の
徳
川
氏
の
大
名
統
制
は
、

い
わ
ゆ
る
法
に
よ
る

こ
の
幕
法
を
基
準
に
推
進
さ
れ

て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
家
康
の
中
心
的
な
戦
略
・
戦
術
が
豊
臣
氏
の
討
滅
｜
改
易
に
お
か
れ
た
た
め
、
慶
長
期
は
全
体
と
し
て
大
名
転
封
が
少
な

く
、
戦
後
処
理
後
の
大
名
配
置
関
係
が
ほ
ぼ
維
持
さ
れ
た
。
し
か
る
に
、
元
和
二
年
、
家
康
の
死
去
に
と
も
な
い
、
駿
府
の
大
御
所
政
治
の
機

能
が
こ
と
ご
と
く
江
戸
の
将
軍
政
治
に
吸
収
さ
れ
る
な
か
で
、
文
字
通
り
将
軍
権
力
が
全
国
統
一
権
力
と
し
て
の
地
位
を
確
定
し
、
そ
の
よ
う

な
体
制
の
う
え
に
、
二
代
将
軍
秀
忠
の
戦
略
・
戦
術
が
実
施
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
秀
忠
の
戦
略
・
戦
術
の
基
調
が
家
康
の
そ
れ
を
継
承
・
発
展

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
秀
忠
の
場
合
は
、
豊
臣
氏
の
滅
亡
の
あ
と
幕
府
権
力
が
将
軍
権
力
の
も
と
に
一
元
化
さ
れ

た
た
め
、
そ
の
戦
略
・
戦
術
が
い
っ
そ
う
強
力
に
推
進
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
し
か
も
そ
の
政
治
形
態
は
、
大
綱
所
政
治
時
代
の
譜

代
・
近
習
出
頭
人
・
僧
侶
・
学
者
・
豪
商
・
代
官
頭
と
い
っ
た
多
彩
な
側
近
政
治
に
代
っ
て
、
幕
政
中
枢
部
が
ほ
と
ん
ど
譜
代
勢
力
に
よ
っ
て

固
め
ら
れ
、
か
つ
政
治
機
能
が
将
軍
｜
老
職
（
老
中
）
の
も
と
に
一
元
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

秀
忠
は
ま
ず
、
元
和
二
年
六
月
、
五

O
O石
か
ら
一
万
石
ま
で
を
対
象
に
、
大
阪
夏
の
障
と
同
じ
内
容
を
も
っ
軍
役
規
定
（
元
和
軍
役
令
）



を
あ
ら
た
め
て
制
定
し
鳩
。
家
康
の
死
去
に
と
も
な
い
、
軍
役
の
統
帥
権
が
将
軍
（
秀
忠
）

家
康
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
幕
府
の
軍
役
規
定
を
、
当
面
旗
本
を
対
象
に
明
文
化
し
た
の
で
あ
る
。

も
な
い
、
外
様
大
名
も
こ
れ
を
基
準
に
そ
れ
ぞ
れ
家
中
軍
役
令
を
制
定
し
た
。
こ
う
し
て
、
幕
府
の
軍
役
規
定
は
秀
忠
に
至
っ
て
明
文
化
・
制

度
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
外
様
大
名
を
従
属
さ
せ
、
か
つ
か
れ
ら
の
家
中
軍
役
に
－
定
の
基
準
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

に
あ
る
こ
と
を
誇
大
名
に
明
示
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
元
和
軍
役
令
が
制
定
さ
れ
る
に
と

と
こ
ろ
で
、
秀
忠
の
中
心
的
な
戦
略
・
戦
術
は
、
家
康
時
代
の
末
期
に
打
ち
出
さ
れ
た
譜
代
大
名
の
大
阪
周
辺
集
中
配
置
策
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
譜
代
大
名
の
東
北
進
出
を
積
極
化
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
名
転
封
の
広
汎
な
強
行
策
に

よ
っ
て
、
播
磨
・
和
泉
・
紀
伊
・
出
羽
の
ほ
か
に
、
中
国
の
備
後
・
九
州
の
豊
後
に
対
し
て
も
新
し
く
譜
代
大
名
の
進
出
が
お
こ
な
わ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
畿
内
と
そ
の
周
辺
、
東
海
・
信
越
地
帯
、
東
北
南
部
、
中
国
、
四
国
の
う
ち
伊
予
、
九
州
の
う
ち
筑
後
は
、
激
し
い
変

化
を
う
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
兵
農
分
離
が
促
進
さ
れ
る
一
方
、
旧
豊
臣
政
権
下
の
領
国
体
制
ば
か
り
で
な
く
、
家
康
時
代
の
大
名
配
置
関
係

も
大
き
く
変
容
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
も
、
譜
代
大
名
の
転
封
・
配
置
に
よ
っ
て
、
中
小
藩
分
割
主
義
が
貫
徹
さ
れ
、
大
名
領
国
制
は
漸
次
細

分
化
さ
れ
て
ゆ
く
と
と
も
に
、
外
様
転
封
大
名
は
転
封
地
の
新
所
領
に
お
い
て
、
幕
府
か
ら
大
名
領
主
権
を
確
認
さ
れ
つ
つ
、
漸
次
定
着
し
は

じ
め
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
慶
長
・
元
和
期
に
お
け
る
九
州
は
、
ま
ず
関
ケ
原
の
役
後
、
長
崎
が
豊
臣
氏
の
直
轄
都
市
よ
り
徳
川
氏
の
直
轄
都
市
に
編
入
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
徳
川
氏
の
九
州
支
配
に
対
す
る
橋
頭
隼
が
築
か
れ
た
が
、
家
康
は
幕
府
創
設
後
、
当
初
の
「
大
名
預
け
地
方
式
」
を
改
め
、

《却》

小
笠
原
一
庵
に
つ
づ
い
て
、
側
近
豪
商
の
一
人
長
谷
川
左
兵
衛
を
長
崎
奉
行
に
任
じ
、
外
国
貿
易
を
支
配
・
管
掌
せ
し
め
た
。
し
か
し
、
長
崎

の
直
轄
化
は
、
外
国
貿
易
の
利
に
着
目
す
る
家
康
の
特
別
措
置
よ
り
で
た
も
の
で
、
そ
の
目
的
は
外
国
貿
易
の
管
理
統
制
に
あ
っ
た
。
し
か
し

豊
後
の
豊
臣
直
轄
領
は
、
新
入
封
大
名
に
再
配
分
さ
れ
る
過
程
で
、
そ
の
一
部
が
徳
川
氏
の
直
轄
領
（
天
領
）
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
は
、
隈
か
ら

佐
伯
に
転
封
に
な
っ
た
毛
利
高
政
が
日
田
・
玖
珠
両
郡
を
預
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。
し
か
も
そ
れ
が
大
阪
方
の
豊
臣
系
外

様
大
名
片
桐
且
元
の
奉
書
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
、
慶
長
期
に
お
け
る
九
州
直
轄
領
の
特
殊
な
性
格
が
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
九

九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
同

（
藤
野
）

九



九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
同

（
藤
野
〉

。

州
の
大
名
領
主
の
所
領
争
い
が
豊
臣
秀
頼
に
持
ち
込
ま
れ
、

事
実
に
照
応
す
る
も
の
で
、
豊
臣
氏
滅
亡
以
前
の
慶
長
期
九
州
に
は
、

そ
の
裁
定
に
片
桐
且
元
・
黒
団
長
政
ら
の
豊
臣
系
外
様
大
名
が
あ
た
っ
て
い
る

な
お
全
体
と
し
て
徳
川
氏
の
権
力
は
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
反
映
し
て
、
慶
長
期
に
お
け
る
九
州
の
領
国
体
制
｜
大
名
配
置
は
、
も
っ
と
も
変
化
に
之
し
く
、

っ
た
大
名
は
、
稲
葉
通
孝
（
豊
後
内
）
・
有
馬
晴
信
（
肥
前
日
野
江
）
・
高
橋
元
種
（
日
向
延
岡
）
の
三
勾
の
み
で
、
そ
の
う
ち
有
馬
氏
は
、
子

の
直
純
が
H

晴
信
事
件
μ

に
関
係
な
い
も
の
と
し
て
所
領
を
安
堵
さ
れ
、
慶
長
十
九
年
、
高
橋
氏
の
改
易
の
あ
と
延
岡
に
転
封
さ
れ
た
。
有
馬

氏
の
転
封
の
あ
と
、
肥
前
の
旧
有
馬
領
は
徳
川
氏
の
直
轄
領
と
な
り
、
鍋
島
・
松
浦
・
大
村
氏
ら
周
辺
の
諸
大
名
に
分
割
し
て
預
け
ら
れ
討
。

し
か
し
こ
れ
は
、
後
任
大
名
の
入
封
ま
で
と
ら
れ
た
暫
定
措
置
で
あ
り
、
こ
の
種
の
直
轄
領
は
、
大
名
の
改
易
・
転
封
の
頻
行
と
と
も
に
全
国

的
規
模
に
拡
大
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

こ
の
期
に
改
易
に
な

し
か
る
に
元
和
期
に
な
る
と
、
徳
川
氏
を
中
心
と
す
る
幕
藩
領
主
支
配
の
原
則
が
全
国
的
規
模
で
貫
徹
さ
れ
る
な
か
で
、
九
州
の
領
国
体
制

大
名
配
置
も
そ
の
一
部
に
大
き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
ま
ず
元
和
二
年
、
旧
有
馬
領
に
新
し
く
大
和
五
条
か
ら
松
倉
重
政
が
配
置
（
肥

前
島
原
）
さ
れ
た
ほ
か
、
豊
後
日
田
に
は
美
濃
大
垣
か
ら
石
川
忠
総
が
配
置
さ
れ

h
。
石
川
氏
の
入
部
は
、
九
州
へ
の
譜
代
大
名
の
最
初
の
進

出
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
元
和
期
の
九
州
に
お
い
て
は
、
豊
臣
政
権
以
来
、
小
藩
が
多
数
分
立
・
移
動
し
、

に
お
い
て
の
み
譜
代
大
名
の
進
出
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

こ
と
は
、
「
大
名
預
け
地
方
式
」

か
つ
直
轄
領
が
介
在
す
る
豊
後

し
か
も
そ
れ
が
日
田
・
玖
珠
・
速
見
三
郡
の
う
ち
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た

に
よ
る
不
明
瞭
な
慶
長
期
の
直
轄
領
を
、

確
実
に
し
、
か
っ
そ
れ
を
通
じ
て
、
徳
川
氏
の
九
州
支
配
に
対
す
る
拠
点
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ひ
と
ま
ず
譜
代
藩
領
に
切
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
支
配
を

つ
い
で
、
元
和
六
年
の
田
中
忠
政
の
改
易
を
契
機
に
筑
後
が
大
き
く
変
容
し
、
そ
の
あ
と
に
は
、
久
留
米
に
丹
波
福
知
山
か
ら
有
馬
豊
氏
、

柳
河
に
陸
奥
棚
倉
か
ら
立
花
宗
茂
が
配
置
さ
れ
、
一
年
遅
れ
て
、
立
花
種
次
（
宗
茂
の
甥
）
が
三
池
に
て
新
封
さ
れ
た
。
こ
こ
で
筑
後
は
、
一

国
を
一
円
所
領
と
す
る
所
領
形
態
が
崩
壊
し
、
再
び
入
封
大
名
に
よ
っ
て
分
割
支
配
さ
れ
、
ほ
ぼ
旧
藩
領
を
所
領
と
す
る
久
留
米
・
柳
河
・
三



池
の
三
藩
が
再
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
相
異
な
る
大
名
領
主
の
所
領
の
統
合
拡
大
な
い
し
分
割
縮
小
が
頻
繁
に
お
こ
な
わ
れ
た
の

は
、
九
州
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
の
大
友
氏
の
本
国
お
よ
び
属
領
地
帯
に
お
い
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
筑
後
が
自
生
的
な
大

名
領
主
を
生
ま
な
か
っ
た
こ
と
の
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
。

以
上
、
元
和
期
に
お
け
る
九
州
の
領
国
体
制
｜
大
名
配
置
は
、
筑
後
な
ど
そ
の
一
部
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
た
が
、
こ
の
期
の
全
国
的
規

模
に
お
け
る
激
し
い
変
化
に
比
較
す
る
と
、
な
お
九
州
全
体
に
お
い
て
は
変
化
に
之
し
く
、
徳
川
権
力
の
浸
透
は
未
だ
不
十
分
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。な
お
、
慶
長
・
元
和
期
に
は
、
外
様
大
名
領
に
お
い
て
、
幾
つ
か
の
支
藩
が
創
設
さ
れ
た
が
、
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
み
る
と
、
筑
前
の
福

岡
藩
に
お
い
て
は
、
元
和
九
年
、
二
代
藩
主
黒
田
忠
之
が
長
政
の
遺
領
を
相
続
す
る
と
き
、
弟
長
興
（
長
政
三
男
）
に
五
万
石
、
岡
高
政
（
岡

田
男
）
に
四
万
石
分
封
し
、
こ
こ
に
新
し
く
秋
月
・
東
蓮
寺
の
両
藩
が
成
立
し
た
。
肥
前
の
佐
賀
藩
に
お
い
て
は
、
こ
れ
よ
り
先
、
徳
川
氏
の

人
質
と
な
っ
た
鍋
島
直
茂
の
三
男
忠
茂
（
下
総
矢
作
に
て
五
、

0
0
0石
）
が
、
慶
長
十
五
年
、
二
代
藩
主
勝
茂
か
ら
新
た
に
二
万
石
分
封
さ

れ
て
鹿
島
藩
が
成
立
し
、
ま
た
勝
茂
の
長
男
元
茂
も
、
元
和
三
年
、
直
茂
の
隠
居
領
を
相
続
し
、
の
ち
加
増
さ
れ
て
小
城
藩
（
の
ち
七
万
三
、
二

五
二
石
と
な
る
）
が
成
立
し
た
。
こ
う
し
た
支
藩
の
成
立
に
よ
り
、
筑
前
・
肥
前
に
お
い
て
は
大
名
数
が
増
加
し
、
そ
れ
だ
け
大
名
領
国
制
は

細
分
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
黒
田
氏
の
両
支
藩
と
鍋
島
氏
の
両
支
藩
は
そ
の
性
格
を
異
に
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
前
者
が
幕
府
か
ら

直
接
朱
印
状
を
も
ら
う
独
立
支
藩
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
は
そ
れ
を
も
ら
わ
な
い
内
分
支
藩
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
福
岡
藩
の
場
合

は
、
本
藩
の
石
高
（
朱
印
高
）
か
ら
支
藩
の
石
高
（
朱
印
高
）
を
差
引
い
た
残
り
の
石
高
（
四
三
万
三
、
一

O
O石
）
が
本
藩
の
石
高
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
佐
賀
藩
の
場
合
は
、
支
藩
の
石
高
を
差
引
か
ず
、
慶
長
十
六
年
の
鍋
島
検
地
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
、
同
十
八
年
、
幕
府
か
ら

公
認
さ
れ
た
石
高
（
三
五
万
七
、

O
三
六
石
）
を
そ
の
ま
ま
本
藩
の
石
高
（
朱
印
高
）
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
お
「

（ニ）

寛
永

t慶
安
期

九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
伺

（
藤
野
〉



九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
同

（
藤
野
〉

寛
永
初
年
、
幕
府
に
あ
っ
て
は
大
御
所
・
将
軍
の
二
元
政
治
が
一
時
復
活
す
る
が
、
そ
の
も
と
で
準
備
を
完
了
し
た
寛
永
政
治
は
、
寛
永
九

年
の
秀
忠
の
死
を
契
機
に
急
速
に
具
体
化
さ
れ
る
。
三
代
将
軍
家
光
の
戦
略
・
戦
術
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
家
光
の
戦
略
・
戦
術
の
基
調

も
家
康
・
秀
忠
の
そ
れ
を
継
承
・
発
展
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
家
光
の
場
合
は
、
大
名
改
易
・
転
封
の
よ
り
広
汎
な
強
行
策
ば
か
り
で
な

く
、
い
わ
ゆ
る
法
と
制
度
の
改
訂
・
整
備
を
通
じ
て
、
幕
藩
領
主
支
配
の
諸
原
則
を
貫
徹
し
、
幕
藩
聞
の
権
力
構
成
を
確
定
し
て
、
諸
大
名
に

絶
対
優
位
す
る
徳
川
権
力
の
基
礎
を
確
立
し
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
っ
た
。
軍
役
体
系
の
整
備
、
参
勤
交
代
の
制
度
化
、
鎖
国
体
制
の
完
成
が

そ
れ
で
あ
る
。
と
同
時
に
幕
政
の
中
枢
機
構
が
急
速
に
整
備
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
老
中
・
若
年
寄
・
三
奉
行
の
体
制
が
確
立
す
る
一
方
、
直
轄
都

《掴－

市
の
奉
行
制
度
や
直
轄
領
（
天
領
）
に
お
け
る
郡
代
・
代
官
支
配
の
方
式
も
こ
の
期
に
整
備
・
貫
徹
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

家
光
は
ま
ず
、
寛
永
十
年
二
月
、
て

O
O
O石
か
ら
一

O
万
石
ま
で
と
、
ニ

O
O石
か
ら
九
O
O石
ま
で
と
を
対
象
に
、
二
回
に
わ
け
て

詳
細
な
軍
役
規
定
（
寛
永
軍
役
令
）
を
制
定
し
均
。
秀
忠
の
場
合
と
同
じ
く
、
大
御
所
の
死
去
に
と
も
な
い
、
軍
役
の
統
帥
権
が
将
軍
家
光
）

に
あ
る
こ
と
を
諸
大
名
に
明
示
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
今
回
は
、
単
に
旗
本
ば
か
り
で
な
く
、
一

O
万
石
ま
で
の
大
名
を
対
象
に
軍
役
規
定

を
明
文
化
・
制
度
化
す
る
と
と
も
に
、
い
っ
そ
う
整
備
し
た
。
こ
う
し
て
、
幕
府
の
軍
役
規
定
は
家
光
に
至
っ
て
大
名
（
こ
の
場
合
は
主
と
し

て
譜
代
大
名
）
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
が
、
外
様
大
名
の
場
合
も
、
そ
れ
に
対
応
し
て
そ
れ
ぞ
れ
家
中
の
軍
役
改
め
が
お
こ
な
わ
川
、
幕
府
の
軍

役
体
系
に
、
よ
り
広
汎
か
つ
強
力
に
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
徳
川
氏
は
、
全
大
名
・
旗
本
に
対
す
る
軍
役
の
統
帥
権
を
制
度
と

し
て
確
立
し
、
譜
代
大
名
・
旗
本
の
場
合
は
、
こ
れ
を
自
己
の
軍
役
体
系
の
な
か
に
組
み
込
み
、
外
様
大
名
の
場
合
は
、
こ
れ
を
従
属
さ
せ
て

そ
の
軍
役
量
に
一
定
の
基
準
を
与
え
た
。
そ
の
後
家
光
は
、
慶
安
二
年
に
、
い
ま
一
度
軍
役
規
定
の
改
訂
（
慶
安
軍
役
制
）
を
お
こ
な
い
、
幕

府
の
軍
役
体
系
を
整
備
・
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
家
光
の
中
心
的
な
戦
略
・
戦
術
は
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
変
化
が
少
な
か
っ
た
九
州
お
よ
び
中
国
・
四
国
に
ま
で
、
大
名
改
易
・
転
封

策
を
強
行
し
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
り
、
と
く
に
九
州
の
領
国
体
制
！
大
名
配
置
は
、
寛
永
九
年
の
加
藤
忠
広
（
肥
後
熊
本
）
の
改
易
を
契
機

に
大
き
く
変
容
す
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
加
藤
氏
の
改
易
に
よ
っ
て
、
豊
臣
政
権
以
来
の
加
藤
熊
本
藩
が
解
体
し
、
そ
の
＋
め
と
に
は
、
豊
前
小



倉
か
ら
細
川
忠
刺
が
配
置
さ
れ
て
、
新
し
く
細
川
熊
本
藩
が
成
立
し
た
。
加
藤
氏
の
改
易
に
際
し
て
家
光
は
、
老
職
（
老
中
）
稲
葉
正
勝
を
よ

使
に
任
命
し
、
現
地
の
譜
代
大
名
石
川
忠
総
（
日
田
）
に
内
藤
政
長
（
磐
城
平
）
・
勘
定
頭
の
伊
丹
康
勝
を
加
え
て
、
肥
後
の
国
政
を
沙
汰
せ

し
め
た
が
、
さ
ら
に
有
馬
・
黒
田
・
鍋
島
・
島
津
・
相
良
・
伊
東
・
木
下
・
中
川
・
秋
月
お
よ
び
毛
利
氏
ら
九
州
・
中
国
の
外
様
諸
大
名
を
大

動
員
し
て
非
常
に
備
え
た
の
で
あ
る
。
家
光
が
加
藤
氏
の
改
易
に
際
し
て
い
か
に
慎
重
な
態
度
で
の
ぞ
ん
だ
か
理
解
さ
れ
よ
う
。
細
川
氏
の
肥

後
配
置
は
、
細
川
氏
の
幕
府
に
対
す
る
友
好
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
戦
略
・
戦
術
は
、
旧
豊
臣
領
国
体
制
を
最
終
的
に
解
体
す
る

過
程
に
お
い
て
、
従
来
徳
川
権
力
が
十
分
浸
透
せ
ず
、
か
つ
外
様
の
大
藩
が
割
拠
す
る
九
州
の
中
央
部
に
、
あ
ら
た
め
て
徳
川
氏
の
意
志
に
よ

る
大
国
を
創
設
し
て
、
島
津
氏
を
は
じ
め
と
す
る
旧
族
外
様
諸
大
名
に
対
す
る
押
え
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
譜
代

中
小
藩
の
拡
大
主
義
を
と
る
幕
府
の
立
場
か
ら
は
、
譜
代
大
名
の
配
置
は
適
当
で
な
く
、
九
州
の
大
名
領
国
経
営
に
お
い
て
、
す
で
に
三
二
年

の
経
験
を
も
っ
細
川
氏
が
、
前
述
し
た
幕
府
と
の
友
好
関
係
に
も
と
，
つ
い
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
九
州
に
お
い
て
は
三

O
万
石

以
上
の
大
藩
は
、
黒
田
福
岡
・
鍋
島
佐
賀
・
細
川
熊
本
・
島
津
鹿
児
島
の
四
藩
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
方
式
に

よ
る
四
つ
の
大
藩
主
義
（
雄
藩
）
の
基
礎
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

九
州
の
領
国
体
制
｜
大
名
配
置
の
変
化
は
、
以
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
期
に
譜
代
大
名
が
集
中
配
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
色
が
あ

る
。
ま
ず
、
細
川
氏
の
転
封
の
あ
と
豊
前
に
は
、
小
倉
に
播
磨
明
石
か
ら
小
笠
原
忠
真
、
中
津
に
同
竜
野
か
ら
小
笠
原
長
次
、
龍
王
に
摂
津
三

田
か
ら
松
平
嗣
重
配
v

（
実
は
忠
真
の
弟
）
を
配
置
し
た
ほ
か
、
小
笠
原
忠
知
（
忠
真
の
弟
・
重
直
の
実
兄
）
を
新
し
く
譜
代
大
名
に
取
立
て
て

【
叫
】

豊
後
杵
築
に
新
封
し
た
。
小
笠
原
氏
は
徳
川
譜
代
の
な
か
で
は
信
州
系
譜
代
に
属
し
、
「
領
国
型
」
の
大
名
で
、
こ
れ
ま
で
下
総
古
河
を
子
は

じ
め
に
、
信
濃
飯
田
↓
同
松
本
↓
播
磨
明
石
と
い
う
よ
う
に
、
絶
え
ず
そ
の
と
き
ど
き
の
徳
川
権
力
の
最
前
線
に
配
置
さ
れ
て
き
た
。
今
回
の

豊
前
配
置
も
、
幕
府
の
そ
う
し
た
戦
略
・
戦
術
の
一
環
と
し
て
、
か
つ
細
川
氏
と
の
族
縁
・
友
好
関
係
（
忠
利
の
妻
は
忠
真
の
妹
）
も
考
慮
さ

れ
た
う
え
、
「
豊
前
国
は
西
国
枢
要
の
地
な
る
が
ゆ
へ
」
、
一
族
「
と
も
に
鎮
護
す
ベ
色
」
使
命
を
担
つ
て
の
九
州
入
国
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

て
、
旧
細
川
領
は
小
倉
・
中
津
・
龍
王
・
杵
築
の
四
藩
に
細
分
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
譜
代
大
名
小
笠
原
一
族
が
集
中
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ

九
州
に
お
け
る
幕
落
領
主
支
配
の
特
質
同

ハ
藤
野
〉



九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
同

（
藤
野
）

四

っ
て
、
徳
川
氏
の
九
州
支
配
に
対
す
る
強
力
な
拠
点
が
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
二
年
後
の
寛
永
十
一
年
に
は
、
同
じ
旧
細
川
領
の
う
ち

豊
後
亀
川
に
丹
波
亀
山
か
ら
松
平
鳩
忠
昭
が
配
置
さ
れ
、
こ
こ
に
九
州
は
、
豊
前
か
ら
豊
後
に
か
け
て
一
挙
に
五
つ
の
譜
代
藩
領
が
形
成
さ
れ

る
に
至
っ
た
。

以
上
に
対
し
て
、
西
九
州
に
お
い
て
は
、
寛
永
十
五
年
の
島
原
の
乱
に
も
と
づ
く
松
倉
勝
家
（
肥
前
島
原
）
の
改
易
を
契
機
に
、
譜
代
大
名

の
進
出
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
あ
と
に
は
、
遠
江
浜
松
か
ら
高
力
忠
房
が
配
置
さ
れ
て
譜
代
島
原
藩
が
成
立
し
た
。
同
じ
く
島
原
の
乱
に
よ
っ

て
改
易
（
減
封
）
さ
れ
た
寺
沢
堅
高
（
肥
前
唐
津
）
の
旧
領
夫
草
に
は
、
暫
定
措
置
と
し
て
備
中
成
羽
か
ら
外
様
大
名
の
山
崎
家
治
が
配
置

（
肥
後
富
岡
）
さ
れ
た
が
、
三
年
後
の
寛
永
十
八
年
に
は
讃
岐
丸
亀
に
再
転
封
と
な
り
、
こ
れ
を
契
機
に
天
草
は
徳
川
氏
の
直
轄
領
に
編
入
さ

れ
目
。
さ
ら
に
正
保
四
年
の
寺
沢
氏
の
再
改
易
の
あ
と
、
旧
寺
沢
領
も
直
轄
領
と
な
り
、
備
中
松
山
城
主
水
谷
勝
隆
と
天
草
代
官
鈴
木
重
成
に

預
け
ら
れ
叫
が
、
二
年
後
の
慶
安
二
年
に
は
、
播
磨
明
石
か
ら
大
久
保
忠
職
が
配
置
さ
れ
て
譜
代
唐
津
藩
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

旧
族
外
様
大
名
が
割
拠
す
る
西
九
州
の
肥
前
に
お
い
て
も
、
直
轄
都
市
長
崎
を
狭
ん
で
二
つ
の
譜
代
藩
領
が
形
成
さ
れ
た
が
、
東
九
州
の
譜
代

諸
藩
と
西
九
州
の
譜
代
諸
藩
は
、
九
州
に
お
け
る
設
置
の
目
的
・
機
能
お
よ
び
そ
の
性
格
を
異
に
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
あ
と
で
述

べ
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
家
光
の
戦
略
・
戦
術
に
よ
っ
て
、
九
州
の
領
国
体
制
｜
大
名
配
置
は
、

し
く
細
川
熊
本
藩
が
成
立
し
た
ほ
か
、
東
・
西
九
州
に
小
倉
・
中
津
・
杵
築
・
高
松
・
島
原
・
唐
津
の
六
譜
代
藩
領
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
譜
代
藩
領
の
東
九
州
に
お
け
る
集
中
配
置
に
よ
っ
て
、
先
に
元
和
二
年
、
譜
代
大
名
の
石
川
忠
総
を
配
置
し
て
、
直
轄
領
を
譜
代
藩

領
に
切
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
豊
後
の
日
田
藩
は
、
譜
代
藩
領
と
し
て
の
存
在
意
義
を
少
な
く
し
、
寛
永
十
年
、
石
川
氏
が
下
総
佐

倉
に
転
封
に
な
っ
た
あ
と
は
、
再
び
大
名
預
所
と
な
り
、
中
津
城
主
小
笠
原
長
次
お
よ
び
杵
築
城
主
小
笠
原
忠
知
に
預
け
ら
れ
い
ゆ
し
か
る
に

寛
永
十
六
年
に
至
っ
て
、
日
田
に
永
山
布
政
所
が
設
置
さ
れ
、
代
官
小
川
藤
左
衛
門
正
長
・
同
九
左
衛
門
氏
行
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
的
。
こ
の
こ
と
は
、
天
領
日
田
の
事
実
上
の
成
立
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
寛
永
十
八
年
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
天
草
が

こ
れ
ま
で
に
な
く
大
き
く
変
容
し
、
中
九
州
に
新



直
轄
領
に
編
入
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
代
官
鈴
木
重
成
に
よ
る
支
配
が
開
始
さ
れ
た
。

天
領
天
平
も
日
田
と
同
じ
く
幕
府
の
代
官
支
配
地
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
寛
永
期
の
九
州
は
、
譜
代
藩
領
が
集
中
的
に
設
置
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
天
領
が
広
汎
に
成
立
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
徳
川
権
力
を
中
心
と
す
る
幕
藩
領
主
支
配
の
原
則
が
貫
徹
さ
れ
た
の
で
あ
る
c

な
お
、
こ
の
期
に
創
設
さ
れ
た
支
藩
に
、
鍋
島
氏
の
蓮
池
藩
と
細
川
氏
の
宇
土
藩
が
あ
る
。
前
者
は
鍋
島
勝
茂
の
五
男
直
澄
が
、
寛
永
十
六

年
、
勝
茂
か
ら
三
万
五
、
六
二
四
石
分
封
さ
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
い
Mv

（
の
ち
五
万
二
、
六
二
五
石
と
な
る
）
、
後
者
は
細
川
忠
興
の
四
男
立

孝
の
子
行
孝
が
、
正
保
三
年
、
二
代
藩
主
光
尚
か
ら
三
万
石
分
封
さ
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
も
に
内
分
支
柑
俗
で
あ
っ
た
た
め
本
藩
の

石
高
（
朱
印
高
）
に
は
変
化
な
く
、
佐
賀
藩
は
こ
こ
で
鹿
島
・
小
城
・
蓮
池
の
三
支
落
と
な
っ
た
。

家
光
の
戦
略
・
戦
術
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
徳
川
権
力
の
最
周
辺
部
に
位
置
す
る
九
州
か
ら
開
始
さ
れ
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
九
州
の
領
国
体

制
｜
大
名
配
置
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
大
き
く
変
容
し
た
が
、
そ
れ
は
家
光
の
西
国
に
対
す
る
戦
略
・
戦
術
の
一
環
を
な
す
も
の
で
、
同
じ
過

程
を
通
じ
て
、
中
国
・
四
国
に
お
い
て
も
、
大
名
改
易
・
転
封
策
が
強
行
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
因
伯
・
備
前
・
出
雲
・
石
見
お
よ
び
瀬

戸
内
に
面
す
る
北
四
国
の
領
国
体
制
｜
大
名
配
置
は
大
き
く
変
容
し
た
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
因
伯
・
備
前
を
除
い
た
他
の
諸
国
に
新
し

く
徳
川
一
門
・
譜
代
大
名
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
寛
永
十
二
年
か
ら
同
十
九
年
の
聞
に
、
第
一
期
に
成
立
し
た
「
御
三
家
」

に
つ
い
で
、
出
雲
の
松
江
松
平
・
讃
岐
の
高
松
松
平
・
伊
予
の
松
山
松
平
の
三
家
（
親
藩
）
が
成
立
し
、
さ
ら
に
翌
二
十
年
に
は
、
東
北
の
陸

奥
に
お
い
て
会
津
松
平
家
（
親
藩
）
が
成
立
し
た
。
こ
こ
に
徳
川
一
門
・
譜
代
大
名
の
配
置
は
、
全
体
と
し
て
家
光
時
代
に
至
り
全
国
に
拡
大

さ
れ
た
の
で
あ
弱
。
こ
の
こ
と
は
、
徳
川
権
力
を
中
心
と
す
る
幕
藩
領
主
支
配
の
原
則
が
、
こ
の
期
に
全
国
的
規
模
で
貫
徹
し
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
、
旧
豊
臣
領
国
体
制
が
最
終
的
に
解
体
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
豊
臣
政
権
が
戦
争
l
全
国
平

定
戦
の
敢
行
を
通
じ
て
、
わ
ず
か
八
年
で
豊
臣
権
力
を
中
心
と
す
る
領
国
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
徳
川
政
権
は
法
の
制

定
と
運
用
を
通
じ
て
、
覇
権
確
立
以
来
実
に
五

O
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
徳
川
権
力
を
中
心
と
す
る
領
国
体
制
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
徳
川
幕
藩
領
国
制
の
体
制
的
確
立
に
と
も
な
い
、
外
様
大
名
は
、
第
一
期
の
末
期
か
ら
寛
永
期
に
か
け
て
、

ほ
ぼ
定
着
を
完

九
州
に
お
け
る
幕
落
領
主
支
配
の
特
質
口

（
藤
野
）

一五



九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
口

（
藤
野
）

一六

了
し
、
そ
れ
ぞ
の
領
国
に
お
い
て
固
定
化
す
る
に
至
っ
た
。
九
州
に
お
い
て
も
、
第
一
期
に
定
着
し
た
旧
族
・
豊
臣
系
外
様
の
誇
大
名
に
つ
．
つ

い
て
、
外
様
転
封
大
名
も
、
第
一
期
の
末
期
か
ら
寛
永
期
に
か
け
て
、
筑
後
の
有
馬
（
久
留
米
）
・
立
花
〈
柳
河
〉
氏
、
肥
後
の
細
川
〈
熊
本
〉

氏
ら
が
定
着
し
た
。
と
同
時
に
、
小
笠
原
〈
小
倉
）
・
松
平
制
〈
杵
築
）
氏
ら
の
譜
代
大
名
も
こ
の
期
に
定
着
し
た
の
で
あ
M
r
譜
代
大
名
は
、

そ
の
特
殊
な
性
格
に
も
と
＊
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
そ
の
後
も
転
封
を
重
ね
て
ゆ
く
が
、
そ
う
し
た
な
か
で
、
東
九
州
の
譜
代
大
名
が
こ
の
期
に

定
着
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
外
様
大
名
（
多
く
は
辺
境
地
帯
〉
の
定
着
に
つ
ぐ
、
辺
境
地
帯
の
徳
川
一
門
・
譜
代
大
名

の
定
着
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
、
徳
川
幕
落
領
国
体
制
は
、
も
っ
と
も
遅
く
徳
川
権
力
が
浸
透
し
た
辺
境
地
帯
か
ら
、
逆
に
大
名
が
定
着
し

領
国
が
固
定
化
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
辺
境
地
帯
に
お
い
て
、
そ
の
後
転
封
を
重
ね
て
ゆ
く
譜
代
藩
は
特
定
の
譜
代
藩
に
限
ら

れ
て
ゆ
く
が
、
九
州
で
は
肥
前
の
島
原
・
唐
津
の
両
藩
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

家
光
の
戦
略
・
戦
術
は
、
さ
ら
に
こ
の
期
に
参
勤
交
代
を
制
度
化
し
、
鎖
国
体
制
を
完
成
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
た
。
覇
権
確
立
後
、
長
崎

を
直
轄
都
市
と
し
、
豪
商
の
長
崎
奉
行
・
代
官
任
命
や
糸
割
符
制
の
施
行
を
通
じ
て
、
外
国
貿
易
に
対
す
る
統
制
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
幕
府

《町
v

は
、
秀
忠
の
元
和
二
年
、
貿
易
港
を
平
戸
・
長
崎
の
ニ
港
に
制
限
し
て
、
西
国
大
名
の
外
国
貿
易
に
対
す
る
統
制
を
強
化
し
た
が
、
寛
永
八
年

に
は
糸
割
符
制
を
改
正
す
る
一
方
、
西
国
大
名
に
対
す
る
分
国
糸
の
配
分
額
を
決
定
し
め
u
r
幕
府
の
貿
易
統
制
下
に
従
属
さ
せ
た
。
家
光
は
、

【凪
M

寛
永
十
年
か
ら
同
十
六
年
の
聞
に
、
五
次
に
わ
た
る
鎖
国
令
を
発
布
・
制
定
し
て
、
日
本
船
の
海
外
渡
航
の
禁
止
、
キ
ロ
ス
ト
教
に
対
す
る
禁

圧
と
と
も
に
、
中
国
船
を
長
崎
に
集
中
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
を
全
面
的
に
禁
止
し
知
r

つ
い
で
同
十
八
年
に
は
、
平
戸
の
オ
ラ
シ
グ
商

館
を
長
崎
の
出
島
に
強
制
移
転
し
鳩
。
こ
う
し
て
、
貿
易
国
は
中
国
・
オ
ラ
シ
グ
の
二
国
の
み
と
な
り
、
貿
易
港
は
直
轄
都
市
長
崎
一
港
の
み

と
な
っ
て
、
完
全
に
幕
府
の
糸
割
符
制
下
に
従
属
し
、
こ
こ
に
鎖
国
体
制
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

鎖
国
体
制
の
完
成
に
よ
っ
て
、
幕
府
は
完
全
に
外
国
貿
易
を
統
制
・
掌
握
し
、
諸
大
名
に
絶
対
優
位
す
る
徳
川
権
力
の
基
礎
を
安
泰
に
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
根
強
い
在
地
領
主
制
の
う
え
に
戦
国
大
名
権
力
を
創
出
し
よ
う
と
し
て
い
た
西
国
の
諸
大
名
に

と
っ
て
、
こ
の
期
に
開
始
さ
れ
た
「
南
蛮
貿
易
」
は
、
戦
国
大
名
権
力
を
確
立
し
強
化
す
る
た
め
の
戦
術
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
競
っ
て
外
国



船
の
自
領
招
致
を
は
か
つ
鳩
が
、
統
一
政
権
の
も
と
で
近
世
大
名
に
推
転
し
た
の
ち
も
、
外
国
貿
易
に
よ
る
利
潤
は
、
大
名
権
力
を
強
化
し
藩

財
政
を
維
持
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
西
国
の
諸
大
名
は
、
朱
印
船
貿
易
を
展
開
し
、
あ
る
い
は
平
戸
・
長
崎

貿
易
や
自
領
で
の
中
国
貿
易
を
通
じ
て
利
潤
を
追
求
し
た
の
で
あ
れ
。
幕
府
の
貿
易
統
制
↓
鎖
国
体
制
の
完
成
は
、
こ
う
し
た
西
国
諸
大
名
の

個
別
貿
易
権
を
阻
止
し
、
外
国
貿
易
の
展
開
に
よ
る
大
名
権
力
の
「
独
自
性
」
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
が
、
前
述
し
た

西
国
の
諸
大
名
に
対
す
る
戦
略
・
戦
術
（
領
国
体
制
の
改
組
、
徳
川
一
門
・
譜
代
大
名
の
配
置
、
天
領
の
設
置
）
と
期
と
軌
を
一
に
し
て
断
行

さ
れ
た
こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

重
要
な
こ
と
は
、
外
国
貿
易
権
を
否
定
さ
れ
た
誇
大
名
が
、
徳
川
権
力
を
中
心
と
す
る
幕
落
体
制
と
い
う
社
会
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
な
か
で
、

み
ず
か
ら
の
藩
制
確
立
の
方
向
を
確
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
参
勤
交
代
の
制
度
化
に
と
も
な
う
財
政
支
出
に
対
応
し
て
、
諸
大
名

は
年
貢
米
・
特
産
品
の
大
量
販
売
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
た
め
、
幕
府
の
掌
握
す
る
中
央
市
場
（
大
阪
）
に
対
し
て
連
繋
・
依
存
を
強
化
し
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
幕
府
は
軍
役
（
1
参
勤
交
代
制
）
を
通
じ
て
諸
大
名
に
対
す
る
統
制
を
強
化
し
、
諸
大
名
は
幕
府
の
掌
握
す
る
中

央
市
場
を
媒
介
と
し
な
け
れ
ば
、
み
ず
か
ら
の
再
生
産
の
み
な
ら
ず
、
幕
府
に
対
す
る
軍
役
負
担
を
全
う
で
き
な
い
体
制
が
確
立
し
た
。
参
勤

交
代
の
制
度
化
と
鎖
国
体
制
の
完
成
は
、
大
名
の
改
易
・
転
封
を
中
心
と
す
る
家
康
以
来
の
幕
府
の
戦
略
・
戦
術
に
大
き
な
変
化
を
与
え
る
と

と
も
に
、
大
名
領
国
に
お
け
る
再
生
産
の
在
り
方
を
規
定
し
、
大
阪
市
場
を
中
心
と
す
る
圏
内
市
場
の
形
成
を
促
進
し
た
の
で
あ
る
。
辺
境
地

帯
に
お
け
る
諸
大
名
の
定
着
・
領
国
の
固
定
化
の
現
象
は
、
幕
府
の
こ
う
し
た
戦
略
・
戦
術
転
換
の
現
わ
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

（三）

承
応
J
延
宝
期

家
光
時
代
に
お
け
る
幕
府
の
戦
略
・
戦
術
の
転
換
は
、
家
光
の
死
を
契
機
に
さ
ら
に
顕
著
と
な
り
、

と
で
、
寛
永
期
の
老
中
を
中
心
に
一
門
・
元
老
に
よ
る
集
団
指
導
の
体
制
を
と
り
な
が
ら
、
体
制
整
備
の
段
階
で
内
在
し
た
矛
盾
の
解
決
に
取

組
み
、
次
々
に
制
度
の
改
正
を
実
施
し
て
い
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
文
治
政
治
の
展
開
が
こ
れ
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
組
織
の
改
正
を
お
こ
な
い
、

こ
こ
に
幕
政
は
幼
将
軍
四
代
家
綱
の
も

九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
同

（
藤
野
〉

一七
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八

老
中
・
若
年
寄
な
ど
幕
政
の
中
枢
部
に
お
け
る
職
掌
を
明
確
化
し
、
役
職
聞
の
階
層
秩
序
を
整
備
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
幕
政
に
お
け
る
文
治

政
治
の
展
開
が
、
新
し
い
役
人
層
の
組
織
化
と
機
構
の
整
備
を
必
要
と
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
こ
こ
で
幕
府
の
政
治
機
構
は
最
終
的
に
整
備
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

幕
政
に
お
け
る
文
治
政
治
の
展
開
は
、
ま
ず
末
期
養
子
制
の
緩
和
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。
大
名
改
易
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
た
族
制
的
理

由
が
緩
和
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
家
綱
時
代
は
、
初
期
三
代
の
将
軍
に
比
較
し
て
、
大
名
改
易
が
緩
和
さ
れ
、
改
易
件
数
に
お
い
て
著
し

く
減
少
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
も
変
化
が
み
ら
れ
、
五
万
石
以
下
の
小
大
名
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
に
至
つ

M
r
こ
の

点
、
豊
臣
系
外
様
の
有
力
大
名
を
中
心
に
改
易
し
た
初
期
三
代
の
統
制
方
式
と
大
き
く
相
違
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
旧
豊
臣
領
国
体
制
解
体

後
の
大
名
改
易
は
、
文
治
政
治
の
展
開
の
な
か
で
、
そ
の
件
数
・
内
容
に
お
い
て
大
き
く
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
当
代
に
は
大
名

領
に
お
け
る
無
主
空
白
地
が
少
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
大
名
転
封
も
著
し
く
減
少
し
、
こ
の
傾
向
は
と
く
に
外
様
大
名
の
転
封
に
お
い
て
顕

著
に
現
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
外
様
大
名
の
転
封
・
配
置
が
す
で
に
前
代
末
ま
で
に
完
了
し
、
か
れ
ら
の
定
着
に
と
も
な
う
領
国
の
固
定
化

行
政
的
転
封
の
ほ
か
、
改

が
、
当
代
に
至
っ
て
ま
す
ま
す
不
動
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
方
、
譜
代
大
名
は
幕
政
執
行
の
立
場
か
ら
、

易
や
交
換
に
よ
っ
て
引
き
つ
づ
き
転
封
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
た
前
代
に
比
較
す
る
と
著
し
く
減
少
し
、

と
く
に
辺
境
地
帯
に
お
け
る

特
定
譜
代
藩
に
対
す
る
転
封
は
、
こ
の
期
に
ま
す
ま
す
顕
著
と
な
り
、
全
体
と
し
て
譜
代
大
名
も
相
対
的
に
定
着
す
る
傾
向
を
示
し
、
そ
の
領

国
は
固
定
化
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
大
名
の
定
着
・
領
国
の
園
定
化
に
と
も
な
い
、
詩
大
名
の
領
域
・
石
高
が
一
定
し
、
全
国
郡
村
の
区
画
、
領
地
の
境
目
が
確
定
し

た
。
寛
文
四
年
に
お
け
る
「
寛
文
朱
印
状
」
の
諸
大
名
に
対
す
る
一
斉
交
付
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
応
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
豊
臣
政
権
の
も
と
で
成
立
し
た
大
名
領
国
は
、
徳
川
政
権
の
も
と
で
全
面
的
に
組
み
変
え
ら
れ
な
が
ら
整
備
・
確
立
し
、
大
名
は
朱
印
状

の
一
斉
交
付
を
う
け
て
、
領
国
・
支
配
単
位
に
完
全
に
幕
府
の
全
国
支
配
権
の
な
か
に
包
括
さ
れ
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
「
寛
文
朱
印
状
」

の
一
斉
交
付
は
、
幕
藩
体
制
の
確
立
を
画
す
る
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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以上の外Eコ江戸幕府直結領

以
上
の
よ
う
な
幕
政
の
転
換
に
と

も
な
う
領
国
体
制
の
新
し
い
動
向

は
、
九
州
に
お
い
て
も
顕
著
に
現
わ

れ
た
。
こ
の
期
に
外
様
大
名
で
転
封

さ
れ
た
も
の
は
一
件
も
な
く
、
改
易

さ
れ
た
大
名
は
日
根
野
吉
明
（
豊
後

府
内
）
・
高
力
高
長
（
肥
前
島
原
）

の
二
名
（
外
様
一
・
譜
代
一
）
に
と

ど
ま
っ
た
。
日
根
野
氏
の
改
易
の
あ

と
府
内
領
は
一
時
直
轄
領
と
な
り
、

臼
杵
城
主
稲
葉
信
通
に
預
け
ら
れ
た

《曲】が
、
万
治
元
年
、
高
松
か
ら
松
平
鳩

忠
昭
が
配
置
さ
れ
、
こ
こ
で
府
内
藩

も
譜
代
藩
領
と
な
っ
た
。
松
平
鳩
氏

は
、
す
で
に
寛
永
十
一
年
、
丹
波
亀

山
か
ら
豊
後
亀
川
に
入
部
し
、
そ
の

後
居
城
を
中
津
留
に
移
し
高
松
に
替

え
、
改
め
て
府
内
転
封
と
な
っ
た
も

の
で
、
い
わ
ゆ
る
一
圏
内
転
封
の
型

九
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二
O

着に
す属
るす
こる
とも
にの
なで
つあ
た自る。》。

し
か
も
松
平
鳩
氏
は
、
第
二
期
に
お
け
る
小
笠
原
（
小
倉
）
・
松
平
制
（
杵
築
）
氏
の
－
定
着
に
つ
づ
い
て
、
こ
こ
で
定

松
平
均
府
内
藩
の
成
立
・
定
着
に
よ
っ
て
、
大
友
氏
の
改
易
以
来
激
し
く
変
容
し
た
豊
後
も
大
名
配
置
を
完
了
し
、

い
わ
ゆ
る
豊
後
七
藩
が
成
立
・
定
着
し
て
、
そ
の
領
国
は
固
定
化
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
に
対
し
て
、
西
九
州
の
譜
代
藩
領
に
お
い
て
は
、
高
力
氏
の
改
易
の
あ
と
肥
前
島
原
に
は
、

一
房
が
配
置
さ
れ
た
が
、
唐
津
藩
に
お
い
て
は
延
宝
六
年
、
大
久
保
忠
朝
が
下
総
佐
倉
に
転
封
と
な
り
、
寛
文
九
年
、

丹
波
福
知
山
か
ら
松
平
糊
忠

代
つ
て
佐
倉
か
ら
松
平
鳩
乗
久
が
配
置

さ
れ
た
（
交
換
転
封
形
式
〉
。
重
要
な
こ
と
は
、
大
久
保
氏
の
佐
倉
転
封
が
老
中
就
任
に
と
も
な
う
行
政
的
転
封
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

大
久
保
氏
は
三
河
譜
代
の
名
門
で
、
そ
の
祖
忠
隣
は
、
秀
忠
の
側
近
と
し
て
老
職
（
老
中
）
に
就
任
し
、
本
多
正
信
と
と
も
に
慶
長
期
の
幕
政

に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
た
が
、
正
信
と
の
権
力
闘
争
に
破
れ
去
っ
た
の
ち
、
大
久
保
氏
の
勢
力
は
後
退
し
、
嫡
孫
忠
職
は
、
武
蔵
騎
西

か
ら
美
濃
加
納
を
へ
て
播
磨
明
石
に
転
封
さ
れ
、
さ
ら
に
第
二
期
の
末
期
、
明
石
か
ら
唐
津
に
左
遷
転
封
さ
れ
問
。
当
代
初
期
集
団
指
導
の
体

家
光
時
代
の
元
老
・
遺
老
が
こ
と
ご
と
く
幕
閣
を
去
る
な
か
で
、
酒
井
忠
清
に
よ
る
門
閥
大
老
政
治
が
成
立
し
、
そ

制
で
発
足
し
た
幕
閣
も
、
大
久
保
忠
朝
の
老
中
就
任
・
幕
閣
復
帰
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

東
九
州
の
豊
前
・
豊
後
に
、
譜
代
大
名
を
集
中
配
置
し
、
小
笠
原
一
族
を
そ
れ
に
あ
て
た
の
は
、
家
光
の
西
国
に
対
す
る
戦
略
・
戦
術
の
一

環
と
し
て
、
徳
川
氏
の
九
州
支
配
に
対
す
る
強
力
な
拠
点
を
築
く
た
め
で
あ
っ
た
。
と
く
に
小
倉
藩
は
、
九
州
の
外
様
諸
大
名
を
監
視
す
る
役

目
を
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
島
原
の
乱
後
、
西
九
州
の
肥
前
に
成
立
し
た
島
原
・
唐
津
の
両
譜
代
藩
は
、
直
轄
都
市
長
崎
の
響

園
・
見
廻
り
役
を
担
っ
て
い
た
も
の
で
、
寛
文
四
年
、
天
草
が
一
時
天
領
か
ら
譜
代
藩
領
に
切
替
え
ら
れ
、
三
河
田
原
か
ら
戸
田
忠
昌
が
富
岡

に
配
置
さ
れ
た
の
も
同
じ
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
東
西
九
州
の
譜
代
藩
に
お
い
て
、
東
九
州
に
お
い
て
は
大
名
が
定
着
し
た
の
に
対
し
、
西
九

州
に
お
い
て
転
封
が
継
続
さ
れ
る
理
由
は
、
東
西
九
州
に
お
け
る
譜
代
藩
の
こ
の
よ
う
な
設
置
の
目
的
・
機
能
の
相
違
に
由
来
す
る
も
の
で
、

事
実
、
戸
田
忠
昌
も
寛
文
十
一
年
寺
社
奉
行
の
就
任
に
と
も
な
い
、
そ
の
所
領
は
関
東
内
に
移
さ
れ
お
r
老
中
は
江
戸
定
府
を
原
則
と
し
、
家

光
は
幕
政
中
枢
機
構
の
整
備
と
と
も
に
、
老
中
・
若
年
寄
な
ど
の
所
領
を
江
戸
周
辺
に
集
中
し
た
た
む
「
幕
閣
に
就
任
す
る
た
め
に
は
関
東
に

の
プ
レ

l
y
と
し
て
、



入
部
（
行
政
的
転
封
）
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
天
草
は
戸
田
氏
の
関
東
転
封
後
、
再
び
天
領
に
切
替
え
ら
れ
、
唐
津
藩
の
所

領
は
、
松
平
相
乗
久
が
入
部
す
る
と
き
、
筑
前
恰
土
郡
の
所
領
一
万
石
が
上
知
と
な
っ
て
天
領
に
編
入
さ
れ
い
M
r

ま
た
、
第
二
期
の
外
様
大
名

領
の
分
知
に
よ
っ
て
旗
本
領
と
な
っ
た
日
向
妖
肥
藩
の
所
領
三
、

0
0
0石
（
伊
東
祐
野
、
の
ち
二
、

0
0
0石
は
天
領
と
な
る
〉
、
同
延
岡

藩
の
所
領
三
、

0
0
0石
（
有
馬
純
政
、
の
ち
天
領
と
な
る
）
、
豊
後
日
出
藩
の
所
領
五
、

0
0
0石
（
木
下
延
拘
ゾ
に
つ
い
で
、
こ
の
期
に

旗
本
領
に
な
っ
た
も
の
に
、
豊
後
森
藩
の
所
領
て
五

O
O石
（
久
留
島
通
貞
て

0
0
0石
、
開
通
週
五

O
o
m）
、
厳
肥
藩
の
所
領
三
、

《即日

0
0
0石
（
伊
東
祐
春
）
、
肥
前
福
江
藩
の
所
領
三
、

0
0
0石
（
五
島
盛
清
）
、
間
平
戸
藩
の
所
領
て
五

O
O石
（
松
浦
信
貞
）
な
ど
が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
幕
府
の
直
属
家
臣
団
強
化
の
一
環
を
な
す
も
の
で
、
右
の
う
ち
木
下
・
伊
東
（
祐
春
）
・
五
島
氏
ら
は
交
代
寄
合
旗
本
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
九
州
に
お
い
て
も
か
な
り
旗
本
領
が
存
在
し
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

な
お
、
こ
の
期
に
創
設
さ
れ
た
支
藩
に
、
有
馬
氏
の
松
崎
務
、
小
倉
小
笠
原
氏
の
小
倉
新
田
藩
（
千
束
藩
）
、
細
川
氏
の
熊
本
新
田
藩
（
高

瀬
藩
）
が
あ
る
。
松
崎
藩
は
、
有
馬
久
留
米
藩
の
二
代
藩
主
忠
頼
の
三
男
豊
祐
（
実
は
小
出
吉
重
次
男
）
が
、
寛
文
八
年
、
四
代
藩
主
頼
元
か

ら
一
万
石
分
封
さ
れ
て
成
立
し
、
小
倉
新
田
藩
は
、
小
笠
原
小
倉
落
の
初
代
藩
主
忠
真
の
四
男
真
方
が
、
寛
文
十
一
年
、
二
代
藩
主
忠
雄
か
ら

新
田
一
万
石
分
封
さ
れ
て
成
立
し
、
熊
本
新
田
藩
は
、
細
川
熊
本
藩
の
二
代
藩
主
光
尚
の
次
男
利
重
が
、
寛
文
六
年
、
三
代
藩
主
綱
利
か
ら
蔵

納
新
田
分
の
う
ち
三
万
五
、

0
0
0石
を
鹿
米
で
支
給
さ
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
丸
。
こ
の
う
ち
、
松
崎
藩
が
秋
月
落
と
同
じ
く
独
立
支
藩

で
、
他
は
内
分
支
藩
で
あ
り
、
熊
本
新
田
藩
は
江
戸
定
府
で
あ
っ
た
。
一
般
に
支
藩
の
創
設
は
、
外
様
大
名
の
場
合
は
第
一
期
・
二
期
か
ら
第

三
期
に
か
け
て
多
く
、
譜
代
大
名
の
場
合
は
第
三
期
か
ら
第
四
期
に
か
け
て
多
く
な
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
譜
代
大
名
の
定
着
が
外
様
大
名
の

定
着
よ
り
一
段
階
遅
れ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
同
時
に
、
当
代
に
お
け
る
大
名
改
易
・
転
封
の
減
少
に
と
も
な
う
領
国
の
固
定
化
に
よ
っ

て
、
新
田
開
発
が
盛
ん
に
推
進
さ
れ
た
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
。
第
三
期
か
ら
第
四
期
に
か
け
て
新
田
藩
が
多
数
成
立
す
る
ゆ
え
ん
は
そ
こ

に
あ
る
。
一
方
、
黒
田
氏
の
東
蓮
寺
藩
は
、
延
宝
三
年
城
地
名
の
変
更
に
よ
っ
て
直
方
落
と
な
っ
た
が
、
同
五
年
、
三
代
藩
主
長
寛
が
宗
家
の

三
代
藩
主
光
之
の
嫡
子
と
な
っ
た
た
め
、
所
領
は
宗
家
に
還
付
と
な
り
、
一
時
直
方
落
は
廃
藩
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
、
福
岡
藩
の
石
高
（
朱
印

九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
同

（
藤
野
〉



高
）
は
四
七
万
三
、

九
州
lζ 
お
ーけ
（る

δ重
石語
と主
な支
る8配
。の

特
質

口

（
藤
野
）

と
こ
ろ
で
、
前
代
に
お
け
る
参
勤
交
代
の
制
度
化
と
鎖
国
体
制
の
完
成
に
よ
っ
て
、
大
名
領
国
に
お
け
る
再
生
産
の
在
り
方
を
規
定
さ
れ
、

年
貢
米
・
特
産
品
の
大
量
販
売
を
通
じ
て
、
幕
府
の
掌
握
す
る
中
央
市
場
（
大
阪
）
に
対
す
る
連
繋
・
依
存
を
強
化
し
た
諸
大
名
は
、
当
代
に

お
け
る
大
名
定
着
に
と
も
な
う
領
国
の
固
定
化
の
な
か
で
、
右
に
み
る
H

運
動
法
則
H

に
対
し
て
、
い
か
に
対
応
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

九
州
に
お
い
て
は
、
豊
臣
政
権
以
来
転
封
を
免
か
れ
て
旧
領
に
定
着
し
た
旧
放
外
様
大
名
や
、
第
一
期
に
定
着
し
た
豊
臣
系
外
様
大
名
が
多

く
、
そ
の
意
味
で
も
っ
と
も
「
独
自
的
」
な
大
名
領
国
制
を
展
開
し
た
が
、
す
で
に
第
一
期
か
ら
第
二
期
に
か
け
て
、
城
下
町
の
建
設
を
積
極

的
に
推
進
し
、
ひ
と
し
く
大
名
検
地
を
実
施
し
て
、
検
地
帳
登
録
人
を
「
名
主
職
所
有
者
」
（
リ
初
期
本
百
姓
）
か
ら
、
か
れ
ら
に
隷
属
す
る

の
収
奪
体
制
を
確
立
す
討
一
方
、

へ
と
拡
大
し
て
（
1
小
農
民
の
自
立
）
、
剰
余
労
働
（
l
生
産
物
地
代
）

兵
農
分
離
を
推
進
し
、
家
臣
団
に
対
す
る
統
制
（
改
易
、
知
行
削
減
・
割
替
↓
分
散
化
）
を
強
化
し
て
、
知
行
制
（
日
地
方
知
行
）
の
残
存

に
よ
っ
て
招
来
さ
れ
た
重
層
的
土
地
所
有
を
否
定
し
、
あ
る
い
は
知
行
権
を
大
名
権
力
の
な
か
に
吸
収
し
、
み
ず
か
ら
の
直
轄
地
（
H
蔵
入
地
）

の
設
定
・
拡
大
を
通
じ
て
、
家
臣
団
に
絶
対
優
位
す
る
大
名
権
力
の
基
礎
を
確
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
制
の
基
礎
を
整
備
し
つ
つ
あ
っ
た
。

豊
臣
政
権
と
徳
川
政
権
の
違
い
は
、
前
者
が
政
権
の
中
枢
部
を
構
成
す
る
石
田
三
成
・
増
団
長
盛
ら
の
側
近
奉
行
衆
を
、
外
様
大
名
の
領
国

に
派
遣
し
て
、
大
規
模
な
検
地
（
H

太
閤
検
地
）
を
実
施
せ
し
め
た
の
に
対
し
、
後
者
は
伊
奈
忠
次
・
大
久
保
長
安
ら
の
側
近
に
検
地
（
H

徳

川
検
地
）
を
実
施
せ
し
め
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
か
れ
ら
は
代
官
顕
で
あ
り
、
そ
の
施
行
範
囲
は
直
轄
領
・
旗
本
領
な
い
し
徳
川
一
門
・
譜
代

大
名
の
所
領
に
限
ら
れ
て
い
る
点
に
あ
っ
か
vo

老
中
が
外
様
大
名
の
領
国
に
直
接
乗
り
込
ん
で
、
大
規
模
な
徳
川
検
地
を
実
施
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
あ
れ
問
。
こ
の
こ
と
は
、
両
政
権
の
外
様
大
名
に
対
す
る
戦
略
・
戦
術
の
相
違
と
と
も
に
、
両
政
権
の
成
立
時
点
に
お
け
る
在
地
領

主
制
解
体
の
在
り
方
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
例
え
ば
鹿
児
島
藩
の
慶
長
・
寛
永
・
万
治
の
三
内
検
に
お
い
て
、
「
前
代

（冊》

之
御
検
地
甲
乙
就
有
之
、
此
節
可
相
改
」
、
あ
る
い
は
「
先
年
京
検
地
之
竿
依
不
揃
（
中
略
）
御
改
之
儀
に
hw」
と
い
う
表
現
が
示
す
よ
う
に
、

徳
川
政
権
下
の
外
様
大
名
の
検
地
は
、
太
閤
検
地
を
改
正
し
て
、
「
独
自
」
の
検
地
を
実
施
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
っ
た
。
豊
臣
政
権

「
ヘ
ヤ
住
」
農
民
（
l
分
付
百
姓
）



が
近
江
や
畿
内
先
進
地
帯
に
お
け
る
施
行
の
経
験
に
も
と
．
つ
い
て
、
武
力
を
背
景
に
後
進
地
帯
の
外
様
大
名
領
に
お
い
て
太
閤
検
地
を
強
行

し
、
そ
の
結
果
、
現
実
と
の
聞
に
ズ
レ
を
生
じ
た
の
に
対
し
、
徳
川
政
権
は
後
進
地
関
東
を
基
盤
と
し
て
発
足
し
、
現
実
対
応
の
検
地
方
針
の

も
と
、
直
轄
領
お
よ
び
徳
川
系
誇
大
名
の
拡
大
と
と
も
に
、
そ
れ
を
全
国
的
規
模
に
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
徳
川
政
権
の
基

本
政
策
が
、
外
様
大
名
領
に
お
け
る
現
実
対
応
の
「
独
自
」
の
検
地
の
実
施
を
可
能
に
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
大
名
改
易
・
転

封
の
強
行
策
に
よ
る
兵
農
分
離
の
促
進
、
在
地
領
主
制
の
解
体
に
よ
っ
て
、
豊
臣
政
権
段
階
に
お
け
る
戦
略
・
戦
術
と
し
て
の
検
地
の
も
つ
意

義
は
次
第
に
止
揚
さ
れ
、
徳
川
政
権
下
の
検
地
は
、
徳
川
検
地
に
せ
よ
大
名
検
地
に
せ
よ
、
一
般
的
に
は
次
第
に
経
済
・
農
民
政
策
と
し
て
の

意
味
を
も
つ
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
貢
租
・
夫
役
負
担
者
確
保
の
た
め
の
本
百
姓
の
把
握
、
村
切
り
に
よ
る
近
世
村
落
の
形
成
、
給
人
知
行

地
の
割
替
と
制
限
、
蔵
入
地
の
設
定
・
拡
大
な
ど
、
総
じ
て
財
政
基
盤
の
整
備
と
貢
租
の
増
徴
に
、
検
地
の
主
目
的
が
お
か
れ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
検
地
主
体
の
相
違
に
よ
る
検
地
仕
法
や
施
行
細
則
の
相
違
は
、
も
は
や
本
質
的
問
題
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
第
一
期
か
ら
第
二
期
に
か
け
て
、
藩
制
の
基
礎
を
整
備
し
つ
つ
あ
っ
た
九
州
の
諸
大
名
も
、
前
述
し
た
幕
藩
体
制
の
H

運
動
法
則
H

が
全
国
的
規
模
に
お
い
て
貫
徹
さ
れ
る
な
か
で
、
そ
れ
に
対
応
す
る
形
で
藩
政
改
革
を
断
行
し
、
み
ず
か
ら
の
藩
制
を
確
立
し
て
い
っ
た
。
例

え
ば
、
外
国
貿
易
を
自
領
に
お
い
て
最
後
ま
で
展
開
し
た
平
戸
藩
は
、
鎖
国
体
制
の
完
成
（
オ
ラ
シ
グ
商
館
の
長
崎
移
転
）
に
よ
っ
て
、
外
国

貿
易
権
を
否
定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
外
国
貿
易
に
依
存
し
て
き
た
藩
財
政
は
、
こ
こ
で
大
き
く
変
化
し
、
藩
財
政
の
基
盤
を
生
産
物
地
代
に
求
め

る
た
め
の
一
連
の
政
策
を
断
行
す
る
に
至
っ
た
。
百
姓
経
営
数
の
維
持
・
増
大
、
経
営
安
定
性
の
維
持
・
確
保
を
主
目
標
と
し
た
正
保
四
年
の

《担》

統
一
的
農
民
法
令
の
発
布
、
お
よ
び
地
方
知
行
制
の
否
定
の
政
策
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
鎖
国
体
制
の
完
成
は
、
個
別
藩
制
に
体
制

的
変
容
を
招
来
し
、
幕
府
の
要
求
す
る
幕
藩
体
制
の
諸
原
則
を
藩
政
に
貫
徹
さ
せ
る
客
観
的
役
割
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
戸

藩
に
お
い
て
は
、
広
汎
に
存
在
し
た
給
人
知
行
地
を
、
こ
こ
で
一
挙
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
承
応
元
年
に
至
っ
て
向
う
四
年
間
に
わ
た

る
総
検
地
（
承
応
・
明
暦
検
地
）
を
実
施
し
、
極
度
の
打
ち
出
し
強
化
と
と
も
に
、
給
人
知
行
地
に
対
す
る
徹
底
し
た
把
握
を
お
こ
な
い
、
知

行
権
と
所
持
権
を
分
離
し
な
が
ら
、
所
持
権
を
作
人
（
1
給
知
百
姓
）

に
移
行
せ
し
め
、
「
田
畑
清
帳
」
に
登
録
し
て
、
年
貢
負
担
者
と
し
て

九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
同

（
藤
野
）



九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
同

（
藤
野
）

二
四

把
握
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
平
戸
藩
に
お
い
て
は
、
朱
印
高
六
万
三
、
ニ

O
O石
に
対
し
て
、
総
石
高
は
一

O
万
四
、
八
九
五
石
と
な

り
、
こ
こ
で
い
わ
ゆ
る
平
戸
藩
一

O
万
石
体
制
が
確
立
す
h
♂
領
国
が
固
定
し
た
近
世
大
名
は
、
鎖
国
を
契
機
に
幕
府
の
掌
握
す
る
中
央
市
場

に
連
繋
・
依
存
し
て
い
く
な
か
で
、
再
生
産
確
保
の
条
件
を
財
政
基
盤
の
整
備
・
拡
大
（
生
産
物
地
代
原
則
の
確
立
・
強
化
、
新
田
開
発
の
推

進
）
と
貢
租
の
増
徴
に
求
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
よ

譜
代
小
倉
藩
の
小
笠
原
氏
は
、
数
回
に
わ
た
る
加
増
転
封
の
過
程
で
、
そ
の
都
度
家
臣
団
を
増
強
し
、
小
倉
に
入
部
し
た
が
、
小
倉
入
部
後

は
、
細
川
時
代
の
手
永
制
度
を
踏
襲
し
て
藩
の
地
方
支
配
を
固
め
る
一
方
、
細
川
検
地
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
土
地
を
「
本
田
」
と
し
て
位
置

づ
け
な
が
ら
、
新
た
に
検
地
を
実
施
し
て
隠
田
を
摘
発
し
、
あ
る
い
は
開
作
地
を
「
新
田
」
と
し
て
把
え
、
こ
う
し
て
、
小
倉
藩
の
財
政
基
盤

も
著
し
く
拡
大
さ
れ
、
寛
文
四
年
に
は
、
朱
印
高
一
五
万
石
に
対
し
て
、
総
石
高
は
二
二
万
石
に
達
す
る
に
至
つ
幻
「
一
方
、
財
政
基
盤
の
拡

大
に
対
応
し
て
、
万
治
元
年
「
四
ツ
高
」
の
法
を
施
行
し
、
貢
租
徴
集
方
式
を
整
備
し
た
が
、
延
宝
六
年
に
は
、
地
方
知
行
制
を
蔵
米
支
給

《時
v

（H
俸
禄
制
）
に
切
替
え
る
藩
政
改
革
を
断
行
し
、
地
方
知
行
制
か
ら
必
然
化
さ
れ
る
地
代
収
取
を
め
ぐ
る
家
臣
団
と
の
競
合
的
配
分
関
係
を

否
定
し
て
、
領
内
年
貢
米
に
対
す
る
藩
権
力
の
一
元
的
な
掌
握
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
立
花
氏
の
再
入
部
に
よ
っ
て
成
立
し
た
再
興

柳
河
藩
に
お
い
て
は
、
前
領
主
田
中
氏
の
牢
人
を
排
除
し
な
が
ら
、
立
花
氏
の
一
門
・
譜
代
の
旧
家
臣
団
を
中
心
に
藩
権
力
を
強
化
す
る
一

方
、
盛
ん
に
新
田
開
発
を
推
進
し
、
新
田
村
落
の
形
成
と
並
行
し
て
大
庄
匡
以
下
の
地
方
支
配
機
構
を
整
備
し
た
が
、
再
興
柳
河
藩
に
お
い
て

も
、
天
和
元
年
に
至
っ
て
、
地
方
知
行
制
を
俸
禄
制
に
切
替
え
る
藩
政
改
革
を
断
行
し
、
領
内
年
貢
米
に
対
す
る
藩
権
力
の
一
元
的
な
掌
撞
を

実
現
し
一
問
。
な
お
、
こ
の
前
後
、
福
岡
藩
で
は
延
宝
元
年
、
家
臣
団
の
知
行
地
に
対
す
る
「
銘
々
支
配
」
を
廃
止
し
て
、
蔵
入
地
と
同
じ
く

コ
ニ
ツ
五
分
挫
」
と
ほ
、
熊
本
藩
で
も
、
同
八
年
、
知
行
制
の
改
革
を
断
行
し
て
「
三
十
右
手
取
制
」
を
実
施
し
、
そ
れ
以
上
は
す
べ
て
蔵
米

支
給
に
切
替
え
一
問
。
ま
た
、
前
述
し
た
平
戸
藩
は
、
貞
享
四
年
に
至
っ
て
、
新
田
一
給
人
知
行
と
寺
社
知
行
を
除
く
、
す
べ
て
の
給
人
知
行
地
を

《開｝

蔵
米
知
行
に
切
替
え
る
こ
と
に
成
功
し
、
正
保
四
年
以
来
の
目
的
を
達
成
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
九
州
の
諸
大
名
が
領
国
の
固
定
化
の
な
か
で
、
再
生
産
確
保
の
条
件
を
、
領
国
に
お
け
る
財
政
基
盤
の
整
備
・
拡
大
と
貢



租
の
増
徴
に
求
め
な
が
ら
、
第
三
期
の
末
期
か
ら
第
四
期
の
初
期
に
か
け
て
、
知
行
制
を
改
革
し
、
あ
る
い
は
廃
止
し
て
俸
禄
制
に
切
替
え
た

の
は
、
参
勤
交
代
や
生
活
費
の
膨
脹
に
よ
る
支
出
増
の
傾
向
の
な
か
で
、
諸
大
名
の
中
央
市
場
（
大
阪
）
に
対
す
る
年
貢
米
・
特
産
品
の
販
売

量
が
増
大
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
た
め
、
藩
権
力
に
よ
る
年
貢
米
の
一
元
的
な
掌
握
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ

は
九
州
ば
か
り
で
な
く
、
全
国
諸
藩
の
基
本
的
動
向
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
幕
藩
体
制
の
H

運
動
法
則
H

の
全
国
的
規
模

に
お
け
る
貫
徹
の
現
わ
れ
に
ほ
か
な
ら
ず
、
徳
川
権
力
を
中
心
と
す
る
幕
藩
体
制
下
の
諸
大
名
は
、
次
第
に
地
域
的
特
質
や
個
別
大
名
権
力
の

差
を
稀
薄
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
制
を
整
備
・
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
期
に
お
け
る
幕
府
の
戦
略
・
戦
術
の
転
換
は
、
領
主
相
互

間
の
主
要
矛
盾
を
著
し
く
解
消
し
、
誇
大
名
は
幕
府
の
軍
役
規
定
に
も
と
づ
く
常
備
兵
力
を
維
持
し
た
ま
ま
の

H

武
装
平
和
M

の
な
か
で
、
ひ

と
し
く
農
民
支
配
（
H
基
本
矛
盾
）
を
基
軸
と
し
た
藩
政
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
検
地
の
性
格
変
化
は
、
こ
の
こ
と
の
具
体
的
な

現
わ
れ
で
あ
っ
た
。

（四）

天
和

t亨
保
期

家
綱
の
承
応

t
延
宝
期
、
相
対
的
に
定
着
・
固
定
化
の
傾
向
を
示
し
た
徳
川
幕
藩
領
国
体
制
は
、
五
代
将
軍
綱
吉
の
登
場
と
同
時
に
再
び
流

動
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
綱
吉
は
、
徳
川
氏
は
じ
め
て
の
養
子
将
軍
で
あ
る
だ
け
に
、
将
軍
権
力
を
強
化
し
み
ず
か
ら
の
専
制
体
制
を

確
立
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
門
閥
大
老
の
酒
井
忠
清
が
排
除
さ
れ
、
代
っ
て
新
参
譜
代
の
堀
田
正
俊
の
大
老
就
任
が
決
定
す

る
。
し
か
し
綱
吉
は
、
ひ
と
た
び
将
軍
専
制
体
制
が
確
立
さ
れ
る
と
、
幕
閣
の
人
事
を
固
定
し
、
新
た
な
政
治
形
態
を
採
用
し
た
。
い
わ
ゆ
る

（別｝

側
用
人
政
治
が
こ
れ
で
あ
り
、
そ
の
も
と
で
元
禄
期
の
幕
政
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
綱
吉
の
天
和
・
貞
享
l
元
禄
期
に
お
い
て
、

徳
川
幕
藩
領
国
体
制
は
ど
の
よ
う
に
変
動
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

綱
官
の
大
名
改
易
の
特
色
は
、
徳
川
一
門
・
譜
代
大
名
を
中
心
に
推
進
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
改
易
件
数
は
、
歴
代
将
軍
の
徳
川
系

諸
大
名
に
対
す
る
改
易
件
数
に
お
い
て
最
高
の
ピ

l
グ
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
綱
吉
の
将
軍
権
力
の
強
化
方
式
が
、
こ
れ
ら
徳
川
系

九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
口

（藤野）

二
五



九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
伺

（
藤
野
）

ニムハ

諸
大
名
の
統
制
を
通
じ
て
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
外
様
大
名

心
と
す
る
初
期
三
代
の
大
名
改
易
と
現
象
面
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
実
質
的
な
意
味
・
内
容
に
お
い
て
大
き
く
相
違
す
る
。

改
易
の
傾
向
を
反
映
し
て
、
綱
吉
時
代
の
大
名
転
封
は
、
こ
れ
ま
た
譜
代
大
名
を
中
心
に
推
進
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
り
、

第
三
期
に
相
対
的
定
着
期
を
迎
え
た
譜
代
大
名
は
、
こ
の
期
に
再
び
盛
ん
に
転
封
さ
れ
、
こ
こ
で
譜
代
大
名
の
配
置
関
係
は
み
た
び
大
き
く
変

化
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
範
囲
は
関
東
（
と
く
に
江
戸
周
辺
）
を
中
心
に
、
東
海

l
東
山
・
畿
内
と
そ
の
周
辺
・
東
北
南
部
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
徳
川
系
大
名
の
配
置
地
域
を
主
と
し
た
た
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
徳
川
幕
藩
領
国
体
制
が
全
国
的
規
模
に
お
い
て
変
動
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
僅
か
に
外
様
大
名
に
対
す
る
改
易
・
転
封
に
よ
っ
て
、
飛
騨
一
国
が
天
領
と
な
っ
た
ほ
か
、
中
国
の
美
作
に
お
い
て
津
山
松
平

（

m） 

家
が
成
立
し
、
九
州
の
日
向
に
新
し
く
譜
代
大
名
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
し
か
も
外
様
大
名
の
転
封
は
、
こ
の
あ

（即）

と
幕
末
ま
で
四
例
を
残
す
の
み
で
、
こ
の
期
を
最
後
に
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
た
。
ま
た
譜
代
大
名
も
激
し
い
転
封
の
の
ち
定
析
が
進
行
し
、
こ
の

（
と
く
に
豊
臣
系
外
様
大
名
）
を
中

こ
の
よ
う
な
大
名

こ
う
し
て
、

期
の
末
期
ま
で
に
、
全
譜
代
大
名
の
五
分
の
二
が
定
着
を
完
了
す
る
。

六
代
将
軍
家
官
一
、

七
代
将
軍
家
継
の
宝
永
後
期
・
正
徳
期
は
、
間
部
詮
一
房
一
・
新
井
白
石
ら
の
側
近
に
よ
る
将
軍
専
制
体
制
の
理
念
化
の
も
と

大
名
改
易
の
減
少
傾
向
は
こ
の
期
に
決
定
的
と
な
る
。
と
同
時
に
、
譜
代
大
名
の
転
封
も
交
換
転
封
形
式
が

で
文
治
政
治
が
展
開
さ
れ
る
が
、

こ
の
傾
向
は
幕
末
ま
で
継
続
さ
れ
る
。

り
、
大
名
改
易
の
減
少
に
と
も
な
う
無
主
空
白
地
の
減
少
が
、
こ
の
傾
向
に
拍
車
を
か
け
た
。

す
特
定
譜
代
藩
に
限
定
さ
れ
て
ゆ
き
、
そ
の
う
え
に
、
八
代
将
軍
吉
宗
の
享
保
期
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

主
流
と
な
り
、

こ
の
こ
と
は
、

譜
代
大
名
の
定
着
が
一
方
に
お
い
て
進
行
し
た
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ

」
う
し
て
、
譜
代
大
名
の
転
封
地
は
、
ま
す
ま

吉
宗
は
将
軍
就
任
と
同
時
に
、
間
部
詮
一
房
一
・
新
井
白
石
ら
の
側
用
人
を
幕
政
か
ら
排
除
し
、
譜
代
老
中
を
優
遇
し
な
が
ら
、
将
軍
専
制
体
制

の
確
立
に
つ
と
め
、
し
か
る
の
ち
、
み
づ
か
ら
の
親
政
（
将
軍
親
政
）
に
よ
る
独
裁
専
制
体
制
を
確
立
し
て
、
い
わ
ゆ
る
享
保
改
革
を
断
行

（出）

し
た
。
し
か
し
、
改
革
の
主
目
標
と
な
っ
た
年
貢
増
徴
策
は
、
大
名
改
易
に
よ
る
幕
領
（
天
領
）
の
拡
大
と
い
う
方
向
を
と
ら
ず
、
徴
租
方
式

（山）

の
改
革
と
新
田
開
発
の
推
進
お
よ
び
商
業
的
農
業
の
奨
励
と
い
う
形
を
通
じ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
享
保
改
革
が
大
名
改
易
の
減



少
・
転
封
形
式
の
変
化
に
と
も
な
う
領
国
の
固
定
化
と
い
う
時
代
の
基
本
的
趨
勢
の
枠
組
み
の
な
か
で
断
行
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
逆
に
享
保
期
は
改
革
と
は
う
ら
は
ら
に
、
右
に
み
る
基
本
的
趨
勢
が
決
定
的
と
な
り
、
譜
代
大
名
の
定
着
は
こ
の
期
に
本
格
化
す
る
。
こ

（国｝

う
し
て
、
享
保
段
階
ま
で
に
譜
代
大
名
の
大
半
が
定
着
を
完
了
し
、
そ
の
領
国
は
固
定
化
す
る
に
至
っ
た
。
重
要
な
こ
と
は
、
幕
閣
の
就
退
任

に
と
も
な
う
行
政
的
転
封
が
激
減
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
老
中
が
江
戸
周
辺
の
譜
代
藩
領
に
集
中
配
置
さ
れ
る
と
と
も
少
な
く
な
っ

た
。
譜
代
大
名
の
定
着
に
と
も
な
う
領
国
の
固
定
化
現
象
は
、
関
東
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
九
州
は
こ
の
期
に
ど
の
よ

う
な
動
き
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
期
に
改
易
さ
れ
た
大
名
は
有
馬
豊
祐
（
筑
後
松
崎
・
久
留
米
支
藩
）
・
小
笠

（珊）

の
み
で
、
有
馬
氏
の
所
領
は
宗
家
（
久
留
米
藩
）
に
還
付
と
な
り
（
廃
藩
）
、
小
笠
原

（叩）

氏
は
四
万
石
没
収
さ
れ
て
畏
胤
の
弟
長
円
に
四
万
石
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
小
笠
原
氏
が
減
封
に
と
ど
ま
り
中
津
領
を
保
持
し
え
た
の

天
和
二
年
、
播
磨
姫
路
か
ら
松
平
酬
直
矩
が

ま
ず
、
綱
吉
の
天
和
・
貞
享

t
元
禄
期
か
ら
考
察
し
よ
う
。

原
長
胤
（
豊
前
中
津
〉
の
二
名
（
外
様
一
・
譜
代
一
）

は
、
小
笠
原
氏
の
九
州
支
配
に
対
す
る
幕
府
の
特
別
措
置
よ
り
で
た
も
の
で
あ
る
。
転
封
で
は
、

天
領
日
田
に
配
置
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
綱
吉
が
裁
判
親
裁
・
賞
罰
厳
明
の
方
針
の
も
と
、
将
軍
専
制
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
お
こ
な
っ
た

徳
川
一
門
に
対
す
る
改
易
の
－
環
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、
直
矩
は
い
わ
ゆ
る
H

越
後
騒
動
M

に
連
坐
し
た
罪
に
よ
り
、
姫
路
一
五
万
石
か

（醐）

ら
日
田
七
万
石
に
減
転
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
で
天
領
日
田
は
一
時
徳
川
一
門
の
所
領
と
な
っ
た
が
、
四
年
後
の
貞
享
三
年
に
は
、
直
矩

一四）

の
出
羽
山
形
へ
の
転
封
に
よ
っ
て
、
再
び
天
領
に
戻
り
、
以
降
代
官
な
い
し
郡
代
の
支
配
地
と
な
っ
て
幕
末
に
至
っ
た
。
つ
い
で
元
禄
四
年
に

は
、
唐
津
藩
の
松
平
相
乗
邑
が
志
摩
鳥
羽
藩
の
土
井
利
益
と
交
換
転
封
と
な
り
、
土
井
唐
津
藩
が
成
立
し
た
。
土
井
氏
の
祖
利
勝
は
初
期
三
代

の
将
軍
に
仕
え
大
老
と
な
っ
た
幕
府
の
重
臣
で
、
下
総
古
河
を
所
領
と
し
て
い
た
が
、
利
久
の
と
き
一
且
改
易
と
な
り
、
一
族
の
利
益
が
利
勝

の
功
に
よ
っ
て
、
新
た
に
七
万
石
の
譜
代
大
名
に
取
立
て
ら
れ
、
天
和
元
年
、
堀
田
正
俊
の
大
老
就
任
に
と
も
な
う
古
河
配
置
に
よ
っ
て
、
前

（川｝

記
鳥
羽
藩
に
左
運
転
封
と
な
り
、
い
ま
ま
た
唐
津
藩
に
転
封
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
同
じ
く
元
禄
四
年
に
は
、
外
様
大
名
の
有
馬
清
純
（
日

向
延
岡
）
が
政
事
の
不
行
届
を
と
わ
れ
て
越
後
糸
魚
川
に
転
封
と
な
り
、
そ
の
あ
と
に
は
翌
五
年
、
下
野
壬
生
か
ら
三
浦
明
敬
が
配
置
さ
れ
た

九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
同

（
藤
野
）

七



九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
口

（
藤
野
〉

二
八

ハ
こ
の
と
き
城
地
名
が
県
か
ら
延
岡
と
な
る
）
。
こ
れ
は
日
向
に
お
け
る
譜
代
大
名
の
最
初
の
進
出
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

立
に
よ
っ
て
、
豊
前
か
ら
北
日
向
ま
で
の
東
九
州
の
沿
岸
地
帯
は
、
日
出
・
臼
杵
・
佐
伯
の
三
藩
を
除
い
て
、
す
べ
て
譜
代
藩
領
と
な
っ
た
。

（山）

幕
府
は
有
馬
氏
の
糸
魚
川
転
封
に
際
し
て
、
富
高
・
宮
崎
・
穂
北
な
ど
の
旧
延
岡
領
の
一
部
を
天
領
に
編
入
し
た
。
そ
の
た
め
、
新
し
く
成
立

し
た
三
浦
延
岡
藩
の
所
領
は
二
万
七
、

0
0
0石
の
減
領
と
な
っ
た
が
、
こ
の
と
き
成
立
し
た
天
領
は
日
向
天
領
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
前
述
し
た
中
津
小
笠
原
氏
が
改
易
に
な
っ
た
と
き
、
上
知
分
四
万
石
も
天
領
に
編
入
さ
れ
た
（
元
禄
十
一
年
）
0

譜
代
延
岡
藩
の
成

こ
う
し
て
、
九

（山）

州
の
天
領
は
、
元
禄
期
に
至
っ
て
、
日
向
・
豊
前
に
お
い
て
著
し
く
拡
大
さ
れ
て
最
大
の
所
領
規
模
を
も
っ
に
至
り
（
一

O
万
石
以
上
、
但
し

西
九
州
の
天
領
を
除
く
て
こ
れ
を
支
配
・
統
轄
す
る
日
田
代
官
は
、
全
国
有
数
の
支
配
領
域
を
も
つ
に
至
っ
た
。
な
お
、
こ
の
期
に
旗
本
領

（

山

）

（

出

）

と
な
っ
た
も
の
に
、
日
向
高
鍋
藩
の
所
領
三
、

0
0
0石
（
秋
月
種
封
）
、
同
佐
土
原
藩
の
所
領
三
、

0
0
0石
（
島
津
久
寿
）
、
豊
前
中
津
藩

（出）

の
所
領
五
、

0
0
0石
（
但
し
新
田
小
笠
原
長
宥
）
、
肥
前
大
村
落
の
所
領
三
、

0
0
0石
（
大
村
純
庸
、
但
し
大
村
家
相
続
に
つ
き
所
領
宗

（国）

家
に
還
付
）
な
ど
が
あ
っ
た
。
幕
府
の
直
属
家
臣
団
の
強
化
方
式
は
、
こ
の
期
も
九
州
ま
で
波
及
し
、
譜
代
大
名
ば
か
り
で
な
く
、
外
様
大
名

（山）

の
一
門
・
一
族
の
旗
本
化
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
右
の
う
ち
秋
月
・
小
笠
原
・
大
村
氏
ら
が
交
代
寄
合
旗
本
と
な
っ
た
。

一
方
、
こ
の
期
に
創
設
さ
れ
た
支
藩
に
、
黒
田
氏
の
直
方
藩
と
松
浦
氏
の
平
戸
新
田
藩
が
あ
る
。
直
方
藩
は
、
延
宝
五
年
、
三
代
藩
主
長
寛

の
宗
家
相
続
（
福
岡
藩
の
四
代
藩
主
綱
政
）
に
よ
っ
て
廃
藩
と
な
っ
た
も
の
を
、
あ
ら
た
め
て
弟
の
長
滑
に
新
田
五
万
右
分
封
し
て
再
成
立
さ

せ
た
も
の
で
あ
り
、
平
戸
新
田
藩
は
、
松
浦
平
戸
藩
の
五
代
藩
主
棟
の
弟
昌
が
、
元
禄
二
年
、
棟
か
ら
新
田
一
万
石
分
封
さ
れ
て
成
立
し
た
も

（国）

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
再
興
直
方
藩
は
、
長
清
の
子
長
好
が
こ
れ
ま
た
宗
家
を
相
続
（
六
代
藩
主
継
高
）
し
、
所
領
を
還
付
し
た
た
め
（
享
保

（山）

五
年
）
、
再
び
廃
藩
と
な
り
、
そ
の
後
再
興
さ
れ
る
こ
と
な
く
幕
末
に
至
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
期
の
九
州
の
動
向
は
、
綱
吉
の
新
し
い
戦
術
を
反
映
し
て
、
改
易
さ
れ
た
徳
川
一
門
の
転
封
（
減
転
）
の
場
と
な
り
、

あ
る
い
は
譜
代
大
名
を
中
心
に
改
易
・
転
封
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
新
し
く
譜
代
延
岡
藩
が
成
立
し
た
ほ
か
、
日
向
・
豊
前
に
天

領
が
拡
大
さ
れ
た
。
し
か
し
、
全
体
的
に
み
る
と
領
国
体
制
の
変
動
は
少
な
く
、
と
く
に
外
様
大
名
の
転
封
は
、
有
馬
氏
の
転
封
を
最
後
に
あ



（国）

と
一
例
残
す
の
み
と
な
っ
た
。
ま
た
支
藩
の
創
設
も
こ
の
期
を
最
後
に
消
滅
し
、
旗
本
領
の
設
置
に
よ
る
大
名
石
高
（
朱
印
高
）
の
変
動
に
も

一
応
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
九
州
に
お
い
て
は
、
大
名
の
定
着
に
と
も
な
う
領
国
の
固
定
化
は
、
ほ
ぼ
元
禄
段
階
に
終
了
し
た
の
で
あ
る
。
あ

と
は
島
原
・
唐
津
の
両
譜
代
藩
（
西
九
州
）
と
中
津
・
延
岡
藩
の
両
譜
代
藩
（
東
九
州
〉
に
お
い
て
大
名
領
主
が
交
代
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
（山）

な
お
、
前
述
し
た
平
戸
藩
の
五
代
藩
主
棟
が
、
襲
封
後
二
年
に
し
て
（
元
禄
四
年
）
幕
府
の
寺
社
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
は
山
内
豊
明
（
土
佐
中
村
・
高
知
支
藩
）
・
加
藤
明
英
（
下
野
壬
生
）
ら
の
若
年
寄
就
任
と
と
も
に
、
綱
吉
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
た
外

（

問

）

（

悶

）

様
大
名
幕
政
登
用
の
一
環
を
な
す
も
の
で
、
こ
の
こ
と
は
、
外
様
大
名
の
首
位
前
田
氏
（
加
賀
金
沢
）
に
対
す
る
優
遇
措
置
と
相
ま
っ
て
、
領

主
間
矛
盾
が
解
消
さ
れ
、
徳
川
氏
を
基
軸
と
す
る
譜
代
・
外
様
の
権
力
構
成
が
よ
う
や
く
変
化
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

内

さ
て
、
家
宣
・
家
継
時
代
の
九
州
は
、
正
徳
二
年
の
本
多
忠
良
（
三
河
刈
谷
）
・
松
平
河
献
信
祝
（
下
総
古
河
）
・
牧
野
成
央
（
三
河
吉
田
〉

大

・
三
浦
明
敏
（
日
向
延
岡
）
の
四
者
間
交
換
転
封
（
本
多
氏
↓
古
河
・
松
平
氏
↓
吉
田
・
牧
野
氏
↓
延
岡
・
三
浦
氏
↓
刈
谷
）
の
一
環
と
し
て
、

（凶）

延
岡
に
は
、
三
浦
氏
に
代
っ
て
三
河
吉
田
か
ら
牧
野
成
夫
が
配
置
さ
れ
た
。
四
者
間
交
換
転
封
は
、
交
換
転
封
形
式
で
は
も
っ
と
も
規
模
の
大

き
い
も
の
で
、
こ
の
期
の
主
流
転
封
形
式
は
、
こ
う
し
た
形
で
九
州
の
新
立
の
譜
代
藩
に
波
及
し
、
牧
野
延
岡
藩
の
成
立
と
な
っ
た
。
牧
野
氏

は
、
祖
父
成
貞
が
綱
吉
の
側
近
と
し
て
拾
頭
し
、
側
用
人
と
な
っ
て
元
禄
初
年
に
権
勢
を
ふ
る
っ
た
が
、
こ
の
間
数
回
の
加
増
を
え
て
七
万

三、

0
0
0石
の
譜
代
大
名
と
な
っ
た
。
致
仕
後
側
用
人
の
実
権
は
柳
沢
吉
保
に
移
っ
た
が
、
子
の
成
春
の
と
き
下
総
関
宿
か
ら
三
河
吉
田
に

移
さ
れ
（
こ
の
と
き
加
増
あ
、
っ
て
八
万
石
て
さ
ら
に
将
軍
の
代
替
わ
り
（
綱
吉
↓
家
宣
）
に
よ
る
間
部
詮
房
ら
の
新
た
な
側
用
人
の
拾
頭
に

（国）

よ
っ
て
、
こ
の
期
に
延
岡
に
左
遷
転
封
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
牧
野
氏
は
八
万
石
の
譜
代
大
名
と
し
て
延
岡
に
入
部
し
た
た
め
、
三

浦
時
代
の
延
岡
藩
の
所
領
で
は
五
万
七
、

0
0
0石
が
不
足
し
、
そ
の
分
は
日
向
（
宮
崎
・
児
湯
両
郡
の
う
ち
）
お
よ
び
豊
後
（
大
分
・
国
東

（国）

・
速
見
三
郡
の
う
ち
）
の
各
天
領
か
ら
編
入
さ
れ
た
。
新
立
の
九
州
の
譜
代
藩
の
所
領
も
、
領
国
の
固
定
佑
の
な
か
で
、
関
東
｜
東
海
・
畿
内

地
方
の
譜
代
藩
の
所
領
と
同
じ
く
著
し
く
分
散
知
行
化
（
非
領
国
型
）
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
、
初
期
定
着
の
外
様
大
名
の
一
円
的
所
領

と
対
照
的
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
、
豊
後
と
そ
れ
に
近
接
す
る
豊
前
の
南
部
は
、
八
藩
の
所
領
の
ほ
か
、
他
藩
の
所
領

（
領
国
型
）
九
州
に
お
け
る
務
総
領
主
支
配
の
特
質
口

（
藤
野
）

ニ
九



九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
白

（
藤
野
）

。

（
飛
地
）
・
天
領
・
旗
本
領
が
複
雑
に
入
組
む
ま
さ
に
H

犬
牙
錯
綜
H

の
状
態
を
呈
す
る
に
至
っ
た
。
「
五
畿
内
同
前
」
の
体
制
は
、
徳
川
政
権

下
に
お
い
て
仕
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
長
円
の
子
）
が
再
び
改
易
と
な
り
、
今
回
は
世

嗣
断
絶
と
い
う
こ
と
で
、
弟
長
興
に
名
跡
を
継
が
せ
て
播
磨
安
志
に
減
転
し
た
。
こ
う
し
て
、
寛
永
九
年
以
来
の
小
笠
原
一
族
に
よ
る
豊
前
支

配
（
小
倉
・
中
津
）
は
、
そ
の
一
角
が
崩
壊
し
、
代
っ
て
享
保
二
年
、
丹
後
宮
津
か
ら
奥
平
昌
成
が
配
置
さ
れ
た
。
奥
平
氏
は
国
衆
出
身
の
三

河
譜
代
で
、
そ
の
祖
信
昌
は
、
長
篠
の
戦
の
功
績
に
よ
っ
て
、
家
康
か
ら
長
女
亀
姫
を
妻
に
与
え
ら
れ
、
嫡
子
家
昌
は
関
ケ
原
の
役
後
、
信
昌

之
は
別
個
に
下
野
宇
都
宮
に
て
新
封
さ
れ
、
そ
の
後
下
総
古
河
↓
宇
都
宮
↓
出
羽
山
形
↓
宇
都
宮
↓
丹
後
宮
津
と
転
封
を
重
ね
た
家
柄
で
あ

（即）

っ
た
。
吉
宗
は
門
間
譜
代
尊
重
の
精
神
か
ら
、
小
笠
原
氏
に
代
わ
る
中
津
城
主
に
、
小
笠
原
氏
と
同
じ
「
領
国
型
」
の
、
か
つ
徳
川
「
家
中
」

（国）

意
識
の
よ
り
濃
厚
な
奥
平
氏
を
起
用
し
て
、
一
万
石
加
増
し
た
の
で
あ
る
。
中
津
小
笠
原
氏
の
改
易
を
最
後
に
、
九
州
に
お
い
て
は
こ
の
期
に

大
名
改
易
が
消
滅
し
、
奥
平
氏
の
入
部
に
よ
っ
て
、
譜
代
中
津
藩
も
大
名
領
主
が
定
着
し
た
。
つ
い
で
九
代
将
軍
家
重
の
延
享
四
年
（
吉
宗
の

さ
ら
に
吉
宗
の
享
保
期
に
入
る
と
、
先
に
改
易
（
減
封
）
さ
れ
た
中
津
小
笠
原
氏
の
長
邑

大
御
所
時
代
）
、
牧
野
貞
通
（
日
向
延
岡
）
・
井
上
正
経
（
常
陸
笠
間
）
・
内
藤
政
樹
（
陸
奥
磐
城
平
）
の
三
者
間
文
換
転
封
（
牧
野
氏
↓
笠
間

（国）

・
井
上
氏
↓
磐
城
平
・
内
藤
氏
↓
延
岡
）
の
一
環
と
し
て
、
延
岡
に
は
、
牧
野
氏
に
代
わ
っ
て
陸
奥
磐
城
平
か
ら
内
藤
政
樹
が
配
置
さ
れ
た
。

内
藤
氏
も
三
河
譜
代
で
、
第
三
期
ま
で
に
七
家
の
大
名
家
に
拡
大
し
た
が

（
の
ち
改
易
に
よ
っ
て
六
家
と
な
る
）
、

そ
の
う
ち
政
樹
家
は
本
家

に
属
し
、
そ
の
祖
家
長
の
子
政
長
の
と
き
、
元
和
八
年
、
陸
奥
磐
城
平
に
配
置
さ
れ
て
よ
り
、
実
に
一
二
五
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
磐
城
平
に

定
着
し
た
譜
代
大
名
と
し
て
は
転
封
の
少
な
い
珍
ら
し
い
大
名
で
、
こ
の
期
に
転
封
を
う
け
、
同
じ
辺
境
の
譜
代
延
岡
藩
に
入
部
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
内
藤
氏
の
入
部
に
よ
っ
て
、
延
岡
藩
も
大
名
領
主
が
定
着
し
、
こ
う
し
て
九
州
に
お
い
て
も
、
享
保
l
延
享
期
ま
で
に
、
東
九
州

の
二
つ
の
譜
代
藩
に
お
い
て
大
名
領
主
が
定
着
し
、
そ
の
後
転
封
を
重
ね
る
の
は
、
西
九
州
の
島
原
・
唐
津
の
両
譜
代
藩
の
み
と
な
っ
た
。

な
お
、
奥
平
中
津
藩
は
一

O
万
石
の
大
名
と
な
っ
た
た
め
、
小
笠
原
時
代
の
中
津
領
と
の
聞
に
六
万
石
の
誤
差
が
生
じ
た
が
、
こ
の
不
足
分

｛別）

の
各
天
領
か
ら
編
入
さ
れ
た
。
譜
代
中
津

は
、
豊
前
お
よ
び
筑
前
（
恰
土
郡
の
う
ち
て
さ
ら
に
備
後

（
安
那
・
神
石
・
鬼
怒
三
郡
の
う
ち
）



藩
の
所
領
は
、

九
州
ば
か
り
で
な
く
中
国
の
備
後
に
も
飛
地
を
も
っ
広
域
分
散
知
行
の
形
態
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
内
藤
延
岡
藩
は

七
万
石
の
大
名
と
な
っ
た
た
め
、
牧
野
時
代
の
延
岡
領
か
ら
一
万
石
縮
小
し
た
形
で
成
立
し
た
が
、
そ
の
所
領
形
態
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な

く
、
一
万
石
分
は
日
向
日
杵
郡
ハ
延
岡
藩
の
城
地
・
城
領
）
の
う
ち
に
て
新
田
高
と
し
て
、
拝
領
高
（
朱
印
高
）
か
ら
差
引
か
れ
た
の
で

（問）

あ
る
。

切

展

望
H
幕
末
に
至
る
動
向

戦
国
期
に
お
け
る
領
主
制
の
運
動
法
則
の
発
展
方
向
に
お
い
て
、
上
位
者
優
位
の
原
則
を
確
立
し
、
封
建
的
土
地
所
有
の
編
成
原
理
を
上
か

ら
下
へ
の
「
御
恩
」
を
基
軸
に
構
成
し
な
が
ら
、
領
主
支
配
の
体
制
を
H

幕
府
と
藩
H

と
い
う
形
で
実
現
し
た
近
世
の
統
一
権
力
は
、
検
地
と

兵
農
分
離
を
戦
略
・
戦
術
と
し
て
、
在
地
領
主
制
を
解
体
す
る
一
方
、
領
主
武
士
層
の
階
級
結
集
を
完
了
し
（
幕
藩
領
主
の
家
臣
団
に
編
成
）
、

集
中
軍
事
力
を
創
出
し
て
、
封
建
的
小
農
民
に
対
す
る
剰
余
労
働
（
H

生
産
物
地
代
）
の
収
奪
体
制
（
H

基
本
矛
盾
）
を
確
立
し
た
。
し
か

し
、
最
初
の
統
一
権
力
で
あ
る
豊
臣
政
権
段
階
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
徳
川
初
期
政
権
の
段
階
に
お
い
て
も
、
戦
国
期
領
主
制
の
運
動
法
則
に

終
止
符
を
打
つ
こ
と
に
よ
っ
て
必
然
化
し
た
領
主
間
矛
盾
（
H

主
要
矛
盾
）
を
内
包
し
、
豊
臣
政
権
は
戦
争
と
軍
役
動
員
｜
全
国
平
定
戦
の
敢

行
・
朝
鮮
出
兵
ー
を
通
じ
て
、
そ
の
矛
盾
を
解
決
し
よ
う
と
し
、
徳
川
初
期
政
権
は
諸
大
名
に
対
す
る
改
易
・
転
封
を
中
心
に
、
法
制
定
と
制

度
運
用
を
通
じ
て
、
そ
の
矛
盾
を
解
消
し
よ
う
と
し
た
。
徳
川
氏
を
中
心
と
す
る
幕
藩
領
主
支
配
の
諸
原
則
貫
徹
が
、
豊
臣
政
権
に
比
較
し

て
、
よ
り
長
期
に
わ
た
り
、
よ
り
徹
底
し
た
理
由
は
そ
こ
に
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
、
徳
川
政
権
の
長
期
体
制
維
持
を
可
能
に
し
た
ゆ
え
ん

で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
領
主
相
互
間
の
主
要
矛
盾
は
、
い
わ
ゆ
る
H
元
和
優
武
H

以
来
、
大
名
領
国
の
戦
略
体
制
の
否
定
（
一
国
一
城
令
の
発
布
）
に
は

じ
ま
り
、
徳
川
権
力
確
立
の
第
二
段
階
に
お
け
る
戦
略
・
戦
術
の
転
換
（
軍
役
体
系
の
整
備
と
そ
の
意
味
・
内
容
の
変
化
↓
参
勤
交
代
の
制
度

化
・
鎖
国
体
制
の
完
成
）
に
よ
っ
て
著
し
く
解
消
し
、
幕
藩
体
制
は
検
地
の
性
格
変
化
に
具
体
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
基
本
矛
盾
を
基
軸
と

九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
同

（
藤
野
）



九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
同

（
藤
野
）

す
る
封
建
国
家
に
推
転
し
、
大
名
領
国
も
ま
た
、
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
農
民
支
配
を
基
軸
と
す
る
藩
制
を
整
備
・
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

豊
臣
政
権
段
階
に
お
い
て
、
政
権
の
一
つ
の
基
盤
を
提
供
し
た
九
州
は
、
徳
川
政
権
の
段
階
に
な
る
と
、
そ
の
最
周
辺
部
に
位
置
す
る
こ
と

に
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
徳
川
氏
に
よ
る
幕
藩
領
主
支
配
諸
原
則
の
貫
徹
の
た
め
の
戦
略
・
戦
術
の
浸
透
は
、
も
っ
と
も
遅
く
第
二
段
階
に
お

こ
な
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
九
州
に
お
け
る
旧
豊
臣
領
国
体
制
が
最
終
的
に
解
体
す
る
一
方
、
東
西
九
州
に
譜
代
大
名
が
集
中
配
置
さ
れ
、

徳
川
氏
の
直
轄
領
（
天
領
）
が
広
汎
に
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
徳
川
氏
の
西
国
に
対
す
る
戦
略
・
戦
術
の
一
環
と
し
て
お

こ
な
わ
れ
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
徳
川
幕
藩
領
国
制
は
体
制
確
立
を
完
了
し
、
前
述
し
た
戦
略
・
戦
術
の
転
換
を
結
果
し
た
の
で
あ
る
。
旧
領
定

着
や
初
期
定
着
の
外
様
大
名
の
多
い
九
州
は
、
徳
川
権
力
浸
透
の
段
階
に
比
例
し
て
、
も
っ
と
も
「
独
自
的
」
な
大
名
領
国
制
を
展
開
し
た

が
、
第
二
段
階
に
お
け
る
戦
略
・
戦
術
の
浸
透
、
お
よ
び
そ
れ
の
転
換
の
過
程
で
、
幕
落
体
制
の
諸
原
則
に
対
応
す
る
藩
制
確
立
の
方
向
を
確

定
し
、
大
名
領
国
再
生
産
の
条
件
を
財
政
基
盤
の
拡
大
と
貢
租
の
増
徴
に
求
め
な
が
ら
、
中
央
市
場
に
対
す
る
連
繋
・
依
存
を
強
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
領
国
経
済
を
維
持
・
再
生
産
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
体
制
確
立
を
完
了
し
た
徳
川
幕
藩
領
国
制
は
、
第
二
段
階
に
お
け
る
戦
略
・
戦
術
の
転
換
に
よ
っ
て
、
逆
に
も
っ
と
も
遅
く
徳

川
権
力
が
浸
透
し
た
辺
境
地
帯
か
ら
大
名
が
定
着
し
領
国
が
固
定
化
し
は
じ
め
、
九
州
に
お
い
て
も
、
第
一
段
階
に
お
け
る
外
様
大
名
の
定
着

に
つ
づ
い
て
、
譜
代
大
名
も
第
二
段
階
か
ら
第
三
段
階
に
か
け
て
定
着
し
は
じ
め
た
。
こ
う
し
て
大
名
の
定
着
に
と
も
な
に
ノ
領
国
の
固
定
化
の

な
か
で
、
諸
大
名
は
全
国
的
規
模
に
お
い
て
貫
徹
し
た
幕
藩
体
制
の

H
運
動
法
則
H

に
対
応
し
な
が
ら
、
初
期
藩
政
改
革
（
知
行
制
の
改
革
・

俸
禄
制
へ
の
切
替
）
を
断
行
し
、
領
内
年
貢
米
に
対
す
る
一
元
的
掌
揮
を
実
現
し
た
が
、
大
名
領
国
が
よ
り
純
粋
に
農
民
支
配
を
基
軸
と
す
る

藩
制
に
推
転
し
、
全
国
経
済
の
な
か
に
自
己
を
位
置
づ
け
る
の
は
、
こ
の
過
程
に
お
い
て
で
あ
り
、
九
州
の
諸
大
名
も
例
外
で
は
あ
り
え
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
幕
落
体
制
下
の
諸
大
名
は
、
次
第
に
地
域
的
特
質
や
個
別
大
名
権
力
の
差
を
稀
薄
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
制
を
整
備
・

確
立
し
て
い
っ
た
が
、
第
四
段
階
に
お
け
る
外
様
大
名
の
幕
政
登
用
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す
具
体
的
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
と
同
時

に
、
徳
川
氏
は
こ
こ
で
徳
川
系
諸
大
名
を
中
心
と
す
る
改
易
・
転
封
へ
と
戦
術
転
換
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
譜
代
大
名
の
配
置
関
係



は
大
き
く
変
化
す
る
が
、
こ
れ
を
最
後
に
、
大
名
の
改
易
と
転
封
は
激
減
し
、
譜
代
大
名
の
転
封
は
特
定
の
譜
代
藩
に
限
定
さ
れ
て
い
く
こ
と

と
な
る
。
徳
川
氏
の
最
初
の
大
規
模
な
幕
政
改
革
（
享
保
改
革
）
は
、
こ
う
し
た
時
代
の
基
本
的
趨
勢
（
徳
川
氏
に
よ
る
封
建
的
土
地
所
有
編

成
原
理
の
弛
緩
）
の
枠
組
み
の
な
か
で
断
行
さ
れ
て
も
、
そ
の
枠
組
み
を
取
除
く
方
向
を
見
出
し
え
ず
、
「
幕
府
体
制
」
内
の
改
革
に
と
ど
ま
っ

た
た
め
、
右
に
み
る
基
本
的
趨
勢
は
、
こ
の
期
に
決
定
的
と
な
り
、
譜
代
大
名
の
定
着
も
い
っ
そ
う
本
格
化
す
る
。
九
州
に
お
い
て
も
、
こ
の

期
に
大
名
改
易
・
支
藩
の
創
設
が
消
滅
し
、
新
立
の
譜
代
延
岡
藩
を
含
め
て
、
東
九
州
の
譜
代
藩
は
最
終
的
に
定
着
を
完
了
し
、
そ
の
後
転
封

を
重
ね
る
の
は
、
西
九
州
の
島
原
・
唐
津
の
両
譜
代
藩
の
み
と
な
っ
た
。
東
西
九
州
に
お
け
る
譜
代
藩
の
設
置
の
目
的
・
機
能
お
よ
び
性
格
の

相
違
が
、
こ
こ
で
具
体
化
し
た
の
で
あ
る
。

改
易
・
転
封
は
、
初
期
に
内
在
し
た
領
主
相
互
間
の
主
要
矛
盾
を
解
消
し
、
穂
川
氏
を
中
心
と
す
る
幕
藩
領
主
支
配
の
諸
原
則
を
浸
透
・
貫

徹
す
る
た
め
の
戦
略
・
戦
術
に
と
ど
ま
ら
ず
、
上
位
者
優
位
の
原
則
確
立
の
も
と
、
上
か
ら
下
へ
の
「
御
恩
」
を
基
軸
に
構
成
さ
れ
た
幕
落
体

制
そ
の
も
の
の
封
建
的
土
地
所
有
に
お
け
る
編
成
原
理
を
貫
徹
・
純
化
す
る
た
め
の
横
粁
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
改
易
・
転

封
の
減
少
は
、
こ
う
し
た
封
建
的
土
地
所
有
に
お
け
る
編
成
原
理
そ
の
も
の
の
弛
緩
・
変
化
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
徳
川
氏
に
よ
る
改
易
・

転
封
が
減
少
・
変
佑
す
る
な
か
で
、
ま
ず
徳
川
系
譜
大
名
に
適
応
範
囲
を
縮
小
し
、
つ
い
で
そ
れ
を
も
除
外
し
な
が
ら
（
完
全
に
な
く
な
っ
た

わ
け
で
は
な
い
が
て
徳
川
氏
の
幕
政
改
革
が
「
幕
府
体
制
」
内
の
改
革
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
は
、
改
革
の
成
果
（
幕
領
に
お
け
る
年
貢
量
の
増

加
↓
財
政
再
建
の
成
功
）
と
は
う
ら
は
ら
に
、
封
建
的
土
地
所
有
に
お
け
る
編
成
原
理
そ
の
も
の
を
顕
著
に
弛
緩
・
変
化
せ
し
め
（
誇
大
名
の

定
着
・
固
定
化
の
全
面
開
始
）
、
そ
こ
か
ら
、
「
殿
様
は
当
分
之
御
国
主
」
と
い
う
体
制
確
立
期
に
お
け
る
諸
大
名
の
封
建
的
土
地
所
有
に
対
す

（出）

る
思
想
の
変
革
が
生
ま
れ
る
。

こ
う
し
て
、
幕
藩
体
制
下
の
上
位
者
優
位
の
原
則
は
、
誇
大
名
に
対
す
る
徳
川
氏
の
絶
対
優
位
を
示
し
た
政
治
権
力
行
使
（
改
易
・
転
封

｛国）

権
）
の
後
退
の
な
か
で
一
定
度
の
変
化
を
示
し
、
誇
大
名
は
全
面
開
始
さ
れ
た
領
国
へ
の
定
着
・
固
定
佑
の
う
え
に
、
次
第
に
「
独
自
的
」
な

藩
政
を
展
開
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
全
国
経
済
の
な
か
に
自
己
を
位
置
づ
け
た
段
階
か
ら
財
政
窮
之
を
き
た
し
た
諸
大
名
は
、
基
本

九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
同

ハ
藤
野
〉



九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
口

（
藤
野
）

四

矛
盾
の
顕
在
化
（
小
農
民
経
営
に
お
け
る
剰
余
部
分
の
成
立
↓
寄
生
地
主
制
の
生
成
・
発
展
）
に
対
応
し
な
が
ら
、
徳
川
氏
に
よ
っ
て
克
服
さ

れ
た
個
別
藩
の
経
済
主
体
（
非
独
自
的
な
大
名
領
国
の
再
生
産
構
造
）
を
回
復
す
る
た
め
の
領
国
単
位
の
藩
政
改
革
を
断
行
す
る
。
い
わ
ゆ
る

一
八
世
紀
の
藩
政
改
革
が
こ
れ
で
あ
る
。
九
州
に
お
い
て
も
、
す
で
に
正
徳
・
享
保
段
階
に
、
久
留
米
・
佐
賀
・
大
村
な
ど
の
外
様
諸
藩
の
ほ

（凶）

か
に
、
新
立
の
譜
代
奥
平
中
津
藩
に
お
い
て
も
藩
政
改
革
が
断
行
さ
れ
た
が
、
一
八
世
紀
の
九
州
に
お
け
る
藩
政
改
革
で
、
も
っ
と
も
ス
ケ
l

（国）

ル
が
大
き
く
、
か
つ
九
州
の
諸
藩
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
熊
本
藩
の
宝
暦
改
革
で
あ
り
、
明
和
に
は
じ
ま
り
安
永
・
天
明
期
に
か
け
（国）

て
お
こ
な
わ
れ
た
佐
賀
藩
の
藩
政
改
革
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
の
改
革
の
基
調
は
「
御
有
米
だ
け
を
以
、
万
御
遺
方
被
相
済
」

（即）

と
い
う
年
貢
米
を
中
心
と
す
る
財
政
構
造
の
再
建
で
あ
り
、
「
大
坂
御
廻
米
被
相
止
、
於
御
国
許
御
売
被
成
」
と
い
う
思
想
の
も
と
に
、
「
御
国

（国）

中
之
潤
」
を
助
成
し
、
六
府
方
を
設
置
し
て
、
国
産
品
の
育
成
・
使
用
を
奨
励
し
た
こ
と
は
、
明
ら
か
に
個
別
藩
に
お
け
る
経
済
主
体
の
回
復

（帥）

（
中
央
市
場
か
ら
の
一
定
度
の
離
脱
）
を
図
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
佐
賀
藩
に
み
ら
れ
る
殖
産
興
業
政
策
は
、
一
八
世
紀
に
お
け
る

藩
政
改
革
の
基
調
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
幕
府
経
済
に
対
す
る
藩
経
済
の
「
自
立
化
」
の
基
盤
は
、
こ
う
し
て
形
成
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
全
国
市

場
に
お
け
る
幕
府
と
藩
の
対
抗
関
係
が
発
生
す
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
徳
川
氏
の
改
易
・
転
封
の
遂
行
の
過
程
で
必
然
化
し
た
大
名
領
国

形
態
の
構
造
的
相
違
（
領
国
型
・
非
領
国
型
）
が
藩
政
改
革
の
成
果
（
殖
産
興
業
政
策
の
展
開
に
よ
る
領
内
産
業
統
制
）
に
大
き
な
違
い
を
与

え
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
領
内
産
業
統
制
を
可
能
な
ら
し
め
る
初
期
定
着
領
国
型
の
外
様
大
名
の
多
い
西
国
諸
藩
に
お
け
る
改
革
の
成

功
（
↓
雄
藩
の
拾
頭
）
が
導
き
出
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
一
八
世
紀
の
藩
政
改
革
を
止
揚
し
た
一
九
世
紀
の
藩
政
改
革
の
過
程
で
具
体
化

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
幕
府
は
こ
う
し
た
諸
藩
に
お
け
る
藩
政
改
革
の
展
開
と
並
行
し
て
、
行
政
的
転
封
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
特
定
の
譜
代
藩
に
お

け
る
転
封
を
推
進
し
て
い
っ
た
。
寛
延
二
年
、
西
九
州
の
島
原
藩
に
お
い
て
は
、
松
平
糟
忠
抵
が
下
野
宇
都
宮
に
転
封
と
な
り
、
代
わ
っ
て
宇

都
宮
か
ら
戸
田
忠
霊
が
配
置
さ
れ
た
（
交
換
転
封
形
式
）
。
忠
抵
の
転
封
は
、
父
忠
刻
の
急
死
に
よ
る
若
年
相
続
に
よ
っ
て
、
長
崎
の
警
固
・
見

（同）

廻
り
役
を
受
け
も
つ
島
原
藩
主
の
任
に
た
え
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
代
わ
り
に
宇
都
宮
の
戸
田
氏
が
選
ば
れ
た
の
は
、



寺
社
奉
行
・
京
都
所
司
代
・
老
中
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
た
戸
田
氏
の
家
柄
が
重
視
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
曽
祖
父
の
忠
昌
は
、

肥
後
天
草
の
富
岡
藩
主
の
経
験
を
も
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
二
五
年
後
の
安
永
三
年
、
再
び
両
者
は
交
換
転
封
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
旧
領
に
復

帰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
回
の
再
交
換
転
封
は
、
戸
田
氏
に
比
較
し
て
、
松
平
氏
の
島
原
藩
に
お
け
る
過
去
四
代
に
わ
た
る
治
績
が
評
価
さ

れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
以
上
に
対
し
て
、
唐
津
藩
に
お
い
て
は
、
宝
暦
十
二
年
、
松
平
糊
康
福
（
下
総
古
河
）
・
土
井
利
皇
（
肥
前
唐
津
）
・
水

野
忠
任
（
三
河
岡
崎
）
の
三
者
間
交
換
転
封
（
松
平
氏
↓
岡
崎
・
土
井
氏
↓
古
河
・
水
野
氏
↓
唐
津
）
の
一
環
と
し
て
、
唐
津
に
は
、
土
井
氏

（凶）

に
代
わ
っ
て
三
河
岡
崎
か
ら
水
野
忠
任
が
配
置
さ
れ
た
。
こ
の
交
換
転
封
は
、
宝
暦
一

O
年
、
十
代
将
軍
に
就
任
し
た
家
治
の
信
任
を
え
て
登

場
し
た
田
沼
意
次
の
側
用
人
政
治
を
強
化
す
る
た
め
の
、
す
ぐ
れ
て
政
治
的
措
置
に
よ
る
転
封
で
あ
り
、
松
平
樹
氏
は
大
阪
城
代
か
ら
西
丸
老
（出）

中
、
さ
ら
に
翌
十
三
年
の
本
丸
老
中
へ
の
昇
進
を
予
定
し
て
の
転
封
で
あ
り
、
土
井
氏
は
寺
社
奉
行
就
任
の
伏
線
と
し
て
の
転
封
で
占
め
っ
た
。

水
野
代
は
六
代
・
一
一
七
年
に
わ
た
る
岡
崎
藩
の
統
治
に
終
止
符
を
打
っ
て
、
唐
津
に
左
遷
転
封
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

こ
う
し
て
、

（凶）

あ
る
。水
野
氏
は
、
そ
の
祖
忠
政
の
女
が
家
康
の
生
母
で
あ
る
と
い
う
徳
川
氏
の
外
戚
と
し
て
の
家
柄
を
も
ち
、
第
一
期
以
降
五
家
の
大
名
家
に
拡

大
し
た
が
（
う
ち
一
家
は
紀
伊
徳
川
家
の
付
家
老
）
、
そ
の
う
ち
、
唐
津
に
転
封
と
な
っ
た
忠
元
家
で
は
忠
元
・
忠
之
が
老
中
と
な
っ
て
い
る
。

忠
任
の
あ
と
忠
鼎
・
忠
光
は
藩
政
改
革
を
断
行
し
、
赤
字
財
政
の
再
建
を
は
か
っ
た
が
成
功
せ
ず
、
こ
う
し
た
な
か
で
忠
邦
が
水
野
唐
津
溶
の

（出）

四
代
藩
主
に
就
任
す
る
。
忠
邦
は
、
水
野
家
の
出
身
と
老
中
経
験
の
家
柄
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
、
老
中
就
仕
へ
の
野
心
を
抱
き
転
封

運
動
を
開
始
し
た
。
九
州
の
譜
代
唐
津
藩
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
限
り
老
中
就
任
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
忠
邦
は
、
文
化
十

四
年
、
奏
者
番
か
ら
寺
社
奉
行
に
昇
進
し
た
の
を
機
会
に
、
当
時
の
老
中
水
野
忠
成
（
駿
河
沼
津
）
に
と
り
入
っ
て
、
遠
江
浜
松
に
転
封
す
る

こ
と
に
成
功
し
、
そ
の
後
、
大
阪
城
代
・
京
都
所
司
代
を
へ
て
、
天
保
五
年
、
忠
成
に
代
わ
っ
て
待
望
の
老
中
に
就
任
し
、
幕
閣
の
主
導
権
を

（出）

掌
握
し
て
、
徳
川
氏
最
後
の
大
規
模
な
幕
政
改
革
（
天
保
改
革
）
を
断
行
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
唐
津
藩
は
、
島
原
藩
と
同
じ
く
直
轄
都
市
長
崎
の
警
固
・
見
廻
り
役
を
受
持
つ
譜
代
落
と
し
て
設
定
さ
れ
な
が
ら
、
政
権
の
交

九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
同

（
藤
野
〉

五



九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
口

ハ
藤
野
）

..1.・J、

代
に
と
も
な
う
左
遷
転
封
の
場
と
し
て
、
逆
に
ま
た
老
中
を
は
じ
め
と
す
る
幕
政
要
路
へ
の
就
任
の
ス
テ
ヲ
プ
の
落
と
し
て
の
位
置
を
占
め
て

い
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
東
九
州
の
譜
代
藩
と
の
相
違
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
、
同
じ
年
の
文
化
十
四
年
、
今
回
も
三
者
間
交

換
転
封
（
水
野
氏
H
唐
津

4
浜
松
・
井
上
氏
日
浜
松
↓
棚
倉
・
小
笠
原
氏
H
棚
倉

4
唐
津
〉
の
一
環
と
し
て
、
唐
津
に
は
、
水
野
氏
に
代
わ
っ

（国｝

て
陸
奥
棚
倉
か
ら
小
笠
原
長
昌
が
配
置
さ
れ
た
。
長
昌
は
、
か
つ
て
（
寛
永
九
年
）
豊
後
杵
築
に
て
新
封
さ
れ
た
忠
知
の
子
孫
で
、
そ
の
後
三

（叩）

河
吉
田
↓
武
蔵
岩
槻
↓
遠
江
掛
川
を
へ
て
陸
奥
棚
倉
に
転
封
さ
れ
、
再
度
の
九
州
入
部
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
小
笠
原
氏
の
唐
津
入
部
に
よ

（瑚）

っ
て
、
譜
代
唐
津
藩
も
大
名
領
主
が
定
着
し
、
こ
こ
で
九
州
は
全
大
名
の
転
封
を
完
了
す
る
。

忠
知
系
小
笠
原
氏
は
、
三
河
吉
田
時
代
、
寺
社
奉
行
・
京
都
所
苛
代
・
老
中
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
た
家
柄
で
あ
る
が
、
唐
津
入
部
後
、
五

（国）

代
目
の
長
国
の
養
子
と
な
っ
た
長
行
は
、
文
久
二
年
、
若
年
寄
を
へ
て
老
中
格
（
の
ち
老
中
〉
と
な
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
九
州
の
譜
代
藩
に

お
い
て
老
中
と
な
っ
た
最
初
に
し
て
最
後
の
た
だ
一
つ
の
例
で
あ
り
、
大
名
の
世
嗣
で
老
中
に
な
っ
た
珍
ら
し
い
ケ

l
ス
で
あ
っ
た
。
幕
府
は

開
国
以
降
、
幕
落
体
制
そ
の
も
の
の
統
治
原
理
を
大
き
く
修
正
さ
れ
た
な
か
で
、
西
南
雄
藩
を
中
心
と
す
る
尊
接

4
倒
幕
運
動
に
直
面
し
、
こ

｛

m
－
 

れ
ま
で
の
幕
政
の
基
本
原
理
や
慣
行
を
無
視
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
長
行
は
、
幕
府
の
長
州
征
伐
に
際
し
て
九
州
方

面
の
総
督
に
任
命
さ
れ
た
が
、
結
局
失
敗
し
老
中
罷
免
と
な
っ
一
問
。
九
州
に
お
け
る
譜
代
藩
か
ら
老
中
就
任
を
可
能
に
し
た
の
は
、

幕
末
の
複
雑
な
政
治
情
勢
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
の
具
体
的
検
討
は
、

改
革
に
対
す
る
綜
合
研
究
と
と
も
に
、
別
途
に
考
察
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た

一
八
・
九
世
紀
に
お
け
る
藩
政

結
び
に
か
え
て

幕
藩
体
制
を
総
体
的
に
把
握
し
、
そ
こ
で
の
基
本
矛
盾
と
主
要
矛
盾
の
在
り
方
と
変
化
に
注
目
し
な
が
ら
、
諸
地
方
の
地
域
的
特
質
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
は
、
近
世
の
統
一
権
力
が
、
み
ず
か
ら
の
権
力
確
立
の
各
段
階
に
応
じ
、
あ
る
い
は
地
域
に
よ
っ
て
、
そ
の
戦
略
・
戦
術
を

ど
の
よ
う
に
貫
徹
し
実
現
し
て
い
っ
た
か
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
近
世
大
名
（
藩
）
は
、

E
の
よ
う
に
創
出
・
配
置
さ
れ
（
織
豊
大
名
・
徳
川
系



諸
大
名
て
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
に
自
己
を
対
応
・
変
化
せ
し
め
な
が
ら
（
旧
族
大
名
↓
外
様
大
名
て
そ
れ
ぞ
れ
の
大
名
領
国
制
を
成
立
・
展

開
（
H
藩
制
の
確
立
）
せ
し
め
て
い
っ
た
か
。
さ
ら
に
幕
藩
体
制
の
確
立
以
降
、
諸
大
名
に
対
す
る
統
一
権
力
（
幕
府
）
の
絶
対
優
位
を
示
し

た
政
治
権
力
行
使
ハ
改
易
・
転
封
権
）
の
後
退
の
な
か
で
、
諸
大
名
は
、
基
本
矛
盾
の
顕
在
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
幕
府
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ

た
個
別
藩
の
経
済
主
体
を
回
復
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
藩
政
を
展
開
（
1
藩
政
改
革
〉
し
、
そ
の
結
果
、
幕
府
（
経
済
）
に
対
す
る
藩

（
経
済
）
は
、
ど
の
よ
う
な
現
象
を
生
み
出
し
、
そ
こ
か
ら
、
両
者
の
対
抗
関
係
は
ど
の
よ
う
に
発
生
し
、
や
が
て
体
制
変
革
（
明
治
維
新
）

を
要
求
す
る
に
至
っ
た
か
、
と
い
う
い
わ
ば
H

統
一
権
力
の
地
方
支
配
と
対
応
の
論
理
H

が
、
詩
地
域
と
の
比
較
研
究
の
立
場
か
ら
歴
史
的
か

っ
実
証
的
に
追
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
九
州
を
場
と
し
て
、

H

支
配
と
対
応
の
論
理
u

を
歴
史
的
に
実
証
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
統
一
権
力

の
地
方
支
配
は
、
み
ず
か
ら
の
意
志
で
あ
り
分
身
で
あ
る
と
こ
ろ
の
近
世
大
名
（
織
豊
大
名
・
徳
川
系
諸
大
名
）
の
創
出
・
配
置
と
と
も
に
、

直
轄
領
（
太
閤
蔵
入
地
・
徳
川
天
領
）
の
設
定
・
拡
大
を
通
じ
て
推
進
さ
れ
、
こ
の
場
合
も
、

H
支
配
と
対
応
の
論
理
H

の
な
か
で
歴
史
的
な

諸
規
定
を
う
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
九
州
を
場
と
す
る
直
轄
領
の
研
究
も
、

H
統
一
権
力
の
九
州
支
配
と
対
応
の
論
理
H

を
総
体
的
に
把
握
す

る
な
か
で
、
は
じ
め
て
正
し
い
位
置
づ
け
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
本
稿
は
、
九
州
に
お
け
る
直
轄
領
の

総
体
的
把
握
・
歴
史
的
位
置
づ
け
を
同
時
に
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

〔註〕
ハ1
）
「
島
津
家
文
書
」
ハ
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
二
ハ
ノ
一
所
収
〉
四
O
O号
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
、
「
越
後
国
蒲
原
郡
加
茂
上
条
村
御
検
地
帳
」
（
且
且
回

神
社
所
蔵
文
書
）
外
、
「
佐
竹
文
書
」
三
坤
、
速
水
恵
佐
子
「
太
閤
検
地
の
実
施
過
程
」
（
『
地
方
史
研
究
』
六
五
号
〉
、
藩
政
史
研
究
会
編
『
藩
制
成
立

史
の
綜
合
研
究
米
沢
藩
』
一
三
四
｜
三
六
頁
、
山
口
啓
二
「
豊
臣
政
権
の
成
立
と
領
主
経
済
の
構
造
」
（
『
日
本
経
済
史
大
系
』

3
近
世
上
所
収
〉
。

（2
）
朝
尾
直
弘
氏
は
、
豊
臣
政
権
の
東
国
政
策
に
は
硬
軟
両
派
が
あ
っ
た
と
し
、
一
派
を
石
田
三
成
・
増
団
長
盛
ら
の
集
権
派
に
速
な
る
グ
ル
ー
プ
と
し

て
、
上
杉
｜
佐
竹
・
宇
都
宮
・
結
城

l
麓
名
氏
の
系
列
を
考
え
、
他
派
を
分
権
派
と
い
う
べ
き
「
独
立
的
に
領
国
権
力
の
形
成
を
全
う
し
た
グ
ル
ー
プ
」

と
し
て
、
徳
川
・
北
条
・
伊
達
氏
を
把
え
る
奥
味
あ
る
見
解
を
提
示
し
て
い
る
ハ
「
豊
臣
政
権
論
」
ハ
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』

9
近
世
1
所
収
》
。

九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
同

（
藤
野
）

一七



九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
同

（
藤
野
）

八．

〈3
）
藤
野
保
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
一
二
三
｜
四
一
頁
、
「
江
戸
幕
府
」
ハ
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
叩
近
世
2
所
収
）
、
北
島
正
元
『
江
戸
幕
府
の
権
力

構
造
』
一
八
九
｜
二
五
六
頁
。
川
田
貞
夫
氏
は
、
豊
臣
秀
吉
が
井
伊
直
政
・
本
多
忠
勝
ら
に
対
し
て
、
城
地
を
指
定
し
、
知
行
高
等
の
身
上
に
関
す
る

指
示
を
お
こ
な
っ
て
い
る
事
実
か
ら
、
徳
川
家
康
の
家
中
に
対
す
る
知
行
割
が
中
央
権
力
の
意
志
に
規
制
さ
れ
た
と
し
て
い
る
（
「
徳
川
家
康
の
関
東

転
封
に
関
す
る
諸
問
題
」
ハ
『
書
陵
部
紀
要
』
一
四
号
）
）
が
、
徳
川
氏
の
知
行
割
は
、
豊
臣
政
権
が
集
権
体
制
を
強
め
る
過
程
で
実
施
し
た
島
津
知
行

割
や
佐
竹
知
行
割
と
異
な
り
、
非
常
に
独
自
性
の
強
い
知
行
割
で
あ
っ
た
。

（4
）
（
5
）
前
掲
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
一
四
八
｜
六
四
頁
参
照
。

（6
）
「
君
主
一
吉
行
録
」
（
前
掲
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
一
三
五
頁
所
収
）
O

（
7
）
第
二
表
は
第
一
表
（
第
二
章
第
一
節
第
一
項
の
註
（
お
）
）
と
ほ
ぼ
同
じ
文
書
・
文
献
に
よ
っ
て
作
成
。

（8
）
石
原
道
博
『
文
禄
・
慶
長
の
役
』
七
一

l
一
一
三
頁
。

（9
）
以
上
の
叙
述
は
、
註
（
7
）
の
諸
文
献
の
ほ
か
、
中
村
孝
也
『
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
中
巻
、
栗
田
元
次
『
江
戸
時
代
史
』
上
一
（
『
綜
合
白
木

史
大
系
』
一
七
巻
）
、
各
県
の
歴
史
（
『
郷
土
の
歴
史
』
九
州
編
）
な
ど
に
よ
る
。

（
叩
）
筆
者
は
先
に
『
幕
落
体
制
史
の
研
究
』
に
お
い
て
、
『
恩
栄
録
』
・
『
享
和
武
鑑
』
な
ど
に
よ
り
、
竹
中
重
利
の
豊
後
高
田
か
ら
同
府
内
へ
の
転
封
を

鹿
長
十
年
と
し
た
が
、
「
畠
且
府
間
書
」
・
「
登
城
世
譜
」
・
「
豊
後
金
史
」
な
ど
に
よ
り
、
同
六
年
と
す
る
の
が
至
当
と
考
え
る
（
『
大
分
市
史
』
上
巻
凶
一

二
良
参
照
）
。

〈
日
）
以
上
の
叙
述
は
、
註
（
7
）
の
諸
文
献
に
よ
る
。

（
臼
）
竜
造
寺
↓
鍋
島
・
松
浦
・
大
村
・
有
馬
・
五
島
・
相
良
・
高
橋
・
秋
月
・
伊
東
・
島
津
・
宗
の
二
大
名
。

（
日
）
伊
東
多
三
郎
「
江
戸
幕
府
の
成
立
と
武
家
政
治
観
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
一
一
三
・
一
三
二
号
）
、
藤
野
保
前
掲
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
叩
近
世
2

所
収
論
文
。

（U
）
慶
長
十
六
年
、
在
京
諸
大
名
に
示
し
た
三
カ
条
の
法
度
、
お
よ
び
翌
十
七
年
、
東
北
諸
大
名
に
示
し
た
三
カ
条
の
法
度
を
い
う
（
中
村
孝
也
『
徳
川

家
康
文
書
の
研
究
』
下
巻
ノ
一
六
六
二
｜
六
五
頁
・
六
八
一
｜
八
二
買
所
収
〉
。

（
お
）
中
村
孝
也
『
家
康
の
族
葉
』
五
七
二
頁
以
下
参
照
。

（
岱
）
前
掲
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
一
九
四
l
二
O
O頁
参
照
。

（
臼
）
幕
府
軍
役
の
意
義
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
山
口
啓
二
「
藩
体
制
の
成
立
」
ハ
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
叩
近
世
2
所
収
〉
、
佐
々
木
潤
之
介
『
幕

藩
権
力
の
基
礎
構
造
』
一
八
五
｜
二

O
五
頁
、
北
島
正
元
前
掲
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』
コ
一
九
五
｜
四
一
四
頁
な
ど
参
照
。



（
泊
）
中
村
孝
也
『
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
下
巻
ノ
二
二
五

l
二
八
頁
所
収
。

（
臼
）
同
『
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
下
巻
ノ
二
六
四
｜
八
O
頁
所
収
。

（
却
）
「
毛
利
氏
四
代
実
録
考
証
論
断
」
。

（
幻
）
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
一
ノ
一
号
、
『
徳
川
禁
令
考
』
第
一
軟
九
O
l九
二
一
良
、
中
村
孝
也
『
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
下
巻
ノ
二

頁
所
収
。

（
沼
）
前
掲
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
－
八
八
｜
九
O
頁
・
『
徳
川
幕
閣
』
一

O
七
｜
二
一
頁
参
照
。

（
お
）
『
徳
川
禁
令
考
』
第
一
一
欣
一
二
九
｜
三

O
頁
、
内
藤
耽
曳
『
徳
川
十
五
代
史
』
二
ノ
三
一
一
一

l
一
二
頁
。

（
川
此
）
幕
府
の
元
和
軍
役
令
に
対
す
る
外
様
大
名
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
山
口
啓
二
前
掲
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
叩
近
世
2
所
収
論
文
参
照
。

（
お
）
前
掲
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
二

O
四
l
一
六
頁
・
「
幕
府
と
藩
の
体
制
的
研
究
に
関
す
る
考
察
」
（
『
日
本
歴
史
』
一
五
三
号
）
参
照
。

（
お
）
北
島
正
元
前
掲
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』
二
九
九
頁
。

〈
幻
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
六
l
一
、
一
二

O
。
北
島
正
元
氏
は
、
豊
後
の
諸
大
名
に
対
す
る
預
領
を
六
万
石
と
し
（
前
掲
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』

二
八
五
頁
）
、
村
上
直
氏
も
そ
れ
を
継
承
し
て
い
る
（
『
天
領
』
四
五
八
頁
）
。
な
お
美
和
信
夫
氏
は
、
「
松
井
家
譜
」
に
よ
っ
て
、
細
川
氏
の
老
臣
経
井

康
之
が
豊
後
速
見
郡
の
う
ち
に
て
一
万
七
、

0
0
0石
余
預
っ
て
い
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
「
慶
長
期
江
戸
幕
府
畿
内
支
配
の
一
考
察
」

ハ
『
史
学
雑
誌
』
七
七
ノ
三
）
〉
。
ま
た
『
大
分
市
史
』
（
上
巻
四
一
一
頁
）
は
、
竹
中
重
利
の
「
領
知
は
大
分
郡
の
内
で
二
万
石
、
預
り
地
一
万
五
千
石
」

と
し
て
い
る
。

ハ
お
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
六
l
一
、
一
二

O
。

（
勾
）
「
歴
代
参
考
」
六
（
『
大
日
本
史
料
』
一
二
篇
ノ
一
所
収
）
二
三
七
｜
四
O
頁。

（
叩
）
以
下
改
易
に
関
し
て
は
、
『
徳
川
実
紀
』
・
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
・
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
・
『
藩
翰
説
巴
・
「
譜
牒
余
録
」
、
内
藤
耽
曳
『
徳
川
十
五
代

史
』
、
栗
田
元
次
前
掲
『
江
戸
時
代
史
』
、
藤
野
保
前
掲
『
幕
落
体
制
史
の
研
究
』
・
『
校
訂
恩
栄
録
・
廃
絶
録
』
な
ど
の
諸
文
献
に
よ
る
。

（
出
）
『
大
日
本
史
料
』
一
二
編
ノ
一
四
四
二
四
頁
、
大
村
藩
「
見
聞
集
」
八
巻
。

（
担
）
以
下
転
封
に
関
し
て
は
、
註
（
鈎
）
の
諸
文
献
に
よ
る
。
と
く
に
「
近
世
大
名
転
封
一
覧
」
（
前
掲
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
（
補
訂
三
版
〉
所
収
）

・
『
校
訂
思
栄
録
・
廃
絶
録
』
参
照
。

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
一

l
一
一
八
、
『
豊
後
日
田
永
山
布
政
史
料
』
上
巻
。

藤
野
保
「
柳
河
藩
」
（
前
掲
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
所
収
）
参
照
。

三
｜
二
三

（

mm）
 

（川品）

九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
口

ハ
藤
野
）

九



九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質

〈
お
〉
以
下
支
藩
の
創
設
に
関
し
て
は
、
註
（
鈎
）
の
諸
文
献
に
よ
る
。

〈
お
）
筆
者
は
先
に
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
に
お
い
て
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
り
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
三
支
藩
の
創
設
の
時
期
に
つ
い
て
、
鹿
島

藩
を
慶
長
十
五
年
、
小
城
藩
を
同
十
九
年
、
蓮
池
藩
を
寛
永
十
二
年
と
し
た
が
、
城
島
正
祥
氏
は
『
佐
賀
県
史
』
（
中
巻
一
五
｜
二
五
頁
）
に
お
い
て
、

鹿
島
藩
に
つ
い
て
は
そ
の
時
期
を
示
さ
ず
（
慶
長
十
五
年
説
を
と
る
も
の
に
前
記
寛
政
譜
の
ほ
か
『
徳
川
実
紀
』
・
『
恩
栄
録
』
が
あ
る
）
、
小
城
藩
に

つ
い
て
は
、
小
城
鍋
島
家
の
成
立
時
期
を
、
元
茂
が
直
茂
の
隠
居
領
を
相
続
し
た
元
和
三
年
に
求
め
（
定
米
一
万
O
、
三
六
O
石
三
斗
、
江
戸
詰
の
勘

認
料
と
し
て
定
米
一
万
O
、
O
一
八
石
加
増
）
、
寛
永
五
年
に
は
知
行
高
が
五
万
七
、
四
五
二
石
に
な
っ
た
と
し
て
、
乙
れ
ま
た
創
設
の
時
期
を
明
示

し
て
い
な
い
。
し
か
る
に
蓮
池
藩
に
つ
い
て
は
、
創
設
の
時
期
を
寛
永
十
六
年
（
知
行
商
三
万
五
、
六
二
四
石
二
斗
）
と
し
な
が
ら
、
幕
府
公
認
の
石

高
と
異
な
る
た
め
（
と
の
点
鹿
島
・
小
城
藩
も
同
じ
）
、
そ
れ
が
一
致
し
た
寛
永
十
九
年
｜
正
保
二
年
の
聞
に
創
設
の
時
期
を
設
定
し
て
い
る
（
鹿
島

・
小
城
藩
も
同
じ
〉
。
城
島
氏
は
、
三
支
藩
の
創
設
の
時
期
は
「
峻
昧
」
と
し
、
幕
府
公
認
の
石
高
と
一
致
し
た
時
期
を
も
っ
て
、
三
支
藩
創
設
の
時

期
と
推
定
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
支
藩
創
設
の
時
期
が
「
殴
昧
」
と
い
う
の
も
お
か
し
い
。
乙
の
と
と
は
、
恐
ら
く
幕
府
か
ら
直
接
朱
印
状
の
交
付
を

受
け
な
い
内
分
支
藩
の
性
格
か
ら
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
城
島
氏
の
推
定
時
期
に
お
け
る
石
高
は
、
物
成
の
操
作
か
ら
逆
算
出
し
た
石
高
で
あ
る

た
め
、
乙
れ
を
も
っ
て
三
支
藩
創
設
の
時
期
と
す
る
の
も
不
適
当
と
恩
わ
れ
る
。
佐
賀
藩
に
お
い
て
は
、
家
臣
団
の
知
行
高
を
物
成
高
（
地
米
）
で
表

示
〈
三
支
藩
も
例
外
で
は
な
い
）
す
る
の
で
、
三
支
藩
の
石
高
も
、
と
の
地
米
制
度
と
の
関
連
で
把
握
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
幕
府
が
支
藩
を
公
認
す

る
場
合
は
、
本
藩
が
万
石
以
上
を
分
知
し
た
と
き
に
公
認
す
る
の
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
佐
賀
藩
に
お
い
て
も
、
そ
の
時
期
に
支
藩
創
設
の
時

期
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
と
で
は
三
支
藩
の
創
設
の
時
期
を
、
一
応
鹿
島
藩
は
慶
長
十
五
年
、
小
城
藩
は
元
和
三
年
、
蓮
池
藩
は
寛
永
十
六

年
と
し
、
の
ち
に
詳
し
く
検
討
し
た
い
。

（
釘
）
『
寛
文
印
知
集
』
ハ
『
続
々
群
書
類
従
』
第
九
地
理
部
所
収
〉
、
『
佐
賀
県
史
』
中
巻
二
｜
四
頁
。

（
お
）
前
掲
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
二
四
一
E
l
四
八
頁
・
『
徳
川
幕
閣
』
一
二
八
｜
八
O
頁
参
照
。

（
却
）
『
徳
川
禁
令
考
』
第
一
般
一
三
O
｜
三
二
頁
、
内
藤
耽
曳
『
徳
川
十
五
代
史
』
三
ノ
四
一
四
九
｜
五
三
頁
。

（
ω）
幕
府
の
寛
永
軍
役
令
に
対
す
る
外
様
大
名
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
註
（
川
む
の
論
文
参
照
。

（H
U

〉
『
徳
川
禁
令
考
』
第
一
一
峡
二
ニ
二
｜
三
三
頁
。

（M
M
）
『
徳
川
実
紀
』
第
二
篇
（
三
九
）
｜
五
五

O
l五
一
頁
、
『
校
訂
恩
栄
録
・
廃
絶
録
』
二
四
八
｜
五
一
頁
。

（
同
制
）
相
似
平
醐
重
直
は
、
そ
の
後
寛
永
十
五
年
に
豊
前
龍
王
か
ら
豊
後
高
田
に
、
さ
ら
に
子
の
英
親
の
と
き
正
保
二
年
に
高
田
か
ら
同
杵
築
に
転
封
と
な
っ

た
（
註
（
招
）
参
照
〉
。

同

（
藤
野
）

四
0 



（
仏
）
小
笠
原
忠
知
は
、
そ
の
後
正
保
二
年
に
三
河
吉
田
に
転
封
と
な
っ
た
（
註
（
幻
）
参
照
）
。

（
必
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
一

l
一
九
O
。

（
必
）
元
和
二
年
豊
後
日
回
に
配
置
さ
れ
た
石
川
忠
総
は
、
寛
永
十
年
下
総
佐
倉
に
転
封
と
な
っ
た
た
め
〈
註
（
幻
〉
参
照
〉
、
同
十
一
年
に
お
け
る
譜
代
藩

領
は
、
小
笠
原
小
倉
・
小
笠
原
中
津
・
松
平
臨
龍
王
・
小
笠
原
杵
築
・
松
平
総
亀
川
の
五
藩
領
と
な
る
。
た
だ
し
、
寛
永
十
一
年
竹
中
氏
の
改
易
の
あ

と
府
内
に
は
、
下
野
壬
生
か
ら
外
様
大
名
の
日
根
野
吉
明
が
配
置
さ
れ
た
。
吉
明
は
慶
長
六
年
父
高
吉
の
死
後
、
幼
少
の
理
由
に
よ
っ
て
信
濃
高
島
か

ら
下
野
壬
生
に
転
封
と
な
っ
た
が
、
寛
永
十
年
以
降
、
家
光
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
た
幕
閣
所
領
の
江
戸
周
辺
へ
の
集
中
配
置
の
一
環
と
し
て
お
こ
な

わ
れ
た
関
東
外
様
落
傾
の
譜
代
藩
鎖
へ
の
切
替
え
に
と
も
な
い
、
壬
生
か
ら
こ
の
期
に
改
易
と
な
っ
た
竹
中
氏
の
旧
領
府
内
に
転
封
と
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
事
実
壬
生
藩
は
、
寛
永
十
二
年
、
若
年
寄
（
乙
の
年
老
中
と
な
る
）
阿
部
忠
秋
の
所
領
と
な
り
、
同
十
六
年
、
忠
秋
が
壬
生
か
ら
武
蔵
忍
に
転

封
に
な
っ
た
あ
と
は
、
若
年
寄
の
三
浦
正
次
が
配
置
さ
れ
た
。

（
釘
）
『
徳
川
実
紀
』
第
三
篇
（
四
O
）
｜
二
三
八
頁
、
北
島
正
元
前
掲
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
」
三
二
八
頁
、
村
上
直
「
肥
後
国
天
草
に
お
け
る
天
領

の
成
立
過
程
｜
代
官
鈴
木
重
成
・
重
辰
を
中
心
に

l
」
（
『
駒
沢
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
三
号
〉
。

（
泊
四
）
「
佐
賀
県
史
』
中
巻
四
八
O
頁。

（
的
制
）
註
（
必
）
参
照
。

（
印
）
寛
永
十
一
年
、
丹
波
亀
山
か
ら
豊
後
亀
川
に
配
置
さ
れ
た
松
平
繍
忠
昭
は
、
翌
十
二
年
、
厨
城
を
亀
川
か
ら
中
津
留
に
、
さ
ら
に
同
十
九
年
に
は
、

中
津
留
か
ら
高
松
に
移
し
た
（
「
大
分
市
史
』
上
巻
四
九
六
l
五
二
ニ
頁
参
照
）
。

（
日
）
（
回
）
『
豊
後
日
回
、
氷
山
布
政
史
料
』
上
巻
、
「
日
田
御
代
宮
代
々
御
名
前
附
」
（
「
財
津
家
文
書
」
所
収
）
、
石
川
準
吉
『
江
戸
時
代
代
官
制
度
の
研

究
』
八
六
一
頁
。

（
臼
）
村
上
直
前
掲
『
駒
沢
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
三
号
掲
載
論
文
参
照
。

（
民
）
註
（
阻
む
参
照
。

（
日
）
前
掲
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
二
五
三

l
六
三
頁
・
「
幕
府
と
藩
の
体
制
的
研
究
に
関
す
る
考
察
」
ハ
『
日
本
歴
史
』
－
五
三
号
）
参
照
。

（
団
）
註
（
m
M

）
参
照
。

（
町
〉
『
御
当
家
令
条
』
（
『
近
世
法
制
史
料
叢
童
日
』
第
二
所
収
）
一
八
ノ
一
二
九
号
。

（
関
）
「
糸
割
符
由
緒
書
」
（
『
近
世
社
会
経
済
叢
書
』
、
「
糸
割
符
御
定
之
基
」
（
『
堺
市
史
史
料
』
商
業
一
一
所
収
）
、
中
田
易
直
「
鎖
国
の
成
立
と
糸
割
符
」

ハ
東
京
教
育
大
学
文
学
部
紀
要
X
『
史
学
研
究
』
所
収
〉
、
箭
内
健
次
「
分
国
糸
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
『
史
淵
』
八
八
輯
〉
、
藤
野
保
「
大
名
領
国
に

九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
同

（
藤
野
）

四



九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質

お
け
る
糸
割
符
制
の
変
遷
と
商
人
の
動
向
」
（
『
史
淵
』
一

O
O号
）
参
照
。

（
回
）
『
徳
川
禁
令
考
』
第
六
峡
五
六
五
｜
七
一
頁
。

ハ
印
）
岩
生
成
一
「
鎖
国
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
叩
近
世
2
所
収
〉
、
山
口
啓
二
「
日
本
の
鎖
国
」
ハ
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
錫
近
代
3
所
収
〉
参
照
。

（
飢
）
村
上
直
次
郎
訳
『
パ
タ
ピ
ヤ
城
日
誌
』
上
巻
三
五

l
三
六
頁
、
「
家
世
続
伝
」
二
、
「
山
本
霜
木
覚
書
」
。

（
邸
）
藤
野
保
「
戦
国
期
の
大
村
氏
と
そ
の
動
向
」
（
『
大
村
市
史
』
上
巻
所
収
〉
。

ハ
回
）
岩
生
成
一
『
朱
印
船
貿
易
史
の
研
究
』
の
ほ
か
、
西
山
禎
一
「
鎖
国
の
形
成
と
九
州
」
ハ
『
九
州
史
学
』
一
二
三
・
三
四
号
〉
、
武
野
要
子
「
鎖
国
と
細

川
藩
」
（
宮
本
又
次
編
『
商
品
流
通
の
史
的
研
究
』
所
収
）
。

（
倒
）
藤
野
保
「
幕
藩
制
社
会
の
性
格
」
ハ
東
京
教
育
大
学
昭
史
会
編
『
日
本
歴
史
論
究
』
所
収

γ
前
掲
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
叩
近
世
2
所
収
論
文

参
照
。

（
阻
山
）
前
掲
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
三
一
八

l
二
四
頁
・
『
徳
川
幕
閣
』
一
九
九

l
二
O
七
頁
参
照
。

（
槌
〉
（
閉
山
〉
同
『
幕
務
体
制
史
の
研
究
』
三
二
七
｜
三
二
頁
参
照
。

（
槌
）
『
大
分
市
史
』
上
巻
四
八
一
頁
。

（
関
）
註
（
印
〉
参
照
。

（
叩
）
註
（
的
岨
）
参
照
。

（
η
）
相
似
平
輔
氏
の
入
部
以
降
、
島
原
藩
の
所
領
は
六
万
五
、
九
O
O石
と
な
り
、
不
足
分
は
豊
前
宇
佐
郡
（
一
万
三
、
五
四
O
石
〉
、
登
後
国
東
郡
三

万
四
、

O
五
O
石
）
の
各
天
領
か
ら
編
入
さ
れ
た
（
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
一

l
二
九
、
「
深
溝
松
平
家
諮
」
）
。

（
官
）
『
寛
政
重
諸
家
譜
』
四
｜
七
O
七
、
『
落
翰
譜
』
巻
四
中
、
「
大
久
保
家
記
別
集
」
。

（
叩
）
註
（
伺
曲
）
参
照
。

（
刊
）
前
掲
『
幕
落
体
制
史
の
研
究
』
ニ
四
三
｜
四
五
頁
参
照
。

（
布
）
『
佐
賀
県
史
』
中
巻
四
八
六
頁
。

（苅）
l
（
回
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
当
該
巻
、
日
高
次
官
『
宮
崎
県
の
歴
史
』
、
藤
野
保
「
福
江
藩
制
の
確
立
過
程
に
関
す
る
研
究
」
ハ
『
日
本
歴
史
』
一

七
八
号
〉
・
「
幕
落
制
後
期
に
お
け
る
大
名
の
財
政
構
造
」
〈
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
一
号
）
、
平
山
敏
治
郎
「
参
勤
交
代
す
る
旗
本
」
ハ
『
人
文

研
究
』
七
ノ
入
）
参
照
。

（
回
）
註
〈
お
）
参
照
。

同

（
藤
野
）

四



（
山
田
）
『
校
訂
恩
栄
録
・
廃
絶
録
』
・
『
武
鑑
』
。

（
邸
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
三
｜
四
二
五
。

（
部
）
宮
川
満
『
太
閤
検
地
論
』
第
E
部
一
五
七

l
一
二
三
頁
参
照
。

（
釘
〉
藤
野
保
「
藩
政
確
立
期
の
諸
問
題
l
西
北
九
州
諸
藩
（
平
戸
・
大
村
・
佐
賀
各
落
を
中
心
と
し
て
〉

l
」
〈
『
社
会
経
済
史
学
』
二
四
ノ
二
）
・
「
近
世

に
お
け
る
大
名
家
臣
団
の
展
開
過
程
」
ハ
『
史
学
雑
誌
』
六
五
ノ
六
）
・
「
佐
賀
藩
に
お
け
る
知
行
地
の
存
在
形
態
」
ハ
『
歴
史
学
研
究
』
一
九
八
号

γ
「筑

後
に
お
け
る
幕
藩
体
制
の
確
立
」
（
『
同
』
二
三
一
号
）
参
照
。

（
∞
∞
）
北
島
正
元
前
掲
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』
四
八
八

l
五
一
一
頁
。

（
卸
）
改
易
・
転
封
後
の
旧
大
名
領
を
、
周
辺
の
諸
大
名
が
検
地
し
た
例
は
多
い
。
な
か
に
は
譜
代
大
名
が
徳
川
検
地
を
実
施
し
た
例
も
あ
る
（
所
理
喜
夫

「
元
禄
期
幕
政
に
お
け
る
『
元
禄
検
地
』
と
『
元
禄
地
方
直
し
』
の
意
義
」
（
『
史
潮
』
八
七
号
）
参
照
〉
。

（
卯
〉
「
薩
隅
自
国
賦
雑
徴
」
（
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
第
一
巻
所
収
）
、
桑
波
田
輿
「
薩
摩
藩
の
万
治
内
検
」
（
秀
村
選
三
編
『
薩
摩
藩
の
基
礎
樽
情
通
』
所

収
）
参
照
。

（m
U
）
徳
川
政
権
が
検
地
方
針
を
も
っ
と
も
明
確
な
形
で
打
ち
出
し
た
最
初
の
条
令
は
遅
く
、
第
二
期
の
末
期
に
あ
た
る
慶
安
二
年
（
「
慶
安
検
地
条
令
」
〉

で
あ
り
、
こ
の
条
令
も
、
直
接
に
は
幕
府
の
直
轄
領
農
村
を
対
象
に
施
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
回
）
「
正
保
四
年
覚
」
（
『
平
戸
藩
法
令
規
式
集
成
』
中
巻
所
収
）
、
「
天
祥
院
様
御
政
道
覚
書
」
（
「
霜
木
覚
書
記
起
縞
」
所
収
）
。

ハ
回
〉
藤
野
保
「
平
戸
藩
」
ハ
前
掲
『
幕
蕃
体
制
史
の
研
究
』
所
収
）
参
照
。

（
町
出
〉
（
何
）
米
津
三
郎
「
小
倉
藩
政
の
確
立
」
（
『
記
録
』
一
二
冊
〉
。

（
部
〉
藤
野
保
「
柳
河
藩
」
（
前
掲
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
所
収
）
参
照
。

（
巾
別
〉
秀
村
選
三
「
福
岡
藩
に
お
け
る
夫
役
の
賦
課
法
と
規
制
」
（
宮
本
又
次
編
『
藩
社
会
の
研
究
』
所
収
）
。

（mm
〉
森
山
恒
雄
「
『
地
方
知
行
』
の
一
考
察
」
（
『
社
会
経
済
史
学
』
二
六
ノ
三
・
六
〉
。

（
朗
〉
「
御
意
済
帳
」
四
、
藤
野
保
前
掲
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
一
号
掲
載
論
文
参
照
。

（
則
〉
前
掲
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
四
一
一
｜
二

O
頁。

（
叩
ご
同
『
幕
落
体
制
史
の
研
究
』
四
三
二
｜
四
七
頁
。

（
倣
）
註
（
m
M
）
参
照
。

（
醐
）
辻
達
也
『
享
保
政
革
の
研
究
』
第
四
章
以
下
。

九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
同

（
藤
野
〉

四



九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
同

（
藤
野
〉

四
四

（
制
）
大
石
慎
三
郎
『
享
保
改
革
の
経
済
政
策
』
第
四
・
五
章
参
照
。

（
師
）
前
掲
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
六
九
六
｜
七
O
一
頁
参
照
。

（
間
）
（
即
）
『
校
訂
恩
栄
録
・
廃
絶
録
』
二
九
O
頁
・
三

O
O頁。

（
別
）
（
脚
〉
註
（
日
）
参
照
。

（
叩
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
二
｜
二
九
七
、
『
藩
翰
譜
』
巻
五
、
「
宝
地
院
様
御
事
跡
」
。

（
山
〉
前
掲
『
寛
文
印
知
集
』
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
四

l
七
四
五
、
日
高
次
吉
『
宮
崎
県
の
歴
史
』

（
山
）
『
豊
後
日
田
永
山
布
政
史
料
』
上
巻
。

（
凶
〉
｜
（
山
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
当
該
巻
。

（
叫
）
註
（
お
）
参
照
。

（
凶
）
『
校
訂
恩
栄
録
・
廃
絶
録
』
三

O
八
頁
。

（
叩
）
註
（
沼
）
参
照
。

（
山
）
「
家
世
続
伝
」
四
。

（
問
〉
前
掲
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
四
一
三

l
一
四
頁
参
照
。

（
問
）
元
禄
二
年
か
ら
「
御
三
家
」
と
同
じ
く
白
書
院
に
お
い
て
将
軍
に
掲
見
す
る
と
と
を
許
さ
れ
、
つ
い
で
「
御
三
家
」
以
外
に
そ
の
例
を
み
な
か
っ
た

国
老
の
授
爵
を
許
し
、
四
家
を
も
っ
て
定
例
と
し
た
（
栗
田
元
次
前
掲
『
江
戸
時
代
史
』
上
二
四
七
四
｜
七
五
頁
）
。

（
出
）
註
（
沼
）
参
照
。

（
国
）
「
館
林
分
限
帳
」
・
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
ニ
｜
三
六
六
。

（
別
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
二
｜
三
六
六
。

（
m
）
ハ
団
〉
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
三
｜
五
四
六
。

（
悶
）
註
（
幻
）
参
照
。

（
即
）
『
中
津
市
史
』
五
九
七
｜
六
O
一頁。

白
）
「
御
先
領
並
御
領
御
引
波
高
」
（
『
第
二
期
物
語
藩
史
』

7
四
八
三
頁
所
収
）
。
と
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
た
の
は
、
「
御
先
領
」
（
磐
城
平
務
〉
に
お

い
て
三
万
石
余
の
新
田
高
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
内
藤
氏
は
実
高
に
お
い
て
二
万
石
余
の
減
少
と
な
っ
た
。

（
印
）
安
良
城
盛
昭
「
近
世
初
期
に
お
け
る
農
民
支
配
政
策
の
展
開
」
（
古
島
敏
雄
編
『
日
本
地
主
制
史
研
究
』
所
収
〉
。

一
一
三
頁
。



（
叩
ご
藤
野
保
「
幕
末
に
お
け
る
江
戸
幕
府
権
力
の
性
格
」
（
『
小
葉
田
淳
教
授
退
官
記
念
国
史
論
集
』
所
収
）
参
照
。

（
胤
）
中
野
健
「
久
留
米
有
馬
藩
正
徳
期
の
藩
政
」
（
『
九
州
史
、
学
』
二
二
・
二
三
合
併
号
〉
、
木
原
薄
幸
「
佐
賀
藩
に
お
け
る
享
保
期
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史

研
究
』
一
八
号
〉
、
藤
野
保
「
元
禄
期
の
落
財
政
と
享
保
の
政
革
」
（
『
大
村
市
史
』
上
巻
所
収
〉
、
篠
藤
光
行
「
中
津
藩
の
藩
政
改
革
」
（
前
掲
「
藩
社

会
の
研
究
』
所
収
〉
。

（
市
）
大
江
志
乃
夫
「
熊
本
落
に
お
け
る
港
政
改
革
」
ハ
堀
江
英
一
一
編
『
藩
政
改
革
の
研
究
』
所
収
〉
。

（揃〉
l
ハ
揃
）
「
泰
国
院
様
御
年
譜
地
取
」
・
「
御
仕
組
八
箇
条
」
0

（
則
）
長
野
退
「
佐
賀
藩
中
期
の
財
政
と
藩
政
の
展
開
l
宝
暦
l
寛
政
期
に
つ
い
て

l
」
（
『
法
経
論
集
』
一
二
ノ
一
・
二
号
）
・
「
幕
落
体
制
中
期
の
市
場
構

造
に
つ
い
て
の
覚
書
」
（
『
大
阪
の
研
究
』
第
三
巻
所
収
）
参
照
。

ハ
叫
）
林
銑
吉
『
島
原
半
嶋
史
』
下
巻
三
九

O
l九
一
一
良
。

（
凶
）
註
（
鉛
）
参
照
。

（
出
）
北
島
正
元
『
水
野
忠
邦
』
ハ
人
物
叢
書
）
五
三
頁
参
照
。

（
一
出
〉
水
野
氏
は
六
万
石
の
大
名
と
し
て
唐
津
藩
に
入
部
し
た
た
め
、
土
井
唐
津
藩
の
所
領
の
う
ち
、
筑
前
恰
土
那
・
肥
前
松
浦
郡
の
所
領
一
万
石
が
上
知

と
な
り
天
領
に
編
入
さ
れ
た
（
『
唐
津
市
史
』
五
八
九
頁
）
。

（
叫
）
『
佐
賀
県
史
』
中
巻
五

O
六
｜
一

O
頁。

（
出
）
北
島
正
元
前
掲
『
水
野
忠
邦
』
一

O
六
頁
以
下
。

（
凶
〉
註
（
的
ぢ
参
照
。

（
叩
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
一
ー
一
九
O
。

（
描
）
文
化
三
年
、
筑
後
三
池
の
立
花
種
善
は
陸
奥
下
手
渡
に
転
封
と
な
る
が
（
『
続
徳
川
実
紀
』
第
一
篇
（
四
八
）
｜
五
七
八
頁
〉
、
九
州
に
お
け
る
外
様

大
名
の
転
封
で
は
乙
れ
が
最
後
で
あ
る
。

（
凶
）
『
柳
営
補
任
』
一
（
『
大
日
本
近
世
史
料
』
所
収
〉
。

（
別
）
藤
野
保
前
掲
『
国
史
論
集
』
所
収
論
文
参
照
。

（
問
）
『
佐
賀
県
史
』
中
巻
六
四
七
頁
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
昭
和
四
十
三
年
・
四
十
四
年
の
両
年
度
に
わ
た
り
交
付
を
・
つ
け
た
文
部
省
科
学
研
究
費
（
総
合
研
究
）
の
分
担
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

九
州
に
お
け
る
幕
藩
領
主
支
配
の
特
質
伺

（
藤
野
）

四
五



The Special Nature of the Bakuhan Seignorial 
Rule in Kyushu (II) 

--The Control of the Kyushu Daimyos by the 
Unifying Power and Their Responses to It--

Tamotsu FUJINO 

We ought to grasp the Bakuhan system totally, to notice the modes 
and changes of fundamental contradictions and main contradictions in 
the system, and so to clarify the regional characteristics of Hans. For 
that purpose we must investigate thoroughly, so to say, the "logic of 
the control of Daimyos by the unifying power and their responses to 
the control". How did the unifying power of early modern times 
accomplish and realize its strategy and tactics according to every step 
of the establishment of power or according to the regions? How 
were Daimyos of early modern times (namely Hans) created and 
arranged ? How did they respond to such control and change them­
selves, how did they bring forth and develop their own Daimyo 
domain system? Since the establishment of Bakuhan system, what 
kind of Han administration (namely Han administration reform) did 
they develop, responding to the actualization of fundamental contra­
dictions, in order to restore that economic autonomy of their Hans 
which had been subjugated by Bakufu, in the process of retrocession 
of the power exercise (namely that power of abolishment and transfer 
of Han which indicated the absolute superiority of the unifying power 
to Daimyos)? What sort of phenomena did Han (economy) bring into 
the world in opposition to Bakufu (economy)? How did the relations 
of antagonism between both come into existence therefrom and how 
did the relations come to require an upheaval of system (namely Meiji 
Restoration)? --Such "logic of the control of Hans by the unifying 
power and their responses to the control" ought to be investigated 
historically and positively from the standpoint of comparative study of 
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regions. This article intends to prove and analyze historically the 

"logic of control and response" in the region of Kyushu. 
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